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はじめに 
 

本報告書は、西部清掃工場施設整備事業（ごみ処理施設建設事業）を実施するにあたり、「ご

み処理施設建設に係る環境影響評価書（平成 11 年２月）」（以下、評価書という）において記載

した環境保全を期するため、環境モニタリング調査を実施し、その結果をとりまとめたもので

ある。 
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第１章 事業の概要 

第１節 事業者の名称及び住所 

名   称：津 市 

住   所：三重県津市西丸之内２３番１号 

代 表 者：津市長 近藤 康雄 

 

第２節 対象事業の名称、種類及び規模 

名   称：西部清掃工場施設整備事業（ごみ処理施設建設事業） 

種   類：廃棄物処理施設の設置 

規   模：処理能力 120ｔ／日 

 

第３節 対象事業の実施区域 

実 施 場 所：津市片田田中町地内 
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第２章 事後調査結果 

第１節 大気質 

１．調査概要 

施設供用後における施設からの排出ガスが、周辺環境に与える影響を把握するため、大気質

の測定を実施した。 

 

２．調査項目及び調査方法 

調査項目及び調査方法は表１－１に示したとおりである。 

なお、塩化水素については、24 時間採取を７回繰り返して実施した。 

 

表１－１ 調査項目及び調査方法 

測定項目 調査方法 

一酸化窒素（ＮＯ） 

二酸化窒素（ＮＯ２） 

窒素酸化物（ＮＯＸ） 

JIS B 7953（ザルツマン試薬を用いる吸光光度法） 

二酸化硫黄（ＳＯ２） JIS B 7952（溶液導電率方式（間欠式）） 

浮遊粒子状物質（ＳＰＭ） JIS B 7954（ベータ線吸収方式による方法） 

塩化水素（ＨＣｌ） ろ紙捕集法－ＩＣ分析法（JIS K0107 準拠） 

ダイオキシン類 
ダイオキシン類に係る大気環境調査マニュアル 
「環境省環境管理局総務課ダイオキシン対策室大気
環境課（平成 13 年８月）」 

 

３．調査年月日及び調査地点 

調査年月日は表１－２に、調査場所は図１－１に示したとおりである。 

調査地点は事業実施区域周辺の当該時期の主な風向（北西風）を考慮して設定し、風上側及

び風下側で各１地点の計２地点で実施した。 

 

表１－２ 調査年月日 

調査回数 調査年月日 

第１回 平成 14 年 12 月 10 日～16 日（７日間） 

第２回 平成 15 年 ２月 ６日～12 日（７日間） 
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図１－１ 大気質調査地点 

★ 

● 

● 

凡 例 
★：事業実施区域 
●：大気質測定地点 

石川垣内集会所 

頭首口 
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４．調査結果 

調査結果は、表１－３に示したとおりである。 

 

（１）一酸化窒素（ＮＯ）、二酸化窒素（ＮＯ２）、窒素酸化物（ＮＯｘ） 

12月の平均値は、ＮＯが頭首口で0.003ppm、石川垣内で0.009ppm、ＮＯ２が頭首口で0.011ppm、

石川垣内で 0.013ppm、ＮＯｘが頭首口で 0.014ppm、石川垣内で 0.023ppm。 

２月の平均値はＮＯが頭首口で0.005ppm、石川垣内で0.011ppm、ＮＯ２が頭首口で0.015ppm、

石川垣内で 0.018ppm、ＮＯｘが頭首口で 0.020ppm、石川垣内で 0.028ppm であった。 

また、ＮＯ２の日平均値の最大値は、12月は頭首口で 0.021ppm、石川垣内で 0.025ppm、２月

は頭首口で 0.033ppm、石川垣内で 0.036ppm であり、いずれも環境基準値を下回る値であった。 

調査地点による差は、12月及び２月ともに、頭首口よりも石川垣内でやや高い値を示した。 

 

（２）二酸化硫黄（ＳＯ２） 

12 月の平均値は、頭首口で 0.002ppm、石川垣内で 0.003ppm、１時間値の最大値は、頭首口

で 0.012ppm、石川垣内で 0.008ppm、２月の平均値は頭首口で 0.003ppm、石川垣内で 0.004ppm、

１時間値の最大値は頭首口、石川垣内とも 0.015ppm であり、平均値及び１時間値の最大値のい

ずれも環境基準値を下回る値であった。 

調査時期、調査地点間に大きな差は見られなかった。 

 

（３）浮遊粒子状物質（ＳＰＭ） 

12 月の平均値は頭首口で 0.018mg/m３、石川垣内で 0.013mg/m３、１時間値の最大値は頭首口

で 0.069mg/m３、石川垣内で 0.065mg/m３、２月の平均値は頭首口で 0.018mg/m３、石川垣内で

0.020mg/m３、１時間値の最大値は頭首口で 0.090mg/m３、石川垣内で 0.096mg/m３であり、平均

値及び１時間値の最大値ともいずれも環境基準値を下回る値であった。 

調査地点間に大きな差は見られなかった。 

 

（４）塩化水素（ＨＣｌ） 

塩化水素はいずれも定量下限値（0.001ppm）未満であった。 

 

（５）ダイオキシン類 

12 月の結果は、頭首口で 0.085pg-TEQ/ｍ３、石川垣内で 0.075pg-TEQ/ｍ３、２月は頭首口で

0.053pg-TEQ/ｍ３、石川垣内で 0.14pg-TEQ/ｍ３であり、２月の石川垣内で若干高い値を示した

が、いずれも平成 12年１月から施行されたダイオキシン類対策特別措置法に基づく大気汚染に

係る環境基準 0.6pg-TEQ/ｍ３（年平均値）を大きく下回る値であった。 
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表１－３ 大気質調査結果 

 

５．まとめ 

今回の調査の結果、いずれの大気汚染項目、調査時期及び調査地点とも環境基準値を下回る

値であった。 

同様に、ダイオキシン類についても、２月の石川垣内でやや高い値を示したが、いずれも環

境基準値を下回る値であった。 

以上のことから、当該施設の稼動に伴う周辺環境への影響はほとんどないものと考えられた。 

 

ＮＯ ＮＯ２ ＮＯｘ ＳＯ２ ＳＰＭ ＨＣｌ ダイオキシン類

ppm ppm ppm ppm mg/m3 ppm pg-TEQ/ｍ３

１時間値の１日平均 － 0.04～0.06
以下 － 0.04以下 0.10以下 － 0.6

（年平均値）

１時間値 － － － 0.1以下 0.20以下 － －

平均値 0.003 0.011 0.014 0.002 0.018 <0.001 0.085

日平均値の最大値 0.009 0.021 0.031 0.004 0.037 - －

１時間値の最大値 0.034 0.036 0.068 0.012 0.069 - －

平均値 0.005 0.015 0.020 0.003 0.018 <0.001 0.053

日平均値の最大値 0.012 0.033 0.045 0.006 0.038 - －

１時間値の最大値 0.034 0.053 0.072 0.015 0.090 - －

平均値 0.009 0.013 0.023 0.003 0.013 <0.001 0.075

日平均値の最大値 0.024 0.025 0.049 0.004 0.029 - －

１時間値の最大値 0.213 0.037 0.242 0.008 0.065 - －

平均値 0.011 0.018 0.028 0.004 0.020 <0.001 0.14

日平均値の最大値 0.031 0.036 0.059 0.007 0.039 - －

１時間値の最大値 0.190 0.054 0.234 0.015 0.096 - －

項　　目

単　　位

12月

2月

頭首口
（風上）

石川
垣内

（風下）

2月

環境基準

12月
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第２節 騒音・振動 

１．調査概要 

施設供用後における施設から発生する騒音・振動が周辺環境に与える影響を把握するため、

事業実施区域境界線及び近隣集落において調査を実施した。 

 

２．調査項目及び調査方法 

調査項目及び調査方法は、表２－１に示したとおりである。 

 

表２－１ 調査項目及び調査方法 

調査項目 調査方法 

騒 音 

・事業実施区域境界 
「特定工場等において発生する騒音の規制に関する基準（昭
和 43 年 11 月 27 日厚生・農林・通産・運輸省告示第１号）」 
・近隣集落 
「騒音に係る環境基準（環境庁告示第 64 号）」 

振 動 振動規制法施行規則 

 

３．調査年月日及び調査地点 

調査年月日は表２－２に、調査場所は図２－１に示したとおりである。 

調査地点は評価書と同地点（事業実施区域周辺２地点及び近隣の集落１地点）とした。 

 

表２－２ 調査年月日 

工 程 調査回数 調査年月日 調査時間 

第１回 平成 14 年 12 月 10 日～11 日 
施設供用後 

第２回 平成 15 年 ２月 ６日～ ７日 
24 時間 
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４．調査結果 

施設供用後の施設から発生する騒音レベル及び振動レベルの調査結果は表２－３～10 に示

したとおりである。 

その結果、事業実施区域（造成計画線）境界※では、12月の№１では 58～65dB、№２では 47

～61dB、２月の№１が 51～65dB、№２では 47～62dB であり、「特定工場等において発生する騒

音の規制基準」（以下「規制基準」という）と同等かそれを僅かに上回る値であった。 

しかし、12 月の測定当日は、常時風が強い状態であったことによる草木の風切音と、２月の

昼間の調査時には自衛隊のヘリコプターの訓練飛行の影響を受け、値が高くなったものと考え

られる。 

夜間については、周辺の道路交通騒音の影響を受け、同様に高い値となったと考えられる。 

また、近隣集落においては、12 月は 43～56dB、２月は 41～63dB であった。 

なお、当該地域は環境基準の規制を受けない地域であるため、参考として、Ａ類型の環境基

準値と比較してみると、概ね基準値と同程度か、それを僅かに上回る値であった。 

特に２月の昼間の時間帯では自衛隊のヘリコプターの訓練飛行の影響を受け、値が高くなっ

たと考えられる。 

また、夜間においては、高速道路の影響を受け、値が高くなったと考えられる。 

一方、振動については、事業実施区域境界の№１で、12月は 35～41dB、２月は 36～43dB で

あったが、他の地点ではいずれの時間帯も測定機器の最低保証値（30dB 未満）であった。 

 

 

 

 

※：当該施設に係る騒音・振動測定は、事業実施区域（造成計画線）境界線で実施しており、「特

定工場等において発生する騒音の規制基準」に定める「敷地境界」は、本調査地点よりもさら

に施設より遠方に設定されている。 

  このことから、「規制基準値」と比較する場合は参考とする。 
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表２－３ 騒音レベル測定結果（第１回：事業実施区域境界線） 

 

№１ №２ 規制基準値 区分 天候 気温
(℃)

湿度
(％) 風向

風速
(m/sec）

12:00 ～ 13:00 dB（Ａ） 61 55 曇り 6.0 53 WNW 3.8
13:00 ～ 14:00 dB（Ａ） 60 60
14:00 ～ 15:00 dB（Ａ） 63 61
15:00 ～ 16:00 dB（Ａ） 61 59
16:00 ～ 17:00 dB（Ａ） 60 53
17:00 ～ 18:00 dB（Ａ） 59 50
18:00 ～ 19:00 dB（Ａ） 59 49 晴れ 3.8 45 WNW 3.2
19:00 ～ 20:00 dB（Ａ） 59 48
20:00 ～ 21:00 dB（Ａ） 58 48
21:00 ～ 22:00 dB（Ａ） 61 50
22:00 ～ 23:00 dB（Ａ） 62 50
23:00 ～ 0:00 dB（Ａ） 61 49
0:00 ～ 1:00 dB（Ａ） 62 50 晴れ 0.4 47 WNW 3.5
1:00 ～ 2:00 dB（Ａ） 62 50
2:00 ～ 3:00 dB（Ａ） 60 49
3:00 ～ 4:00 dB（Ａ） 59 48
4:00 ～ 5:00 dB（Ａ） 59 48
5:00 ～ 6:00 dB（Ａ） 58 47
6:00 ～ 7:00 dB（Ａ） 58 50 曇り 3.0 55 WSW 2.8
7:00 ～ 8:00 dB（Ａ） 58 53
8:00 ～ 9:00 dB（Ａ） 61 59
9:00 ～ 10:00 dB（Ａ） 64 61
10:00 ～ 11:00 dB（Ａ） 63 58
11:00 ～ 12:00 dB（Ａ） 65 58 曇り 6.0 43 WNW 3.6

気象（№３）

夕

夜

朝

測定時間 単 位

騒音レベル
（Ｌ５）

規制基準

※：施設関係車輌の走行音を含む。

昼

60

55

50

55

60

昼
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表２－４ 騒音レベル測定結果（第１回：近隣集落） 

 

騒音レベル
（ＬAeq）

№３ 環境基準値 区分 天候 気温
(℃)

湿度
(％) 風向

風速
(m/sec）

12:00 ～ 13:00 dB（Ａ） 51 曇り 6.0 53 WNW 3.8
13:00 ～ 14:00 dB（Ａ） 52
14:00 ～ 15:00 dB（Ａ） 53
15:00 ～ 16:00 dB（Ａ） 56
16:00 ～ 17:00 dB（Ａ） 48
17:00 ～ 18:00 dB（Ａ） 47
18:00 ～ 19:00 dB（Ａ） 47 晴れ 3.8 45 WNW 3.2
19:00 ～ 20:00 dB（Ａ） 47
20:00 ～ 21:00 dB（Ａ） 45
21:00 ～ 22:00 dB（Ａ） 48
22:00 ～ 23:00 dB（Ａ） 48
23:00 ～ 0:00 dB（Ａ） 48
0:00 ～ 1:00 dB（Ａ） 50 晴れ 0.4 47 WNW 3.5
1:00 ～ 2:00 dB（Ａ） 51
2:00 ～ 3:00 dB（Ａ） 48
3:00 ～ 4:00 dB（Ａ） 45
4:00 ～ 5:00 dB（Ａ） 45
5:00 ～ 6:00 dB（Ａ） 43
6:00 ～ 7:00 dB（Ａ） 45 曇り 3.0 55 WSW 2.8
7:00 ～ 8:00 dB（Ａ） 48
8:00 ～ 9:00 dB（Ａ） 49
9:00 ～ 10:00 dB（Ａ） 53
10:00 ～ 11:00 dB（Ａ） 54
11:00 ～ 12:00 dB（Ａ） 55 曇り 6.0 43 WNW 3.6
※：周辺道路交通騒音を含む。

気　象
測定時間 単 位

55 昼

環境基準

55 昼

45 夜
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表２－５ 騒音レベル測定結果（第２回：事業実施区域境界線） 

 

№１ №２ 規制基準値 区分 天候 気温
(℃)

湿度
(％) 風向

風速
(m/sec）

12:00 ～ 13:00 dB（Ａ） 65 61 晴れ 7.2 55 NW 2.2
13:00 ～ 14:00 dB（Ａ） 60 60
14:00 ～ 15:00 dB（Ａ） 56 60
15:00 ～ 16:00 dB（Ａ） 60 60
16:00 ～ 17:00 dB（Ａ） 54 51
17:00 ～ 18:00 dB（Ａ） 52 49
18:00 ～ 19:00 dB（Ａ） 52 48 晴れ 4.2 67 SSW 0.6
19:00 ～ 20:00 dB（Ａ） 52 47
20:00 ～ 21:00 dB（Ａ） 51 48
21:00 ～ 22:00 dB（Ａ） 52 47
22:00 ～ 23:00 dB（Ａ） 52 47
23:00 ～ 0:00 dB（Ａ） 52 47
0:00 ～ 1:00 dB（Ａ） 52 48 晴れ 0 84 SW 1
1:00 ～ 2:00 dB（Ａ） 52 47
2:00 ～ 3:00 dB（Ａ） 52 47
3:00 ～ 4:00 dB（Ａ） 53 47
4:00 ～ 5:00 dB（Ａ） 53 47
5:00 ～ 6:00 dB（Ａ） 52 47
6:00 ～ 7:00 dB（Ａ） 53 49 晴れ -2.2 92 － <0.5
7:00 ～ 8:00 dB（Ａ） 54 54
8:00 ～ 9:00 dB（Ａ） 54 58
9:00 ～ 10:00 dB（Ａ） 52 62
10:00 ～ 11:00 dB（Ａ） 53 61
11:00 ～ 12:00 dB（Ａ） 54 60 晴れ 9.0 52 SE 2.2

測定時間 単 位

騒音レベル
（Ｌ５）

気象（№３）

50 夜

55

規制基準

60 昼

55 夕

※１：施設関係車輌の走行音を含む。
※２：昼間の時間帯には、自衛隊ヘリコプター音を含む。

朝

60 昼
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表２－６ 騒音レベル測定結果（第２回：近隣集落） 

 

騒音レベル
（ＬAeq）

№３ 環境基準値 区分 天候 気温
(℃)

湿度
(％) 風向

風速
(m/sec）

12:00 ～ 13:00 dB（Ａ） 63 晴れ 7.2 55 NW 2.2
13:00 ～ 14:00 dB（Ａ） 52
14:00 ～ 15:00 dB（Ａ） 53
15:00 ～ 16:00 dB（Ａ） 54
16:00 ～ 17:00 dB（Ａ） 47
17:00 ～ 18:00 dB（Ａ） 45
18:00 ～ 19:00 dB（Ａ） 47 晴れ 4.2 67 SSW 0.6
19:00 ～ 20:00 dB（Ａ） 45
20:00 ～ 21:00 dB（Ａ） 45
21:00 ～ 22:00 dB（Ａ） 45
22:00 ～ 23:00 dB（Ａ） 42
23:00 ～ 0:00 dB（Ａ） 43
0:00 ～ 1:00 dB（Ａ） 41 晴れ 0 84 SW 1
1:00 ～ 2:00 dB（Ａ） 41
2:00 ～ 3:00 dB（Ａ） 41
3:00 ～ 4:00 dB（Ａ） 41
4:00 ～ 5:00 dB（Ａ） 43
5:00 ～ 6:00 dB（Ａ） 44
6:00 ～ 7:00 dB（Ａ） 48 晴れ -2.2 92 － <0.5
7:00 ～ 8:00 dB（Ａ） 50
8:00 ～ 9:00 dB（Ａ） 47
9:00 ～ 10:00 dB（Ａ） 46
10:00 ～ 11:00 dB（Ａ） 47
11:00 ～ 12:00 dB（Ａ） 47 晴れ 9.0 52 SE 2.2
※１：周辺道路交通騒音を含む。
※２：昼間の時間帯には、自衛隊ヘリコプター音を含む。

気　象環境基準
測定時間 単 位

45

昼

昼

55

55

夜
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表２－７ 振動レベル測定結果（第１回：事業実施区域境界線） 

 

№１ №２ 規制基準値 区分
12:00 ～ 12:10 dB（Z） 40 <30
13:00 ～ 13:10 dB（Z） 37 <30
14:00 ～ 14:10 dB（Z） 39 <30
15:00 ～ 15:10 dB（Z） 41 <30
16:00 ～ 16:10 dB（Z） 40 <30
17:00 ～ 17:10 dB（Z） 37 <30
18:00 ～ 18:10 dB（Z） 37 <30
19:00 ～ 19:10 dB（Z） 40 <30
20:00 ～ 20:10 dB（Z） 40 <30
21:00 ～ 21:10 dB（Z） 37 <30
22:00 ～ 22:10 dB（Z） 37 <30
23:00 ～ 23:10 dB（Z） 40 <30
0:00 ～ 0:10 dB（Z） 40 <30
1:00 ～ 1:10 dB（Z） 40 <30
2:00 ～ 2:10 dB（Z） 37 <30
3:00 ～ 3:10 dB（Z） 37 <30
4:00 ～ 4:10 dB（Z） 40 <30
5:00 ～ 5:10 dB（Z） 40 <30
6:00 ～ 6:10 dB（Z） 37 <30
7:00 ～ 7:10 dB（Z） 35 <30
8:00 ～ 8:10 dB（Z） 39 <30
9:00 ～ 9:10 dB（Z） 39 <30
10:00 ～ 10:10 dB（Z） 36 <30
11:00 ～ 11:10 dB（Z） 35 <30

65 昼

65 昼

60 夜

測定時間 単 位
振動レベル
（Ｌ10）

規制基準
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表２－８ 振動レベル測定結果（第１回：近隣集落） 

 

振動レベル
（Ｌ10）

環境保全目標

№３ 目標値
12:00 ～ 12:10 dB（Z） <30
13:00 ～ 13:10 dB（Z） <30
14:00 ～ 14:10 dB（Z） <30
15:00 ～ 15:10 dB（Z） <30
16:00 ～ 16:10 dB（Z） <30
17:00 ～ 17:10 dB（Z） <30
18:00 ～ 18:10 dB（Z） <30
19:00 ～ 19:10 dB（Z） <30
20:00 ～ 20:10 dB（Z） <30
21:00 ～ 21:10 dB（Z） <30
22:00 ～ 22:10 dB（Z） <30
23:00 ～ 23:10 dB（Z） <30
0:00 ～ 0:10 dB（Z） <30
1:00 ～ 1:10 dB（Z） <30
2:00 ～ 2:10 dB（Z） <30
3:00 ～ 3:10 dB（Z） <30
4:00 ～ 4:10 dB（Z） <30
5:00 ～ 5:10 dB（Z） <30
6:00 ～ 6:10 dB（Z） <30
7:00 ～ 7:10 dB（Z） <30
8:00 ～ 8:10 dB（Z） <30
9:00 ～ 9:10 dB（Z） <30
10:00 ～ 10:10 dB（Z） <30
11:00 ～ 11:10 dB（Z） <30

単 位

55

測定時間
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表２－９ 振動レベル測定結果（第２回：事業実施区域境界線） 

 

№１ №２ 規制基準値 区分
12:00 ～ 12:10 dB（Z） 41 <30
13:00 ～ 13:10 dB（Z） 40 <30
14:00 ～ 14:10 dB（Z） 39 <30
15:00 ～ 15:10 dB（Z） 38 <30
16:00 ～ 16:10 dB（Z） 40 <30
17:00 ～ 17:10 dB（Z） 40 <30
18:00 ～ 18:10 dB（Z） 40 <30
19:00 ～ 19:10 dB（Z） 39 <30
20:00 ～ 20:10 dB（Z） 39 <30
21:00 ～ 21:10 dB（Z） 41 <30
22:00 ～ 22:10 dB（Z） 42 <30
23:00 ～ 23:10 dB（Z） 39 <30
0:00 ～ 0:10 dB（Z） 40 <30
1:00 ～ 1:10 dB（Z） 41 <30
2:00 ～ 2:10 dB（Z） 41 <30
3:00 ～ 3:10 dB（Z） 41 <30
4:00 ～ 4:10 dB（Z） 43 <30
5:00 ～ 5:10 dB（Z） 37 <30
6:00 ～ 6:10 dB（Z） 39 <30
7:00 ～ 7:10 dB（Z） 39 <30
8:00 ～ 8:10 dB（Z） 36 <30
9:00 ～ 9:10 dB（Z） 36 <30
10:00 ～ 10:10 dB（Z） 40 <30
11:00 ～ 11:10 dB（Z） 41 <30

65 昼

65 昼

60 夜

測定時間 単 位
振動レベル
（Ｌ10）

規制基準
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表２－10 振動レベル測定結果（第２回：近隣集落） 

 

振動レベル
（Ｌ10）

環境保全目標

№３ 目標値
12:00 ～ 12:10 dB（Z） <30
13:00 ～ 13:10 dB（Z） <30
14:00 ～ 14:10 dB（Z） <30
15:00 ～ 15:10 dB（Z） <30
16:00 ～ 16:10 dB（Z） <30
17:00 ～ 17:10 dB（Z） <30
18:00 ～ 18:10 dB（Z） <30
19:00 ～ 19:10 dB（Z） <30
20:00 ～ 20:10 dB（Z） <30
21:00 ～ 21:10 dB（Z） <30
22:00 ～ 22:10 dB（Z） <30
23:00 ～ 23:10 dB（Z） <30
0:00 ～ 0:10 dB（Z） <30
1:00 ～ 1:10 dB（Z） <30
2:00 ～ 2:10 dB（Z） <30
3:00 ～ 3:10 dB（Z） <30
4:00 ～ 4:10 dB（Z） <30
5:00 ～ 5:10 dB（Z） <30
6:00 ～ 6:10 dB（Z） <30
7:00 ～ 7:10 dB（Z） <30
8:00 ～ 8:10 dB（Z） <30
9:00 ～ 9:10 dB（Z） <30
10:00 ～ 10:10 dB（Z） <30
11:00 ～ 11:10 dB（Z） <30

55

測定時間 単 位
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５．まとめ 

（１）騒 音 

今回の調査の結果、造成計画線での測定結果について、概ね規制基準値と同等の値か、それ

を僅かに上回る値が得られた。 

しかし、規制基準では「敷地境界」での値が定めれており、今回測定した地点が造成計画線

であること、また、騒音レベルの距離減衰の特性を考慮すると、当該施設の敷地境界において

は、当規制基準を下回るものと考えられる。 

また、近隣集落での結果について、環境基準の規制を受けない地域ではあるが、参考として

比較してみると、概ね同等か僅かに上回る値が得られた。 

しかし、これらはいずれも風による風切音や周辺の道路交通騒音、自衛隊のヘリコプターの

訓練飛行音の影響を受けていることによると考えられ、本施設からの影響は僅かであると考え

られる。 

（２）振 動 

今回の調査の結果、造成計画線での測定結果について、規制基準値を大きく下回る値であっ

た。 

また、今回の値を評価書記載の予測結果と比較してみると、概ね同程度の値であった。 

なお、近隣集落では、測定機器の最低保証値（30dB）未満であり、当該施設からの影響は無

いものと考えられる。 
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第３節 悪 臭 

１．調査概要 

施設供用後における、施設から発生する悪臭が周辺環境に与える影響を把握するため調査を

実施した。 

 

２．調査項目及び調査方法 

調査項目及び調査方法は、表３－１に示したとおりである。 

 

表３－１ 調査項目及び調査方法 

項    目 分 析 方 法       

アンモニア 昭和47年環境庁告示第９号別表第１ 

メチルメルカプタン 
硫化水素 
硫化メチル 
二硫化メチル 

昭和47年環境庁告示第９号別表第２ 

トリメチルアミン 昭和47年環境庁告示第９号別表第３ 

アセトアルデヒド 
プロピオンアルデヒド 
ノルマルブチルアルデヒド 
イソブチルアルデヒド 
ノルマルバレルアルデヒド 
イソバレルアルデヒド 

昭和47年環境庁告示第９号別表第４の１ 

イソブタノール 昭和47年環境庁告示第９号別表第５ 

酢酸エチル 
メチルイソブチルケトン 

昭和47年環境庁告示第９号別表第６の２ 

トルエン 
スチレン 
キシレン 

昭和47年環境庁告示第９号別表第７の２ 

プロピオン酸 
ノルマル酪酸 
ノルマル吉草酸 
イソ吉草酸 

昭和47年環境庁告示第９号別表第８ 

臭気指数 平成７年環境庁告示第63号 

風 向 

風 速 

気 温 

気 

象 

湿 度 

地上気象観測指針（気象庁）による 
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３．調査年月日及び調査場所 

調査年月日は表３－２に示したとおりである。 

なお、調査場所は前掲の騒音・振動測定調査地点と同地点で実施した。 

 

表３－２ 調査年月日 

工程 調査回数 調査年月日 

第１回 平成 14 年 12 月 10 日 
施設供用後 

第２回 平成 15 年 ２月 ６日 

 

４．調査結果 

調査結果は表３－３、４に示したとおり全ての地点で全ての項目とも定量下限値未満であっ

た。 

 

表３－３ 調査結果（第１回） 

地   点 
項  目 単 位 

№１ №２ №３ 
 アンモニア ppm   ＜0.05   ＜0.05   ＜0.05 
 ﾒﾁﾙﾒﾙｶﾌﾟﾀﾝ ppm   ＜0.0002   ＜0.0002   ＜0.0002 
 硫化水素 ppm   ＜0.001   ＜0.001   ＜0.001 
 硫化メチル ppm   ＜0.0005   ＜0.0005   ＜0.0005 
 二硫化メチル ppm   ＜0.001   ＜0.001   ＜0.001 
 ﾄﾘﾒﾁﾙｱﾐﾝ ppm   ＜0.0005   ＜0.0005   ＜0.0005 
 ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ ppm   ＜0.01   ＜0.01   ＜0.01 
 ﾌ ﾛ゚ﾋ ｵ゚ﾝｱﾙﾃ ﾋ゙ﾄ  ゙ ppm   ＜0.01   ＜0.01   ＜0.01 
 ﾉﾙﾏﾙﾌ ﾁ゙ﾙｱﾙﾃ ﾋ゙ﾄ  ゙ ppm   ＜0.002   ＜0.002   ＜0.002 
 ｲｿﾌ ﾁ゙ﾙｱﾙﾃ ﾋ゙ﾄ  ゙ ppm   ＜0.002   ＜0.002   ＜0.002 
 ﾉﾙﾏﾙﾊ ﾚ゙ﾙｱﾙﾃ ﾋ゙ﾄ  ゙ ppm   ＜0.002   ＜0.002   ＜0.002 
 ｲｿﾊ ﾚ゙ﾙｱﾙﾃ ﾋ゙ﾄ  ゙ ppm   ＜0.002   ＜0.002   ＜0.002 
 ｲｿﾌﾞﾀﾉｰﾙ ppm   ＜0.01   ＜0.01   ＜0.01 
 酢酸エチル ppm   ＜0.01   ＜0.01   ＜0.01 
 ﾒﾁﾙｲｿﾌﾞﾁﾙｹﾄﾝ ppm   ＜0.01   ＜0.01   ＜0.01 
 トルエン ppm   ＜0.01   ＜0.01   ＜0.01 
 スチレン ppm   ＜0.01   ＜0.01   ＜0.01 
 キシレン ppm   ＜0.01   ＜0.01   ＜0.01 
 プロピオン酸 ppm   ＜0.003   ＜0.003   ＜0.003 
 ノルマル酪酸 ppm   ＜0.0005   ＜0.0005   ＜0.0005 
 ノルマル吉草酸 ppm   ＜0.0005   ＜0.0005   ＜0.0005 
 イソ吉草酸 ppm   ＜0.0005   ＜0.0005   ＜0.0005 
 臭気指数 ―   ＜10   ＜10   ＜10 

 天 候 ― 曇り 
 気 温 ℃ 7.2 
 湿 度 ％ 62 
 風 向 ― SW 

気 
 

象 

 風 速 ｍ/ｓ 1.2 
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表３－４ 調査結果（第２回） 

地   点 
項  目 単 位 

№１ №２ №３ 
 アンモニア ppm   ＜0.05   ＜0.05   ＜0.05 
 ﾒﾁﾙﾒﾙｶﾌﾟﾀﾝ ppm   ＜0.0002   ＜0.0002   ＜0.0002 
 硫化水素 ppm   ＜0.001   ＜0.001   ＜0.001 
 硫化メチル ppm   ＜0.0005   ＜0.0005   ＜0.0005 
 二硫化メチル ppm   ＜0.001   ＜0.001   ＜0.001 
 ﾄﾘﾒﾁﾙｱﾐﾝ ppm   ＜0.0005   ＜0.0005   ＜0.0005 
 ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ ppm   ＜0.01   ＜0.01   ＜0.01 
 ﾌ ﾛ゚ﾋ ｵ゚ﾝｱﾙﾃ ﾋ゙ﾄ  ゙ ppm   ＜0.01   ＜0.01   ＜0.01 
 ﾉﾙﾏﾙﾌ ﾁ゙ﾙｱﾙﾃ ﾋ゙ﾄ  ゙ ppm   ＜0.002   ＜0.002   ＜0.002 
 ｲｿﾌ ﾁ゙ﾙｱﾙﾃ ﾋ゙ﾄ  ゙ ppm   ＜0.002   ＜0.002   ＜0.002 
 ﾉﾙﾏﾙﾊ ﾚ゙ﾙｱﾙﾃ ﾋ゙ﾄ  ゙ ppm   ＜0.002   ＜0.002   ＜0.002 
 ｲｿﾊ ﾚ゙ﾙｱﾙﾃ ﾋ゙ﾄ  ゙ ppm   ＜0.002   ＜0.002   ＜0.002 
 ｲｿﾌﾞﾀﾉｰﾙ ppm   ＜0.01   ＜0.01   ＜0.01 
 酢酸エチル ppm   ＜0.01   ＜0.01   ＜0.01 
 ﾒﾁﾙｲｿﾌﾞﾁﾙｹﾄﾝ ppm   ＜0.01   ＜0.01   ＜0.01 
 トルエン ppm   ＜0.01   ＜0.01   ＜0.01 
 スチレン ppm   ＜0.01   ＜0.01   ＜0.01 
 キシレン ppm   ＜0.01   ＜0.01   ＜0.01 
 プロピオン酸 ppm   ＜0.003   ＜0.003   ＜0.003 
 ノルマル酪酸 ppm   ＜0.0005   ＜0.0005   ＜0.0005 
 ノルマル吉草酸 ppm   ＜0.0005   ＜0.0005   ＜0.0005 
 イソ吉草酸 ppm   ＜0.0005   ＜0.0005   ＜0.0005 
 臭気指数 ―   ＜10   ＜10   ＜10 

 天 候 ― 晴れ 
 気 温 ℃ 6.5 
 湿 度 ％ 75 
 風 向 ― Ｎ 

気 
 

象 

 風 速 ｍ/ｓ 2.8 

 

５．まとめ 

今回の調査の結果、事業実施区域境界及び近隣集落での値はいずれも定量下限値未満であり、

本施設からの影響はないと考えられる。 
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第４節 水 質 

１．調査概要 

施設供用後における施設からの放流水が、下流の公共用水域等に与える影響を把握するため

調査を実施した。 

 

２．調査項目及び調査方法 

調査項目及び調査方法は表４－１に示したとおりである。 
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表４－１ 調査項目及び調査方法 

項  目 分 析 方 法        

生
活
環
境
項
目
等 

水素イオン濃度(ｐＨ) 
生物化学的酸素要求量(BOD) 
化学的酸素要求量(COD) 
浮遊物質量（ＳＳ） 
全窒素（Ｔ－Ｎ） 
全りん（Ｔ－Ｐ） 
大腸菌群数（ＭＰＮ） 

JIS K0102.12.1 
JIS K0102.21 及び 32.3 
JIS K0102.17 
昭和 46 年環境庁告示第 59 号付表８ 
JIS K0102.45.4 
JIS K0102.46.3 備考 19 
昭和 46 年環境庁告示第 59 号別表２ 

健
康
項
目
等 

フェノール類 
銅 
亜鉛 
溶解性鉄 
溶解性マンガン 
クロム 
フッ素 
カドミウム 
全シアン 
鉛 
六価クロム 
砒素 
総水銀 
アルキル水銀 
ＰＣＢ 
ジクロロメタン 
四塩化炭素 
1,2-ジクロロエタン 
1,1-ジクロロエチレン 
シス 1,2-ジクロロエチレン 
1,1,1-トリクロロエタン 
1,1,2-トリクロロエタン 
トリクロロエチレン 
テトラクロロエチレン 
1,3-ジクロロプロペン 
チウラム 
シマジン 
チオベンカルブ 
ベンゼン 
セレン 
アンモニア性窒素 
亜硝酸性窒素 
硝酸性窒素 
ほう素 
電気伝導度 
n-ヘキサン抽出物質 

JIS K0102.28.1 
JIS K0102.52.4 
JIS K0102.53.3 
JIS K0102.57.4 及び JIS MO 0202 
JIS K0102.56.4 及び JIS MO 0202 
JIS K0102.65.1.4 
JIS K0102.34.1 
JIS K0102.55.3 
JIS K0102.38.1.2 及び 38.2 
JIS K0102.54.3 
JIS K0102.65.2.1 
JIS K0102.61.2 
昭和 46 環告 59 号付表１ 
昭和 46 環告 59 号付表２ 
昭和 46 環告 59 号付表３ 
JIS K0125.5.2 
JIS K0125.5.2 
JIS K0125.5.2 
JIS K0125.5.2 
JIS K0125.5.2 
JIS K0125.5.2 
JIS K0125.5.2 
JIS K0125.5.2 
JIS K0125.5.2 
JIS K0125.5.2 
昭和 46 環告 59 号付表４ 
昭和 46 環告 59 号付表５ 
昭和 46 環告 59 号付表５ 
JIS K0125.5.2 
JIS K0102.67.2 
JIS K0102.42.1 及び 42.3 
JIS K0102.43.1.1 
JIS K0102.43.2.3 
JIS K0102.47.3 
JIS K0102.12 
昭和 49 環告 64 号付表４ 
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３．調査年月日及び調査場所 

調査年月日及び調査場所は表４－２に示したとおりである。 

 

表４－２ 調査年月日及び調査場所 

調査場所 
調査年月日 

№１ 
（施設放流口） 

№２ 
（赤池） 

№３ 
（おごえ川） 

平成 14 年 ４月 30 日 ◯   

平成 14 年 ５月 24 日 ◯ ◯ ◯ 

平成 14 年 ６月 20 日 ◯   

平成 14 年 ７月 29 日 ◯ ◯ ◯ 

平成 14 年 ８月 ７日 ◯   

平成 14 年 ９月 13 日 ◯   

平成 14 年 10 月 25 日 ◯ 
◯ 

（健康項目等含む） 
◯ 

（健康項目等含む） 
平成 14 年 11 月 19 日 ◯   

平成 14 年 12 月 19 日 ◯   

平成 15 年 １月 10 日 ◯ ◯ ◯ 

平成 15 年 ２月 19 日 ◯   

平成 15 年 ３月 11 日 ◯   

 

なお、調査場所は図４－１に示したとおりである。 
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図４－１ 水質調査地点 
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４．調査結果 

施設放流口の調査結果は表４－３に、赤池及びおごえ川の調査結果は表４－４に示したとお

りである。 

その結果、月１回実施した施設からの放流水の水質は、ｐＨは 6.7～7.6、ＢＯＤは 1.0～

4.1mg/L、ＣＯＤは 3.4～7.8mg/L、ＳＳは<1.0～5.6mg/L、大腸菌群数は 0～100 個/cm３、全窒

素は 2.7～11mg/L、全リンは 0.35～0.79mg/L であり、いずれも評価書記載の計画放流水質を下

回る値であった。 

各季に１回実施した赤池及びおごえ川のうち、赤池では、ｐＨは 6.9～7.6、ＢＯＤは 2.1～

4.1mg/L、ＣＯＤは 6.3～10mg/L、ＳＳは 7.4～48mg/L、大腸菌群数は 130～5400MPN/100ml、全

窒素は 0.39～1.5mg/L、全リンは<0.01～0.08mg/L、おごえ川では、ｐＨは 7.0～7.7、ＢＯＤは

1.3～2.5mg/L、ＣＯＤは2.3～7.9mg/L、ＳＳは2.4～5.8mg/L、大腸菌群数は170～9200MPN/100ml、

全窒素は 0.71～2.3mg/L、全リンは 0.01～0.04mg/L であった。 

 

また、赤池及びおごえ川において年１回実施した健康項目等についいては、赤池で溶解性マ

ンガン、ほう素が、おごえ川で溶解性鉄、ふっ素、硝酸性窒素が検出された以外は、いずれも

定量下限値未満であった。 

なお、検出された項目についてもいずれも低い値であった。 

さらに、施設からの放流水が合流するおごえ川において、農業用水として取水のされていな

い秋季の一部の項目で評価書記載の予測結果を上回る値が見られたが、これについて、他の調

査時期における本施設からの排水濃度及び同河川における濃度との関係から見ると、今回、予

測結果を上回る値が得られたことは、本施設以外の要因と考えられる。 
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表４－３ 水質調査結果（施設放流口） 

 

 

 

 

4月30日
15:40

5月24日
14:30

6月20日
15:45

7月29日
11:30

8月7日
14:30

9月13日
14:40

10月25日
10:40

11月19日
10:50

12月19日
14:45

1月10日
11:20

2月19日
10:50

3月11日
14:30

pH 7.6 6.8 7.3 7.1 7.2 7.1 7.5 6.7 6.9 7.1 7.4 7.6 －

BOD mg/L 4.1 1.7 1.2 1.0 1.0 2.4 2.9 2.0 2.3 2.3 3.0 2.2 20以下

COD mg/L 7.8 6.2 5.8 3.4 3.8 6.0 5.5 5.5 6.8 6.5 7.5 6.1 20以下

浮遊物質量（SS） mg/L 3.0 1.7 1.4 <1.0 <1.0 <1.0 1.6 1.9 3.0 4.7 5.6 4.7 20以下

大腸菌群数 個/ｃｍ３ 12 0 30 0 1 0 8 80 15 100 30 20 －

全窒素 mg/L 6.3 9.4 5.4 2.7 3.4 4.9 4.5 8.3 7.9 11 11 9.2 120以下

全燐 mg/L 0.70 0.78 0.70 0.41 0.38 0.35 0.46 0.65 0.67 0.79 0.70 0.65 －

放流水の
計画濃度

施設放流口

生
活
環
境
項
目
等

項目
　　　　場所
　　　　日時
単位
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表４－４ 水質調査結果（赤池及びおごえ川） 

 

５．まとめ 

今回の調査の結果、施設からの放流水は計画水質を大きく下回る値であり、本施設からの放

流水の影響は僅かであると考えられた。 

5月24日
15:00

7月29日
11:50

10月25日
11:00

1月10日
11:40

5月24日
15:20

7月29日
12:10

10月25日
11:20

1月10日
11:50

評価書
予測結果

（上段：秋季、
下段：冬季）

pH 6.9 7.3 7.4 7.6 7.0 7.1 7.7 7.6 －

BOD mg/L 2.1 2.6 4.1 2.8 1.3 1.9 2.5 1.7 1.5
4.6

COD mg/L 6.3 10 9.7 6.5 6.6 7.9 5.3 2.3 4.5
4.2

浮遊物質量（SS） mg/L 7.4 19 48 15 5.8 4.8 5.0 2.4 12.3
4.9

大腸菌群数（MPN） MPN/100mL 1100 920 5400 130 240 5400 9200 170 －

全窒素 mg/L 0.40 0.39 1.3 1.5 1.1 0.71 1.9 2.3 2.6
4.6

全燐 mg/L <0.01 0.02 0.08 0.04 0.03 0.01 0.04 0.02 －
フェノール類 mg/L － － <0.1 － － － <0.1 － －
銅 mg/L － － <0.1 － － － <0.1 － －
亜鉛 mg/L － － <0.1 － － － <0.1 － －
溶解性鉄 mg/L － － <0.5 － － － 0.7 － －
溶解性マンガン mg/L － － 0.6 － － － <0.5 － －
クロム mg/L － － <0.05 － － － <0.05 － －
フッ素 mg/L － － <0.5 － － － 0.6 － －
カドミウム mg/L － － <0.01 － － － <0.01 － －
全シアン mg/L － － <0.1 － － － <0.1 － －
鉛 mg/L － － <0.01 － － － <0.01 － －
六価クロム mg/L － － <0.05 － － － <0.05 － －
砒素 mg/L － － <0.01 － － － <0.01 － －
総水銀 mg/L － － <0.0005 － － － <0.0005 － －
アルキル水銀 mg/L － － <0.0005 － － － <0.0005 － －
ＰＣＢ mg/L － － <0.0005 － － － <0.0005 － －
ジクロロメタン mg/L － － <0.02 － － － <0.02 － －
四塩化炭素 mg/L － － <0.002 － － － <0.002 － －
1,2-ジクロロエタン mg/L － － <0.004 － － － <0.004 － －
1,1-ジクロロエチレン mg/L － － <0.02 － － － <0.02 － －
シス1,2-ジクロロエチレン mg/L － － <0.04 － － － <0.04 － －
1,1,1-トリクロロエタン mg/L － － <0.3 － － － <0.3 － －
1,1,2-トリクロロエタン mg/L － － <0.006 － － － <0.006 － －
トリクロロエチレン mg/L － － <0.03 － － － <0.03 － －
テトラクロロエチレン mg/L － － <0.01 － － － <0.01 － －
1,3-ジクロロプロペン mg/L － － <0.002 － － － <0.002 － －
チウラム mg/L － － <0.006 － － － <0.006 － －
シマジン mg/L － － <0.003 － － － <0.003 － －
チオベンカルブ mg/L － － <0.02 － － － <0.02 － －
ベンゼン mg/L － － <0.01 － － － <0.01 － －
セレン mg/L － － <0.01 － － － <0.01 － －
アンモニア性窒素 mg/L － － <0.5 － － － <0.5 － －
亜硝酸性窒素 mg/L － － <0.01 － － － <0.01 － －
硝酸性窒素 mg/L － － 0.31 － － － 1.8 － －
ほう素 mg/L － － 0.3 － － － <0.1 － －
電気伝導度 mS/m － － 37 － － － 16 － －
n-ヘキサン抽出物質 mg/L － － <0.5 － － － <0.5 － －

生
活
環
境
項
目
等

健
康
項
目
等

項目
　　　場所
　　　日時
単位

赤池 おごえ川
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第５節 陸生動物 

１．哺乳類 

１－１ 調査概要 

事業実施区域周辺の哺乳類相を把握するため、各季に調査を実施した。 

 

１－２ 調査年月日及び調査方法 

調査年月日及び調査方法を表５－１に示した。 

現地調査は任意確認調査、フィールドサイン法による調査を実施し、併せて、小型哺乳類を

対象としたトラップ調査（２地点）も実施した。 

 

表５－１ 調査年月日及び調査方法 

調査項目 調査年月日 調査方法 

春季 平成 14 年 ５月 14～15 日、20 日 

夏季 
平成 14 年 ７月 31 日 
      ８月 12～13 日、19 日 

秋季 平成 14 年 11 月 27 日、28 日 
哺乳類相 

冬季 平成 15 年 ２月 19 日、20 日 

任意確認調査 
（フィールドサイン調査含む） 
小型哺乳類捕獲調査（トラップ調査） 

 

小型哺乳類捕獲調査は、パンチュートラップを使用し、１地点あたり 20 個（２地点で計 40

個、餌：ピーナッツ 10 個、固形飼料 10 個）設置した。 

 

１－３ 調査場所 

調査範囲は事業実施区域及びその周辺とした。 

哺乳類相の主な踏査ルートは図５－１に、トラップ設置地点は図５－２に示したとおりであ

る。 
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１－４ 調査結果 

現地調査によって確認した哺乳類は、表５－２に示したとおり、春季はコウベモグラ、アカ

ネズミなど７種、夏季はモグラ属の一種、アカネズミなど５種、秋季はモグラ属の一種、ノウ

サギなど６種、冬季はモグラ属の一種、アカネズミなど６種を確認した。 

 

表５－２(1) 哺乳類確認状況（春季） 

 

表５－２(2) 哺乳類確認状況（夏季） 

 

表５－２(3) 哺乳類確認状況（秋季） 

 

任意確認 ﾌｨｰﾙﾄﾞｻｲﾝ ﾄﾗｯﾌﾟ

モグラ モグラ コウベモグラ ◯ 坑道（２例）

ネズミ ネズミ アカネズミ ◯ 捕獲（２個体）

イヌ タヌキ ◯ 足跡（１例）

チョウセンイタチ ◯ 死体（１例）

ニホンアナグマ ◯ 足跡（１例）

イタチ属の一種 ◯ 糞（２例）、足跡（１例）

ウシ シカ ニホンジカ ◯ 休跡（１例）、糞（２例）、
足跡（１例）

４目 ５科 ７種 1 5 1

備考

ネコ
イタチ

目 科 種
調査手法

任意確認 ﾌｨｰﾙﾄﾞｻｲﾝ ﾄﾗｯﾌﾟ

モグラ モグラ モグラ属の一種 ◯ 坑道（１例）

ウサギ ウサギ ノウサギ ◯ 食痕（１例）、糞（１例）

タヌキ ◯ 足跡（１例）

キツネ ◯ 糞（１例）

イタチ イタチ属の一種 ◯ 糞（１例）

ウシ シカ ニホンジカ ◯ 足跡（７例）、食痕（１例）

４目 ５科 ６種 0 6 0

ネコ
イヌ

目 科 種
調査手法

備考

任意確認 ﾌｨｰﾙﾄﾞｻｲﾝ ﾄﾗｯﾌﾟ

モグラ モグラ モグラ属の一種 ◯ 坑道（１例）

ネズミ ネズミ アカネズミ ◯ 捕獲（１個体）

イヌ タヌキ ◯ 足跡（２例）

イタチ イタチ属の一種 ◯ 糞（２例）

ウシ シカ ニホンジカ ◯ 足跡（４例）

４目 ５科 ５種 0 4 1

備考

ネコ

目 科 種
調査手法
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表５－２(4) 哺乳類確認状況（冬季） 

注：配列は『日本産野生生物目録－本邦産野生動植物の種の現状－（脊椎動物編）』1993 環境庁に従った。 

 

１－５ まとめ 

今回の調査では、表５－３に示したとおり、５目６科 11 種の哺乳類の生息を確認した。 

確認した哺乳類は、平地から低山地にかけて広く見られる種であり、当該地域は依然として、

里山的な環境を維持していることが伺える。 

 

表５－３ 確認種一覧 

 

任意確認 ﾌｨｰﾙﾄﾞｻｲﾝ ﾄﾗｯﾌﾟ

モグラ モグラ モグラ属の一種 ◯ 塚（４例）

ネズミ ネズミ アカネズミ ◯ 捕獲（２個体）

ウサギ ウサギ ノウサギ ◯ 糞（８例）

ネコ イタチ イタチ属の一種 ◯ 糞（６例）

イノシシ ◯ 足跡（３例）、堀跡（10例）

ニホンジカ ◯ 糞（４例）、足跡（８例）

５目 ５科 ６種 0 5 1

備考

ウシ シカ

目 科 種
調査手法

任意確認 ﾌｨｰﾙﾄﾞｻｲﾝ ﾄﾗｯﾌﾟ

コウベモグラ ◯ 坑道（２例）

モグラ属の一種 ◯ 坑道（２例）、塚（４例）

ネズミ ネズミ アカネズミ ◯ 捕獲（５個体）

ウサギ ウサギ ノウサギ ◯ 食痕（１例）、糞（９例）

タヌキ ◯ 足跡（４例）

キツネ ◯ 糞（１例）

チョウセンイタチ ◯ 死体（１例）

ニホンアナグマ ◯ 足跡（１例）

イタチ属の一種 ◯ 糞（11例）、足跡（１例）

イノシシ ◯ 足跡（３例）、堀跡（10例）

ニホンジカ ◯ 休跡（１例）、糞（６例）、
足跡（20例）、食痕（１例）

５目 ６科 11種 1 9 1

科 種
調査手法

備考目

ネコ

ウシ

イヌ

イタチ

シカ

モグラ モグラ
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写真５－１ 哺乳類相調査風景 

 
写真５－２ トラップ調査風景 

 
写真５－３ トラップ調査により捕獲したネズミ 
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２．鳥 類 

２－１ 調査概要 

事業実施区域周辺の鳥類相を把握するため、各季に調査を実施した。 

また、特筆すべき鳥類の追跡調査を実施した。 

 

２－２ 調査年月日及び調査方法 

調査年月日及び調査方法を表５－４に示した。 

 

表５－４ 調査年月日及び調査方法 

調査項目 調査年月日 調査方法 

春 季 平成 14 年 ５月 21 日 

夏 季 平成 14 年 ８月 ８日 

秋 季 平成 14 年 11 月 26 日 
鳥類相 

冬 季 平成 15 年 ２月 13 日 

任意観察調査 

オオタカ 

平成 14 年 ４月 22 日 
平成 14 年 ５月 ７日 
平成 14 年 ６月 17 日 
平成 15 年 １月 22 日 
平成 15 年 ２月 21 日 
平成 15 年 ３月 14 日 

定点観察調査 

カワウ 
ミサゴ 
カワセミ 

平成 14 年 ４月 22 日 
平成 14 年 ７月 23 日 
平成 14 年 10 月 24 日 
平成 15 年 ２月 21 日 

任意観察調査 

ヨシゴイ 
平成 14 年 ６月 21 日 
平成 14 年 ７月 19 日 
平成 14 年 ８月 ９日 

任意観察調査 
（夜間調査） 

オシドリ 
平成 14 年 ４月 22 日 
平成 15 年 ２月 21 日 
平成 15 年 ３月 14 日 

任意観察調査 

ハチクマ 
平成 14 年 ６月 17 日 
平成 14 年 10 月 24 日 

定点観察調査 

ハイタカ 
平成 14 年 10 月 24 日 
平成 15 年 １月 22 日 

定点観察調査 

ハリオアマツバメ 
平成 14 年 ４月 22 日 
平成 14 年 10 月 24 日 

任意観察調査 

フクロウ 
平成 15 年 ２月 21 日 
平成 15 年 ３月 14 日 

任意観察調査 
（夜間調査） 

特筆すべき鳥類 

サンコウチョウ 平成 14 年 ６月 21 日 任意観察調査 

 

２－３ 調査場所 

調査範囲は事業実施区域及びその周辺とし、主な踏査ルート及び定点観察地点は図５－３に

示したとおりである。 
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２－４ 調査結果 

（１）鳥類相調査 

調査によって確認した鳥類は、表５－５に示したとおり 12 目 25 科 52 種であった。 

目別構成では、スズメ目の割合が高い結果となった。 
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表５－５ 鳥類確認種 

春季 夏季 秋季 冬季
ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ ◯ ◯ ◯
ﾍﾟﾘｶﾝ ｳ ｶﾜｳ ◯ ◯ ◯ ◯
ｺｳﾉﾄﾘ ｻｷﾞ ｱｵｻｷﾞ ◯ ◯ ◯

ﾀﾞｲｻｷﾞ ◯ ◯
ｺﾞｲｻｷﾞ ◯

ｶﾓ ｶﾓ ｺｶﾞﾓ ◯
ﾀｶ ﾀｶ ｵｵﾀｶ ◯

ﾐｻｺﾞ ◯
ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｺｼﾞｭｹｲ ◯ ◯
ﾁﾄﾞﾘ ﾁﾄﾞﾘ ｺﾁﾄﾞﾘ ◯

ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ ◯
ｼｷﾞ ｸｻｼｷﾞ ◯ ◯

ﾊﾄ ﾊﾄ ﾄﾞﾊﾞﾄ ◯ ◯ ◯ ◯
ｱｵﾊﾞﾄ ◯
ｷｼﾞﾊﾞﾄ ◯ ◯ ◯ ◯

ﾎﾄﾄｷﾞｽ ﾎﾄﾄｷﾞｽ ﾎﾄﾄｷﾞｽ ◯
ﾌﾞｯﾎﾟｳｿｳ ｶﾜｾﾐ ｶﾜｾﾐ ◯ ◯ ◯
ｷﾂﾂｷ ｷﾂﾂｷ ｺｹﾞﾗ ◯ ◯ ◯ ◯

ｱｶｹﾞﾗ ◯
ｽｽﾞﾒ ﾋﾊﾞﾘ ﾋﾊﾞﾘ ◯ ◯

ﾂﾊﾞﾒ ｲﾜﾂﾊﾞﾒ ◯
ﾂﾊﾞﾒ ◯ ◯

ｾｷﾚｲ ﾊｸｾｷﾚｲ ◯ ◯
ｷｾｷﾚｲ ◯ ◯
ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ ◯ ◯ ◯ ◯

ﾋﾖﾄﾞﾘ ﾋﾖﾄﾞﾘ ◯ ◯ ◯ ◯
ﾓｽﾞ ﾓｽﾞ ◯ ◯ ◯
ﾋﾀｷ ｵｵﾖｼｷﾘ ◯

ｳｸﾞｲｽ ◯ ◯ ◯ ◯
ｾｯｶ ◯ ◯
ﾑｷﾞﾏｷ ◯
ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ ◯ ◯
ﾙﾘﾋﾞﾀｷ ◯
ﾂｸﾞﾐ ◯ ◯
ｼﾛﾊﾗ ◯ ◯

ｴﾅｶﾞ ｴﾅｶﾞ ◯ ◯ ◯
ｼｼﾞｭｳｶﾗ ﾋｶﾞﾗ ◯

ｼｼﾞｭｳｶﾗ ◯ ◯ ◯
ﾔﾏｶﾞﾗ ◯ ◯ ◯ ◯

ﾒｼﾞﾛ ﾒｼﾞﾛ ◯ ◯ ◯ ◯
ﾎｵｼﾞﾛ ﾎｵｼﾞﾛ ◯ ◯ ◯ ◯

ﾐﾔﾏﾎｵｼﾞﾛ ◯
ｶｼﾗﾀﾞｶ ◯ ◯
ｱｵｼﾞ ◯ ◯
ｸﾛｼﾞ ◯

ｱﾄﾘ ｶﾜﾗﾋﾜ ◯ ◯ ◯
ｼﾒ ◯
ｲｶﾙ ◯ ◯

ﾊﾀｵﾘﾄﾞﾘ ｽｽﾞﾒ ◯ ◯ ◯ ◯
ｶﾗｽ ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ ◯ ◯ ◯ ◯

ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ ◯ ◯ ◯ ◯
ｶｹｽ ◯ ◯

30種 22種 38種 30種

調査時季

12目25科52種

目 科 種名
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（２）特筆すべき鳥類調査 

特筆すべき鳥類調査の結果は、表５－６に示したとおりである。 

調査対象種 11 種（オオタカ、カワウ、ミサゴ、カワセミ、ヨシゴイ、オシドリ、ハチクマ、

ハイタカ、ハリオアマツバメ、フクロウ、サンコウチョウ）の内、生息を確認したのは、オオ

タカ、カワウ、ミサゴ、カワセミ、オシドリ、フクロウの６種であった。 

確認位置は、図５－４に示したとおりである。 

なお、カワウについては、赤池を中心に当該地域を休息地として頻繁に利用しており、当該

地域の池では概ね常時確認することができることから、カワウの確認位置図は省略した。 

 

表５－６ 特筆すべき鳥類の確認状況 

調査対象種 確認状況 
図５－４ 
の番号 

・６月の本種の調査時に事業実施区域東側でカラスにモビングされ北方
向に飛去する１個体を確認。 

１ 
オオタカ 

・11 月の鳥類相調査時において、事業実施区域上空を南東方向へ飛去す
る１個体を確認した。 

２ 

カワウ 
本種は、夜間を除くほとんどの調査時に飛来又は飛翔を確認した。 
また、確認数も多く、飛来する個体のほとんどが赤池で採餌・休息をす
るものであった。 

省略 

・11 月の鳥類相調査時において赤池上空付近において飛翔中の１個体を
確認した。 

３ 
ミサゴ 

・２月の本種を対象とした調査時に、松林池上空を飛翔中の１個体を確
認した。 

４ 

カワセミ 

 
本種を対象とした調査時の確認状況は以下のとおり。 
・４月の本種の調査時に池尻池で１個体。 
・５月の鳥類相調査時に松林池で２個体。 
・８月の鳥類相調査時に池尻池で１個体。 
・10 月の本種の調査時に池尻池東部で２個体。 
・11 月の鳥類相調査時に松林池において１個体、池尻池南部において１
個体を確認した。 

・２月の本種の調査時に、事業実施区域北東側の小さい溜池において２
個体を確認した。 

 
 
５－１ 
５－２ 
５－３ 
５－４ 
５－５ 
 

５－６ 
 

ヨシゴイ 確認できなかった。 － 

オシドリ 10 月の他の特筆すべき鳥類調査時に、赤池において番
つがい

で確認。 ６ 

ハチクマ 確認できなかった。 － 

ハイタカ 確認できなかった。 － 

ハリオアマツバメ 確認できなかった。 － 

フクロウ 
２月の本種の調査時に、事業実施区域北側の林内で本種の鳴き声を確認
した。 

７ 

サンコウチョウ 確認できなかった。 － 
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２－５ まとめ 

今回の調査で、12 目 25 科 52 種の鳥類の生息を確認した。 

確認した鳥類はいずれも里山環境を示す種がほとんどで、当該地域は依然として良好な里山

環境を維持しているものと考えられる。 

また、今回特筆すべき鳥類 11種（オオタカ、カワウ、ミサゴ、カワセミ、ヨシゴイ、オシド

リ、ハチクマ、ハイタカ、ハリオアマツバメ、フクロウ、サンコウチョウ）の内、オオタカ、

カワウ、ミサゴ、カワセミ、オシドリ、フクロウの６種の生息を確認した。 

オオタカについては、平成 14年６月及び平成に 14 年 11 月の調査時に飛翔を確認したが、当

該地域での繁殖を示唆する行動は確認できなかった。 

オシドリについては、評価書での調査以来、初めての確認記録となるが、これは、南への渡

りの途中に立ち寄ったものを確認したものと考えられる。 

その他、ミサゴ、フクロウといった猛禽類も確認していることから、当該地域は依然として

これら猛禽類の良好な餌場環境を維持しているものと考えられる。 
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写真５－４ 鳥類相調査風景 

 
写真５－５ オオタカ調査風景 

 
写真５－６ カワウ、カワセミ、ミサゴ調査風景 
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写真５－７ ヨシゴイ調査風景 

 
写真５－８ オシドリ調査風景 

 
写真５－９ ハチクマ調査風景 
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写真５－10 ハイタカ調査風景 

 
写真５－11 ハリオアマツバメ調査風景 

 
写真５－12 フクロウ調査風景 
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写真５－13 サンコウチョウ調査風景 
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３．爬虫類・両生類 

３－１ 調査概要 

事業実施区域周辺の爬虫類・両生類相を把握するため、各季に調査を実施した。 

また、特筆すべき爬虫類・両生類の追跡調査を実施した。 

 

３－２ 調査年月日及び調査方法 

調査年月日及び調査方法を表５－７に示した。 

 

表５－７ 調査年月日及び調査方法 

調査項目 調査年月日 調査方法 

春季 平成 14 年５月 14～15 日、20 日 

夏季 
平成 14 年７月 31 日 
     ８月 12～13 日、19 日 

秋季 平成 14 年 11 月 27 日、28 日 
爬虫・両生類相 

冬季 平成 15 年２月 19 日、20 日 

タゴガエル 
シュレーゲルアオガエル 

平成 14 年５月 20 日 特筆すべき 
爬虫類・ 
  両生類 カスミサンショウウオ 平成 14 年４月 19 日 

任意観察調査 

 

３－３ 調査場所 

調査範囲は事業実施区域及びその周辺とした。主な踏査ルートは哺乳類相踏査ルートと同様

とし、前掲の図５－１に示したとおりである。 

 

３－４ 調査結果 

爬虫・両生類相の調査で、表５－８に示したとおり爬虫類では、春季はイシガメ、カナヘビ

など４種、夏季では、クサガメ、イシガメなど６種の生息を確認しており、秋季及び冬季は確

認できなかった。 

両生類は、表５－９に示したとおり春季はアマガエル、ニホンアカガエルなど４種、夏季は

アマガエル、ウシガエルの２種、秋季はウシガエル１種、冬季はニホンアカガエル１種の生息

を確認した。 
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表５－８(1) 爬虫類確認種（春季） 

目 科 種 備考 

ｶﾒ ｲｼｶﾞﾒ ｲｼｶﾞﾒ 成体(5)を確認 

ｶﾅﾍﾋﾞ ｶﾅﾍﾋﾞ 成体(6)を確認 

ｱｵﾀﾞｲｼｮｳ 成体(1)を確認 ﾄｶｹﾞ 
ﾍﾋﾞ 

ﾋﾊﾞｶﾘ 成体(1)を確認 

２目３科４種  

注：配列等は『日本産野生生物目録－本邦産野生動植物
の種の現状－（脊椎動物編）』1993 環境庁に従った。 

 

表５－８(2) 爬虫類確認種（夏季） 

目 科 種 備考 

ｸｻｶﾞﾒ 成体(1)を確認 
ｲｼｶﾞﾒ 

ｲｼｶﾞﾒ 成体(1)を確認 ｶﾒ 

ｶﾒ sp 足跡(3)を確認 

ﾄｶｹﾞ ﾄｶｹﾞ 成体(2)を確認 

ｶﾅﾍﾋﾞ ｶﾅﾍﾋﾞ 幼体(1)・成体(4)を確認 

ﾍﾋﾞ ｼﾏﾍﾋﾞ 成体(1)を確認 
ﾄｶｹﾞ 

ｸｻﾘﾍﾋﾞ ﾏﾑｼ 成体(1)を確認 

２目５科６種  

注：配列等は『日本産野生生物目録－本邦産野生動植物
の種の現状－（脊椎動物編）』1993 環境庁に従った。 

 

表５－９(1) 両生類確認種（春季） 

目 科 種 備考 

ｱﾏｶﾞｴﾙ ｱﾏｶﾞｴﾙ 声（５ヶ所）を確認 

ﾆﾎﾝｱｶｶﾞｴﾙ 成体(1)を確認 
ｱｶｶﾞｴﾙ 

ｳｼｶﾞｴﾙ 
成体(4)・幼生（多数）を
確認 

ｶｴﾙ 

ｱｵｶﾞｴﾙ ｼｭﾚｰｹﾞﾙｱｵｶﾞｴﾙ 声（２ヶ所）を確認 

１目３科４種  

注：配列等は『日本産野生生物目録－本邦産野生動植物の種の現状－（脊
椎動物編）』1993 環境庁に従った。 
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表５－９(2) 両生類確認種（夏季） 

目 科 種 備考 

ｱﾏｶﾞｴﾙ ｱﾏｶﾞｴﾙ 成体(1)を確認 
ｶｴﾙ 

ｱｶｶﾞｴﾙ ｳｼｶﾞｴﾙ 
幼体（多数）・声（１ヶ所）
を確認 

１目２科２種  

注：配列等は『日本産野生生物目録－本邦産野生動植物の種の現状－（脊
椎動物編）』1993 環境庁に従った。 

 

表５－９(3) 両生類確認種（秋季） 

目 科 種 備考 

ｶｴﾙ ｱｶｶﾞｴﾙ ｳｼｶﾞｴﾙ 幼体（多数）を目撃 

１目１科１種  

 

表５－９(4) 両生類確認種（冬季） 

目 科 種 備考 

ｶｴﾙ ｱｶｶﾞｴﾙ ﾆﾎﾝｱｶｶﾞｴﾙ 卵塊(1)を確認 

１目１科 1種   

 

一方、特筆すべき爬虫類・両生類については、表５－10 に示したとおりである。 

また、確認位置は図５－５に示したとおりである。 

 

表５－10 特筆すべき爬虫類・両生類確認状況 

対象種 調査結果 

タゴガエル 確認できなかった。 

シュレーゲルアオガエル 事業実施区域周辺で鳴き声を確認した。 

カスミサンショウウオ 
事業実施区域周辺で合計 25.5 対の卵嚢と、10 個体
以上の幼生を確認した。 
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３－５ まとめ 

爬虫類・両生類相調査では、爬虫類は表５－11に示したとおり２目５科８種を、両生類は表

５－12 に示したとおり１目３科４種を確認した。 

確認した爬虫類・両生類はいずれも平地から低山地にかけて普通に見られる種であり、当該

地域が依然里山環境として維持されていることが伺える。 

一方、特筆すべき爬虫類・両生類では、カスミサンショウウオは昨年度に比べて多くの卵嚢

及び幼生の生息を確認した。 

また、シュレーゲルアオガエルも生息を確認したが、タゴガエルは今回も生息を確認するこ

とはできなかった。 

 

表５－11 爬虫類確認種一覧 

目 科 種 備考 

ｸｻｶﾞﾒ 成体(1)を確認 
ｲｼｶﾞﾒ 

ｲｼｶﾞﾒ 成体(6)を確認 ｶﾒ 

ｶﾒ sp 足跡(3)を確認 

ﾄｶｹﾞ ﾄｶｹﾞ 成体(2)を確認 

ｶﾅﾍﾋﾞ ｶﾅﾍﾋﾞ 幼体(1)・成体(10)を確認 

ｼﾏﾍﾋﾞ 成体(1)を確認 

ｱｵﾀﾞｲｼｮｳ 成体(1)を確認 ﾍﾋﾞ 

ﾋﾊﾞｶﾘ 成体(1)を確認 

ﾄｶｹﾞ 

ｸｻﾘﾍﾋﾞ ﾏﾑｼ 成体(1)を確認 

２目５科８種  

 

表５－12 両生類確認種一覧 

目 科 種 備考 

ｱﾏｶﾞｴﾙ ｱﾏｶﾞｴﾙ 成体(1)・声(５ヶ所)を確認 

ﾆﾎﾝｱｶｶﾞｴﾙ 成体(1)、卵塊(1)を確認 
ｱｶｶﾞｴﾙ 

ｳｼｶﾞｴﾙ 
成体(4)・幼生(多数)・幼体(多
数)・声(１ヶ所)を確認 

ｶｴﾙ 

ｱｵｶﾞｴﾙ ｼｭﾚｰｹﾞﾙｱｵｶﾞｴﾙ 成体・声を確認 

１目３科４種  
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写真５－14 爬虫類・両生類相調査風景 

 
写真５－15 タゴガエル調査風景 

 
写真５－16 シュレーゲルアオガエル調査風景 
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写真５－17 カスミサンショウウオ調査風景 
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４．昆虫類 

４－１ 調査概要 

事業実施区域周辺の昆虫類相を把握するため、各季に調査を実施した。 

また、特筆すべき昆虫類の追跡調査を実施した。 

 

４－２ 調査年月日及び調査方法 

調査年月日及び調査方法を表５－13 示した。 

 

表５－13 調査年月日及び調査方法 

調査項目 調査年月日 調査方法 

春季 平成 14 年５月 14～15 日、20 日 

夏季 
平成 14 年７月 31 日 
     ８月 12～13 日、19 日 

秋季 平成 14 年 11 月 27 日、28 日 
昆虫類相 

冬季 平成 15 年２月 19 日、20 日 

任意捕獲調査 
ライトトラップ調査 
ベイトトラップ調査 

ハルゼミ 平成 14 年５月 14 日、15 日 

アミメカゲロウ 
平成 14 年 ７月 31 日 
平成 14 年 ９月 ９日 

アオマツムシ 平成 14 年 ９月 ９日 

ウシカメムシ 
平成 14 年 ７月 31 日 
平成 14 年 ９月 ９日 

特
筆
す
べ
き
昆
虫
類 

オオムラサキ 平成 14 年 ７月 31 日 

任意調査 

 

ライトトラップ調査は、定点を１地点設定し夜間に調査を実施した。ブラックライト（６Ｗ）

の下に、ロート部及び昆虫収容用ボックス部からなる捕虫器を設置し、飛来した昆虫類を採集

した。 

ベイトトラップ調査は、定点を２地点設定し、埋込式のベイトトラップを設置して地表徘徊

性のコウチュウ類を主な対象として採集した。ベイトは糖蜜と腐肉の２種類とし、１地点あた

り、ベイト２種類各 10 個ずつ計 20 個、２地点で合計 40 個設置し、一昼夜の後回収した。 

特筆すべき動物等の任意調査は、調査範囲内を任意に踏査し、スウィーピング法、みつけと

り法など、種の確認に努めた。 

 

４－３ 調査場所 

調査範囲は事業実施区域及びその周辺とした。 

昆虫類相調査の主な踏査ルートは哺乳類相調査と同様とし、前掲の図５－１に示したとおり

である。また、ライトトラップ・ベイトトラップの調査地点は図５－６に、特筆すべき昆虫類

調査の踏査ルート及び調査範囲は、図５－７に示したとおりである。 
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４－４ 調査結果 

（１）昆虫類相調査 

調査結果は表５－14 に示したとおり、春季で 210 種、夏季で 249 種、秋季で 71 種、冬季で

25 種の計 469 種の昆虫類を確認した。 
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表５－14 昆虫類確認種一覧 

調査時季 
№ 目 名 科 名 種 名 

春季 夏季 秋季 冬季 
1 ﾄﾋﾞﾑｼ ﾋﾒﾄﾋﾞﾑｼ ﾋﾒﾄﾋﾞﾑｼ       ◇ 
2 ﾄﾋﾞﾑｼ ﾏﾙﾄﾋﾞﾑｼ ﾏﾙﾄﾋﾞﾑｼ科の一種       ◇ 
3 ﾄﾋﾞﾑｼ － ﾄﾋﾞﾑｼ目の一種       ◇ 
4 ﾄﾝﾎﾞ ｲﾄﾄﾝﾎﾞ ｱｼﾞｱｲﾄﾄﾝﾎﾞ ○       
5 ﾄﾝﾎﾞ ｲﾄﾄﾝﾎﾞ ｱｵﾓﾝｲﾄﾄﾝﾎﾞ   ○     
6 ﾄﾝﾎﾞ ｲﾄﾄﾝﾎﾞ ｾｽｼﾞｲﾄﾄﾝﾎﾞ   ○     
7 ﾄﾝﾎﾞ ｵﾆﾔﾝﾏ ｵﾆﾔﾝﾏ     ○   
8 ﾄﾝﾎﾞ ｻﾅｴﾄﾝﾎﾞ ｳﾁﾜﾔﾝﾏ   ○     
9 ﾄﾝﾎﾞ ﾔﾝﾏ ｻﾗｻﾔﾝﾏ ○       
10 ﾄﾝﾎﾞ ﾔﾝﾏ ｷﾞﾝﾔﾝﾏ   ○     
11 ﾄﾝﾎﾞ ｴｿﾞﾄﾝﾎﾞ ｴｿﾞﾄﾝﾎﾞ   ○     
12 ﾄﾝﾎﾞ ﾔﾏﾄﾝﾎﾞ ｵｵﾔﾏﾄﾝﾎﾞ ○       
13 ﾄﾝﾎﾞ ﾄﾝﾎﾞ ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ ○ ○     
14 ﾄﾝﾎﾞ ﾄﾝﾎﾞ ｵｵｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ   ○     
15 ﾄﾝﾎﾞ ﾄﾝﾎﾞ ｼｵﾔﾄﾝﾎﾞ ○ ○     
16 ﾄﾝﾎﾞ ﾄﾝﾎﾞ ｼｮｳｼﾞｮｳﾄﾝﾎﾞ     ○   
17 ﾄﾝﾎﾞ ﾄﾝﾎﾞ ｺｼｱｷﾄﾝﾎﾞ   ○     
18 ﾄﾝﾎﾞ ﾄﾝﾎﾞ ﾅﾂｱｶﾈ   ○     
19 ﾄﾝﾎﾞ ﾄﾝﾎﾞ ｱｷｱｶﾈ   ○     
20 ﾄﾝﾎﾞ ﾄﾝﾎﾞ ﾏｲｺｱｶﾈ   ○     
21 ﾄﾝﾎﾞ ﾄﾝﾎﾞ ﾉｼﾒﾄﾝﾎﾞ   ○     
22 ﾄﾝﾎﾞ ﾄﾝﾎﾞ ﾁｮｳﾄﾝﾎﾞ   ○     
23 ﾄﾝﾎﾞ ﾄﾝﾎﾞ ｳｽﾊﾞｷﾄﾝﾎﾞ   ○     
24 ｺﾞｷﾌﾞﾘ ｺﾞｷﾌﾞﾘ ｸﾛｺﾞｷﾌﾞﾘ     ○   
25 ｺﾞｷﾌﾞﾘ ﾁｬﾊﾞﾈｺﾞｷﾌﾞﾘ ﾓﾘﾁｬﾊﾞﾈｺﾞｷﾌﾞﾘ ○ ○ ○   
26 ｶﾏｷﾘ ｶﾏｷﾘ ｵｵｶﾏｷﾘ ○       
27 ｶﾏｷﾘ ｶﾏｷﾘ ｺｶﾏｷﾘ   ○     
28 ｼﾛｱﾘ ﾐｿﾞｶﾞｼﾗｼﾛｱﾘ ﾔﾏﾄｼﾛｱﾘ     ○   
29 ﾊﾞｯﾀ ﾊﾞｯﾀ ﾄﾉｻﾏﾊﾞｯﾀ   ○     
30 ﾊﾞｯﾀ ﾊﾞｯﾀ ｺﾊﾞﾈｲﾅｺﾞ   ○     
31 ﾊﾞｯﾀ ﾊﾞｯﾀ ﾊﾈﾅｶﾞｲﾅｺﾞ   ○     
32 ﾊﾞｯﾀ ﾊﾞｯﾀ ﾂﾁｲﾅｺﾞ ○   ○   
33 ﾊﾞｯﾀ ﾊﾞｯﾀ ｵﾝﾌﾞﾊﾞｯﾀ ○ ○     
34 ﾊﾞｯﾀ ﾊﾞｯﾀ ｼｮｳﾘｮｳﾊﾞｯﾀ   ○     
35 ﾊﾞｯﾀ ﾊﾞｯﾀ ﾂﾏｸﾞﾛｲﾅｺﾞ   ○     
36 ﾊﾞｯﾀ ﾊﾞｯﾀ ｲﾎﾞﾊﾞｯﾀ   ○     
37 ﾊﾞｯﾀ ﾋｼﾊﾞｯﾀ ﾋｼﾊﾞｯﾀ ○ ○     
38 ﾊﾞｯﾀ ﾋｼﾊﾞｯﾀ ﾊﾈﾅｶﾞﾋｼﾊﾞｯﾀ ○       
39 ﾊﾞｯﾀ ﾋｼﾊﾞｯﾀ ﾄｹﾞﾋｼﾊﾞｯﾀ ○       
40 ﾊﾞｯﾀ ｷﾘｷﾞﾘｽ ﾂﾕﾑｼ ○       
41 ﾊﾞｯﾀ ｷﾘｷﾞﾘｽ ｵﾅｶﾞｻｻｷﾘ ○       
42 ﾊﾞｯﾀ ｷﾘｷﾞﾘｽ ｸｻｷﾘ   ○     
43 ﾊﾞｯﾀ ｷﾘｷﾞﾘｽ ｸﾋﾞｷﾘｷﾞｽ   ○     
44 ﾊﾞｯﾀ ｷﾘｷﾞﾘｽ ｻﾄｸﾏﾀﾞｷﾓﾄﾞｷ   ○     
45 ﾊﾞｯﾀ ｷﾘｷﾞﾘｽ ｷﾘｷﾞﾘｽ   ○     
46 ﾊﾞｯﾀ ｷﾘｷﾞﾘｽ ｸﾂﾜﾑｼ     ○   
47 ﾊﾞｯﾀ ｷﾘｷﾞﾘｽ ﾋﾒｷﾞｽ ○ ○     
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調査時季 
№ 目 名 科 名 種 名 

春季 夏季 秋季 冬季 
48 ﾊﾞｯﾀ ｸｻﾋﾊﾞﾘ ｸﾛﾋﾊﾞﾘﾓﾄﾞｷ ○       
49 ﾊﾞｯﾀ ﾏﾂﾑｼ ﾏﾂﾑｼﾓﾄﾞｷ   ○     
50 ﾊﾞｯﾀ ﾏﾂﾑｼ ﾏﾂﾑｼ     ○   
51 ﾊﾞｯﾀ ﾏﾂﾑｼ ｱｵﾏﾂﾑｼ   ○     
52 ﾊﾞｯﾀ ﾏﾂﾑｼ ｶﾔｺｵﾛｷﾞ   ○     
53 ﾊﾞｯﾀ ｽｽﾞﾑｼ ｽｽﾞﾑｼ     ○   
54 ﾊﾞｯﾀ ｺｵﾛｷﾞ ｴﾝﾏｺｵﾛｷﾞ   ○ ○   
55 ﾊﾞｯﾀ ｺｵﾛｷﾞ ﾂﾂﾞﾚｻｾｺｵﾛｷﾞ     ○   
56 ﾊﾞｯﾀ ｺｵﾛｷﾞ ﾓﾘｵｶﾒｺｵﾛｷﾞ     ○   
57 ﾊﾞｯﾀ ｺｵﾛｷﾞ ﾐﾂｶﾄﾞｺｵﾛｷﾞ     ○   
58 ﾊﾞｯﾀ ｶﾝﾀﾝ ｶﾝﾀﾝ     ○   
59 ﾊﾞｯﾀ ｶﾈﾀﾀｷ ｶﾈﾀﾀｷ ○ ○     
60 ﾊﾞｯﾀ ｺﾛｷﾞｽ ﾊﾈﾅｼｺﾛｷﾞｽ ○       
61 ﾊﾞｯﾀ ｶﾏﾄﾞｳﾏ ｶﾏﾄﾞｳﾏ ○       
62 ﾊﾞｯﾀ ｶﾏﾄﾞｳﾏ ｶﾏﾄﾞｳﾏ属の一種   ○     
63 ﾅﾅﾌｼ ﾅﾅﾌｼ ﾄｹﾞﾅﾅﾌｼ     ○   
64 ﾅﾅﾌｼ ﾅﾅﾌｼ ﾅﾅﾌｼ科の一種 ○       
65 ﾁｬﾀﾃﾑｼ ﾁｬﾀﾃ ｽｼﾞﾁｬﾀﾃ   ○     
66 ｶﾒﾑｼ ｷｼﾞﾗﾐ ﾋﾗｽﾞｷｼﾞﾗﾐ ○       
67 ｶﾒﾑｼ ｶｽﾐｶﾒﾑｼ ｸﾛﾋｮｳﾀﾝｶｽﾐｶﾒ   ○     
68 ｶﾒﾑｼ ｶｽﾐｶﾒﾑｼ ｵｵｸﾛﾄﾋﾞｶｽﾐｶﾒ   ○     
69 ｶﾒﾑｼ ｶｽﾐｶﾒﾑｼ ｵｵｸﾛｾﾀﾞｶｶｽﾐｶﾒ     ○   
70 ｶﾒﾑｼ ｶｽﾐｶﾒﾑｼ ｽﾞｱｶｼﾀﾞｶｽﾐｶﾒ ○ ○     
71 ｶﾒﾑｼ ﾊﾅｶﾒﾑｼ ﾔｻﾊﾅｶﾒﾑｼ   ○     
72 ｶﾒﾑｼ ﾊﾅｶﾒﾑｼ ﾅﾐﾋﾒﾊﾅｶﾒﾑｼ ○       
73 ｶﾒﾑｼ ﾊﾅｶﾒﾑｼ ﾂﾔﾋﾒﾊﾅｶﾒﾑｼ   ○     
74 ｶﾒﾑｼ ﾏﾙｶﾒﾑｼ ﾏﾙｶﾒﾑｼ   ○ ○   
75 ｶﾒﾑｼ ｶﾒﾑｼ ﾊﾅﾀﾞｶｶﾒﾑｼ ○       
76 ｶﾒﾑｼ ｶﾒﾑｼ ｼﾗﾎｼｶﾒﾑｼ ○ ○     
77 ｶﾒﾑｼ ｶﾒﾑｼ ﾄｹﾞｼﾗﾎｼｶﾒﾑｼ     ○   
78 ｶﾒﾑｼ ｶﾒﾑｼ ﾏﾙｼﾗﾎｼｶﾒﾑｼ ○ ○     
79 ｶﾒﾑｼ ｶﾒﾑｼ ｲﾈｸﾛｶﾒﾑｼ ○   ○   
80 ｶﾒﾑｼ ｶﾒﾑｼ ｼﾛﾍﾘｶﾒﾑｼ ○       
81 ｶﾒﾑｼ ｶﾒﾑｼ ｸｻｷﾞｶﾒﾑｼ   ○ ○   
82 ｶﾒﾑｼ ｶﾒﾑｼ ｱｵｸｻｶﾒﾑｼ     ○   
83 ｶﾒﾑｼ ｶﾒﾑｼ ﾁｬﾊﾞﾈｱｵｶﾒﾑｼ ○ ○     
84 ｶﾒﾑｼ ﾂﾉｶﾒﾑｼ ｴｻｷﾓﾝｷﾂﾉｶﾒﾑｼ ○       
85 ｶﾒﾑｼ ｴﾋﾞｲﾛｶﾒﾑｼ ｴﾋﾞｲﾛｶﾒﾑｼ   ○     
86 ｶﾒﾑｼ ﾋﾒﾍﾘｶﾒﾑｼ ﾌﾞﾁﾋｹﾞﾍﾘｶﾒﾑｼ ○ ○     
87 ｶﾒﾑｼ ﾋﾒﾍﾘｶﾒﾑｼ ｹﾌﾞｶﾋﾒﾍﾘｶﾒﾑｼ ○       
88 ｶﾒﾑｼ ﾍﾘｶﾒﾑｼ ﾊﾗﾋﾞﾛﾍﾘｶﾒﾑｼ ○ ○     
89 ｶﾒﾑｼ ﾍﾘｶﾒﾑｼ ﾎｼﾊﾗﾋﾞﾛﾍﾘｶﾒﾑｼ ○ ○     
90 ｶﾒﾑｼ ﾍﾘｶﾒﾑｼ ﾂﾏｷﾍﾘｶﾒﾑｼ ○       
91 ｶﾒﾑｼ ﾍﾘｶﾒﾑｼ ﾎｿﾊﾘｶﾒﾑｼ ○       
92 ｶﾒﾑｼ ﾍﾘｶﾒﾑｼ ﾎｿﾍﾘｶﾒﾑｼ ○       
93 ｶﾒﾑｼ ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ｵｵﾒｶﾒﾑｼ ○ ○     
94 ｶﾒﾑｼ ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ﾋﾒｵｵﾒｶﾒﾑｼ   ○     
95 ｶﾒﾑｼ ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ﾋﾒﾅｶﾞｶﾒﾑｼ科の一種 ○ ○     
96 ｶﾒﾑｼ ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ﾎｿﾒﾀﾞｶﾅｶﾞｶﾒﾑｼ   ○     
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97 ｶﾒﾑｼ ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ﾁｬｲﾛﾅｶﾞｶﾒﾑｼ   ○     
98 ｶﾒﾑｼ ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ○ ○     
99 ｶﾒﾑｼ ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ｸﾛｽｼﾞﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ○       
100 ｶﾒﾑｼ ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ﾋﾒﾂﾔﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ○       
101 ｶﾒﾑｼ ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ｵｵﾓﾝｼﾛﾅｶﾞｶﾒﾑｼ     ○   
102 ｶﾒﾑｼ ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ﾖﾂﾎﾞｼﾋｮｳﾀﾝﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ○       
103 ｶﾒﾑｼ ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ｺﾊﾞﾈﾋｮｳﾀﾝﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ○ ○     
104 ｶﾒﾑｼ ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ｲﾁｺﾞｼﾋﾞﾅｶﾞｶﾒﾑｼ   ○ ○   
105 ｶﾒﾑｼ ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ｺﾊﾞﾈﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ○       
106 ｶﾒﾑｼ ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ﾎｿｺﾊﾞﾈﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ○   ○   
107 ｶﾒﾑｼ ﾒﾀﾞｶﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ﾒﾀﾞｶﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ○   ○   
108 ｶﾒﾑｼ ﾎｼｶﾒﾑｼ ｵｵﾎｼｶﾒﾑｼ ○       
109 ｶﾒﾑｼ ｸﾞﾝﾊﾞｲﾑｼ ﾄｻｶｸﾞﾝﾊﾞｲ   ○     
110 ｶﾒﾑｼ ｸﾞﾝﾊﾞｲﾑｼ ｷｸｸﾞﾝﾊﾞｲ   ○     
111 ｶﾒﾑｼ ｻｼｶﾞﾒ ｵｵﾄﾋﾞｻｼｶﾞﾒ     ○   
112 ｶﾒﾑｼ ｻｼｶﾞﾒ ｼﾏｻｼｶﾞﾒ ○       
113 ｶﾒﾑｼ ﾏｷﾊﾞｻｼｶﾞﾒ ﾊﾈﾅｶﾞﾏｷﾊﾞｻｼｶﾞﾒ     ○   
114 ｶﾒﾑｼ ｱﾒﾝﾎﾞ ｱﾒﾝﾎﾞ ○       
115 ｶﾒﾑｼ ｱﾒﾝﾎﾞ ﾋﾒｱﾒﾝﾎﾞ ○       
116 ｶﾒﾑｼ ｾﾐ ﾊﾙｾﾞﾐ ○       
117 ｶﾒﾑｼ ｾﾐ ﾋｸﾞﾗｼ   ○     
118 ｶﾒﾑｼ ｾﾐ ｱﾌﾞﾗｾﾞﾐ   ○     
119 ｶﾒﾑｼ ｾﾐ ｸﾏｾﾞﾐ   ○     
120 ｶﾒﾑｼ ｾﾐ ﾂｸﾂｸﾎﾞｳｼ   ○     
121 ｶﾒﾑｼ ｾﾐ ﾆｲﾆｲｾﾞﾐ   ○ ○   
122 ｶﾒﾑｼ ﾂﾉｾﾞﾐ ﾄﾋﾞｲﾛﾂﾉｾﾞﾐ ○       
123 ｶﾒﾑｼ ｱﾜﾌｷﾑｼ ﾎｼｱﾜﾌｷ     ○   
124 ｶﾒﾑｼ ｱﾜﾌｷﾑｼ ﾋﾒﾓﾝｷｱﾜﾌｷ ○   ○   
125 ｶﾒﾑｼ ｱﾜﾌｷﾑｼ ﾊﾏﾍﾞｱﾜﾌｷ   ○     
126 ｶﾒﾑｼ ｱﾜﾌｷﾑｼ ｵｶﾀﾞｱﾜﾌｷ   ○     
127 ｶﾒﾑｼ ﾄｹﾞｱﾜﾌｷﾑｼ ﾑﾈｱｶｱﾜﾌｷ ○       
128 ｶﾒﾑｼ ﾐﾐｽﾞｸ ﾐﾐｽﾞｸ   ○     
129 ｶﾒﾑｼ ﾌｸﾛｸﾖｺﾊﾞｲ ｻｼﾞﾖｺﾊﾞｲ   ○     
130 ｶﾒﾑｼ ﾖｺﾊﾞｲ ﾋｼﾓﾝﾖｺﾊﾞｲ     ○   
131 ｶﾒﾑｼ ﾖｺﾊﾞｲ ﾌﾀﾃﾝﾖｺﾊﾞｲ   ○     
132 ｶﾒﾑｼ ﾖｺﾊﾞｲ ﾄﾊﾞﾖｺﾊﾞｲ ○       
133 ｶﾒﾑｼ ｵｵﾖｺﾊﾞｲ ﾂﾏｸﾞﾛｵｵﾖｺﾊﾞｲ ○ ○ ○   
134 ｶﾒﾑｼ ｵｵﾖｺﾊﾞｲ ﾏｴｼﾞﾛｵｵﾖｺﾊﾞｲ ○ ○ ○   
135 ｶﾒﾑｼ ｸﾛﾋﾗﾀﾖｺﾊﾞｲ ｸﾛﾋﾗﾀﾖｺﾊﾞｲ ○ ○     
136 ｶﾒﾑｼ ﾌﾄﾖｺﾊﾞｲ ｸﾜｷﾖｺﾊﾞｲ属の一種 ○       
137 ｶﾒﾑｼ ﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ ﾖﾂﾓﾝﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ ○ ○   ○ 
138 ｶﾒﾑｼ ﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ ｵﾋﾞﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ   ○     
139 ｶﾒﾑｼ ﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ ﾔﾏｼﾛﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ     ○   
140 ｶﾒﾑｼ ﾊｺﾞﾛﾓ ｱﾐｶﾞｻﾊｺﾞﾛﾓ   ○     
141 ｶﾒﾑｼ ﾊｺﾞﾛﾓ ﾍﾞｯｺｳﾊｺﾞﾛﾓ   ○     
142 ｶﾒﾑｼ ﾊｺﾞﾛﾓ ﾋﾄﾂﾒﾊｺﾞﾛﾓ     ○   
143 ｶﾒﾑｼ ｱｵﾊﾞﾊｺﾞﾛﾓ ｱｵﾊﾞﾊｺﾞﾛﾓ ○ ○     
144 ｶﾒﾑｼ ｱｵﾊﾞﾊｺﾞﾛﾓ ﾄﾋﾞｲﾛﾊｺﾞﾛﾓ   ○     
145 ｶﾒﾑｼ ﾋｼｳﾝｶ ﾊｽｵﾋﾞﾋｼｳﾝｶ ○       
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146 ｶﾒﾑｼ ﾋｼｳﾝｶ ﾋｼｳﾝｶの一種 ○       
147 ｶﾒﾑｼ ｸﾞﾝﾊﾞｲｳﾝｶ ﾀﾃｽｼﾞｳﾝｶ   ○     
148 ｶﾒﾑｼ ｸﾞﾝﾊﾞｲｳﾝｶ ﾋﾗﾀｸﾞﾝﾊﾞｲｳﾝｶ   ○     
149 ｶﾒﾑｼ ｳﾝｶ ｺﾌﾞｳﾝｶ ○ ○     
150 ｶﾒﾑｼ ｼﾏｳﾝｶ ｼﾏｳﾝｶ   ○     
151 ｶﾒﾑｼ ｱﾌﾞﾗﾑｼ ｸﾘｵｵｱﾌﾞﾗﾑｼ ○       
152 ｱﾐﾒｶｹﾞﾛｳ ﾂﾉﾄﾝﾎﾞ ﾂﾉﾄﾝﾎﾞ   ○     
153 ｱﾐﾒｶｹﾞﾛｳ ﾗｸﾀﾞﾑｼ ﾗｸﾀﾞﾑｼ ○       
154 ｱﾐﾒｶｹﾞﾛｳ ﾋﾛﾊﾞｶｹﾞﾛｳ ﾔﾏﾄﾋﾛﾊﾞｶｹﾞﾛｳ   ○     
155 ｱﾐﾒｶｹﾞﾛｳ ﾋﾒｶｹﾞﾛｳ ﾐﾔﾏﾋﾒｶｹﾞﾛｳ ○       
156 ｱﾐﾒｶｹﾞﾛｳ ｸｻｶｹﾞﾛｳ ﾖﾂﾎﾞｼｱｶﾏﾀﾞﾗｸｻｶｹﾞﾛｳ ○       
157 ｱﾐﾒｶｹﾞﾛｳ ｸｻｶｹﾞﾛｳ ｸﾛﾋｹﾞﾌﾀﾓﾝｸｻｶｹﾞﾛｳ   ○     
158 ｱﾐﾒｶｹﾞﾛｳ ｸｻｶｹﾞﾛｳ ｱﾐﾒｶｹﾞﾛｳ   ○ ○   
159 ｺｳﾁｭｳ ﾋｹﾞﾌﾞﾄｵｻﾑｼ ｴｸﾞﾘｺﾞﾐﾑｼ   ○、◇     
160 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾝﾐｮｳ ﾆﾜﾊﾝﾐｮｳ   ○     
161 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ﾔｺﾝｵｻﾑｼ ○       
162 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ﾋﾒﾋｮｳﾀﾝｺﾞﾐﾑｼ   ○     
163 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ｸﾛﾁﾋﾞｶﾜｺﾞﾐﾑｼ       ○ 
164 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ｳｽｵﾋﾞｺﾐｽﾞｷﾞﾜｺﾞﾐﾑｼ   ○     
165 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ｳｽﾓﾝｺﾐｽﾞｷﾞﾜｺﾞﾐﾑｼ   ○     
166 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ﾖﾂﾓﾝｺﾐｽﾞｷﾞﾜｺﾞﾐﾑｼ   ○、△     
167 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ｵｵｺﾞﾐﾑｼ   ○     
168 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ｺｶﾞｼﾗﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ ○       
169 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ属の一種       ◇ 
170 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ｱｵｸﾞﾛﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ ○       
171 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ﾊﾗｱｶﾓﾘﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ   ○     
172 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ｵｵｸﾛﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ ○       
173 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ﾐﾂﾏﾀﾏﾙｶﾞﾀｺﾞﾐﾑｼ ○       
174 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ｷｲﾛﾁﾋﾞｺﾞﾓｸﾑｼ   ○     
175 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ﾐﾄﾞﾘﾏﾒｺﾞﾓｸﾑｼ   ○     
176 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ｱﾄﾎﾞｼｱｵｺﾞﾐﾑｼ ○ ○、◇     
177 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ｵｵｷﾍﾞﾘｱｵｺﾞﾐﾑｼ   ○     
178 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ｷﾎﾞｼｱｵｺﾞﾐﾑｼ ○       
179 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ｵｵﾄｯｸﾘｺﾞﾐﾑｼ   ○     
180 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ﾌﾀﾎｼｱﾄｷﾘｺﾞﾐﾑｼ ○ ○     
181 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ｷｶﾞｼﾗｱｵｱﾄｷﾘｺﾞﾐﾑｼ     ○   
182 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ﾔﾎｼｺﾞﾐﾑｼ     ○   
183 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ﾎｼﾊﾈﾋﾞﾛｱﾄｷﾘｺﾞﾐﾑｼ   ○     
184 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ﾐｽﾞｷﾞﾜｱﾄｷﾘｺﾞﾐﾑｼ   ○     
185 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ｸﾋﾞﾎﾞｿｺﾞﾐﾑｼ   ○     
186 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ｵｵﾎｿｸﾋﾞｺﾞﾐﾑｼ   ◇     
187 ｺｳﾁｭｳ ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ ﾁﾋﾞｹﾞﾝｺﾞﾛｳ   ○     
188 ｺｳﾁｭｳ ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ ﾎｿｾｽｼﾞｹﾞﾝｺﾞﾛｳ   ○、△     
189 ｺｳﾁｭｳ ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ ﾋﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ     ○   
190 ｺｳﾁｭｳ ｶﾞﾑｼ ｱｶｹｼｶﾞﾑｼ   ○、◇     
191 ｺｳﾁｭｳ ｶﾞﾑｼ ｷｲﾛﾋﾗﾀｶﾞﾑｼ ○       
192 ｺｳﾁｭｳ ｶﾞﾑｼ ﾁﾋﾞﾋﾗﾀｶﾞﾑｼ   ○     
193 ｺｳﾁｭｳ ｴﾝﾏﾑｼ ｺｴﾝﾏﾑｼ   ○     
194 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾈｶｸｼ ｾｽｼﾞﾊﾈｶｸｼ亜科の一種   △ △   
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195 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾈｶｸｼ ｸﾛｽﾞﾄｶﾞﾘﾊﾈｶｸｼ   △     
196 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾈｶｸｼ ﾍﾘｱｶﾊﾞｺｶﾞｼﾗﾊﾈｶｸｼ   ○、◇     
197 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾈｶｸｼ ﾑﾈﾋﾞﾛﾊﾈｶｸｼ   ◇     
198 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾈｶｸｼ ﾊﾈｶｸｼ科の一種       △ 
199 ｺｳﾁｭｳ ｱﾘﾂﾞｶﾑｼ ｺﾔﾏﾄﾋｹﾞﾌﾞﾄｱﾘﾂﾞｶﾑｼ   ◇     
200 ｺｳﾁｭｳ ｺｶﾞﾈﾑｼ ｾﾝﾁｺｶﾞﾈ   ◇     
201 ｺｳﾁｭｳ ｺｶﾞﾈﾑｼ ﾌﾄｶﾄﾞｴﾝﾏｺｶﾞﾈ   ◇     
202 ｺｳﾁｭｳ ｺｶﾞﾈﾑｼ ｺﾌﾞﾏﾙｴﾝﾏｺｶﾞﾈ   ◇     
203 ｺｳﾁｭｳ ｺｶﾞﾈﾑｼ ﾂﾔｴﾝﾏｺｶﾞﾈ   ◇     
204 ｺｳﾁｭｳ ｺｶﾞﾈﾑｼ ｸﾛｺｶﾞﾈ ○       
205 ｺｳﾁｭｳ ｺｶﾞﾈﾑｼ ﾋﾞﾛｳﾄﾞｺｶﾞﾈ   ◇     
206 ｺｳﾁｭｳ ｺｶﾞﾈﾑｼ ｺｲﾁｬｺｶﾞﾈ ○ ○     
207 ｺｳﾁｭｳ ｺｶﾞﾈﾑｼ ﾏﾒｺｶﾞﾈ   ○     
208 ｺｳﾁｭｳ ｺｶﾞﾈﾑｼ ｱｵﾄﾞｳｶﾞﾈ   ○     
209 ｺｳﾁｭｳ ｺｶﾞﾈﾑｼ ﾋﾒｺｶﾞﾈ   △     
210 ｺｳﾁｭｳ ｺｶﾞﾈﾑｼ ﾋﾗﾀﾊﾅﾑｸﾞﾘ ○     ○ 
211 ｺｳﾁｭｳ ｺｶﾞﾈﾑｼ ﾋﾒﾄﾗﾊﾅﾑｸﾞﾘ ○       
212 ｺｳﾁｭｳ ｺｶﾞﾈﾑｼ ｶﾅﾌﾞﾝ   ○     
213 ｺｳﾁｭｳ ｺｶﾞﾈﾑｼ ｼﾛﾃﾝﾊﾅﾑｸﾞﾘ ○ ○     
214 ｺｳﾁｭｳ ｺｶﾞﾈﾑｼ ｶﾌﾞﾄﾑｼ   ○ ○   
215 ｺｳﾁｭｳ ｺｶﾞﾈﾑｼ ｺｱｵﾊﾅﾑｸﾞﾘ ○ ○     
216 ｺｳﾁｭｳ ｺｶﾞﾈﾑｼ ｸﾛﾊﾅﾑｸﾞﾘ ○       
217 ｺｳﾁｭｳ ﾏﾙﾊﾅﾉﾐ ﾁﾋﾞﾏﾙﾊﾅﾉﾐ属の一種 ○       
218 ｺｳﾁｭｳ ﾏﾙﾄｹﾞﾑｼ ｼﾗﾌﾁﾋﾞﾏﾙﾄｹﾞﾑｼ ○       
219 ｺｳﾁｭｳ ﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ ﾂﾔﾄﾞﾛﾑｼ     △   
220 ｺｳﾁｭｳ ﾀﾏﾑｼ ｳﾊﾞﾀﾏﾑｼ     ○   
221 ｺｳﾁｭｳ ﾀﾏﾑｼ ｸﾘﾀﾏﾑｼ   ○     
222 ｺｳﾁｭｳ ﾀﾏﾑｼ ﾀﾞﾝﾀﾞﾗﾁﾋﾞﾀﾏﾑｼ ○       
223 ｺｳﾁｭｳ ﾋｹﾞﾌﾞﾄｺﾒﾂｷ ﾅｶﾞﾋｹﾞﾌﾞﾄｺﾒﾂｷ   ◇ ○   
224 ｺｳﾁｭｳ ｺﾒﾂｷﾑｼ ｻﾋﾞｷｺﾘ ○       
225 ｺｳﾁｭｳ ｺﾒﾂｷﾑｼ ﾎｿｻﾋﾞｷｺﾘ ○       
226 ｺｳﾁｭｳ ｺﾒﾂｷﾑｼ ｳﾊﾞﾀﾏｺﾒﾂｷ     ○ ○ 
227 ｺｳﾁｭｳ ｺﾒﾂｷﾑｼ ｼﾓﾌﾘｺﾒﾂｷ ○       
228 ｺｳﾁｭｳ ｺﾒﾂｷﾑｼ ｱｶﾊﾗｸﾛｺﾒﾂｷ ○       
229 ｺｳﾁｭｳ ｺﾒﾂｷﾑｼ ｸｼｺﾒﾂｷ △       
230 ｺｳﾁｭｳ ｺﾒﾂｷﾑｼ ｷﾊﾞﾈﾎｿｺﾒﾂｷ ○       
231 ｺｳﾁｭｳ ｺﾒﾂｷﾑｼ ｸﾛﾂﾔｸｼｺﾒﾂｷ ○       
232 ｺｳﾁｭｳ ｺﾒﾂｷﾑｼ ｺｶﾞﾀｸｼｺﾒﾂｷ ○       
233 ｺｳﾁｭｳ ｺﾒﾂｷﾑｼ ﾍﾘﾑﾈﾏﾒｺﾒﾂｷ ○       
234 ｺｳﾁｭｳ ｼﾞｮｳｶｲﾎﾞﾝ ｾﾎﾞｼｼﾞｮｳｶｲ ○       
235 ｺｳﾁｭｳ ｼﾞｮｳｶｲﾎﾞﾝ ｼﾞｮｳｶｲﾎﾞﾝ ○       
236 ｺｳﾁｭｳ ｼﾞｮｳｶｲﾎﾞﾝ ﾏﾙﾑﾈｼﾞｮｳｶｲ ○       
237 ｺｳﾁｭｳ ﾎﾀﾙ ｵﾊﾞﾎﾞﾀﾙ ○       
238 ｺｳﾁｭｳ ﾎﾀﾙ ﾎﾀﾙ科の一種       ◇ 
239 ｺｳﾁｭｳ ｶﾂｵﾌﾞｼﾑｼ ｶﾏｷﾘﾀﾏｺﾞｶﾂｵﾌﾞｼﾑｼ ○       
240 ｺｳﾁｭｳ ｺｸﾇｽﾄ ｵｵｺｸﾇｽﾄ       ○ 
241 ｺｳﾁｭｳ ｼﾞｮｳｶｲﾓﾄﾞｷ ｸﾛｱｵｹｼｼﾞｮｳｶｲﾓﾄﾞｷ ○       
242 ｺｳﾁｭｳ ｼﾞｮｳｶｲﾓﾄﾞｷ ﾋﾛｵﾋﾞｼﾞｮｳｶｲﾓﾄﾞｷ   ○     
243 ｺｳﾁｭｳ ｼﾞｮｳｶｲﾓﾄﾞｷ ｷｱｼｵﾋﾞｼﾞｮｳｶｲﾓﾄﾞｷ   ○     
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244 ｺｳﾁｭｳ ｼﾞｮｳｶｲﾓﾄﾞｷ ﾂﾏｷｱｵｼﾞｮｳｶｲﾓﾄﾞｷ ○       
245 ｺｳﾁｭｳ ｹｼｷｽｲ ｸﾘｲﾛﾃﾞｵｷｽｲ   ○、◇     
246 ｺｳﾁｭｳ ｹｼｷｽｲ ﾏﾙｷﾏﾀﾞﾗｹｼｷｽｲ   ◇     
247 ｺｳﾁｭｳ ｹｼｷｽｲ ﾆｾｱｶﾏﾀﾞﾗｹｼｷｽｲ   ◇     
248 ｺｳﾁｭｳ ｹｼｷｽｲ ﾖﾂﾎﾞｼｹｼｷｽｲ   ○     
249 ｺｳﾁｭｳ ｷｽｲﾑｼ ｸﾛﾓﾝｷｽｲ       ◇ 
250 ｺｳﾁｭｳ ｷｽｲﾑｼ ｳｽｲﾛｷｽｲ ○       
251 ｺｳﾁｭｳ ｷｽｲﾑｼ ﾅｶﾞﾏﾙｷｽｲ   △     
252 ｺｳﾁｭｳ ｷｽｲﾑｼ ﾏﾙｶﾞﾀｷｽｲ   △     
253 ｺｳﾁｭｳ ﾃﾝﾄｳﾑｼﾀﾞﾏｼ ﾖﾂﾎﾞｼﾃﾝﾄｳﾀﾞﾏｼ   ○     
254 ｺｳﾁｭｳ ﾃﾝﾄｳﾑｼ ﾊﾚﾔﾋﾒﾃﾝﾄｳ ○       
255 ｺｳﾁｭｳ ﾃﾝﾄｳﾑｼ ｸﾛﾍﾘﾋﾒﾃﾝﾄｳ   ○     
256 ｺｳﾁｭｳ ﾃﾝﾄｳﾑｼ ﾌﾀﾎｼﾃﾝﾄｳ   ○     
257 ｺｳﾁｭｳ ﾃﾝﾄｳﾑｼ ﾌﾀﾓﾝｸﾛﾃﾝﾄｳ   ○     
258 ｺｳﾁｭｳ ﾃﾝﾄｳﾑｼ ﾖﾂﾎﾞｼﾃﾝﾄｳ ○   ○   
259 ｺｳﾁｭｳ ﾃﾝﾄｳﾑｼ ﾋﾒｱｶﾎｼﾃﾝﾄｳ   ○     
260 ｺｳﾁｭｳ ﾃﾝﾄｳﾑｼ ﾍﾞﾆﾍﾘﾃﾝﾄｳ   ○     
261 ｺｳﾁｭｳ ﾃﾝﾄｳﾑｼ ﾅﾅﾎｼﾃﾝﾄｳ ○       
262 ｺｳﾁｭｳ ﾃﾝﾄｳﾑｼ ﾋﾒｶﾒﾉｺﾃﾝﾄｳ ○ ○     
263 ｺｳﾁｭｳ ﾃﾝﾄｳﾑｼ ﾐｽｼﾞｷｲﾛﾃﾝﾄｳ   ○     
264 ｺｳﾁｭｳ ﾋﾒﾊﾅﾑｼ ﾄﾋﾞｲﾛﾋﾒﾊﾅﾑｼ   ○     
265 ｺｳﾁｭｳ ﾋﾒﾏｷﾑｼ ﾋﾒﾏｷﾑｼ ○       
266 ｺｳﾁｭｳ ﾋﾒﾏｷﾑｼ ｳｽﾁｬｹｼﾏｷﾑｼ ○       
267 ｺｳﾁｭｳ ﾎｿｶﾀﾑｼ ﾋｻｺﾞﾎｿｶﾀﾑｼ   ○ ○   
268 ｺｳﾁｭｳ ﾎｿｶﾀﾑｼ ﾂﾔﾅｶﾞﾋﾗﾀﾎｿｶﾀﾑｼ       ○ 
269 ｺｳﾁｭｳ ｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ ﾖﾂｺﾌﾞｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ     ○   
270 ｺｳﾁｭｳ ｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ ｴｸﾞﾘｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ   ○     
271 ｺｳﾁｭｳ ｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ ﾙﾘｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ       ○ 
272 ｺｳﾁｭｳ ｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ ｺﾂﾔﾎｿｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ       ○ 
273 ｺｳﾁｭｳ ｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ ﾕﾐｱｼｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ     ○   
274 ｺｳﾁｭｳ ｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ ﾆｼﾞｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ   ○     
275 ｺｳﾁｭｳ ｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ ｷﾏﾜﾘ   ○     
276 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾑｼﾀﾞﾏｼ ﾋｹﾞﾌﾞﾄﾊﾑｼﾀﾞﾏｼ ○       
277 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾑｼﾀﾞﾏｼ ﾊﾑｼﾀﾞﾏｼ   ○     
278 ｺｳﾁｭｳ ｸﾁｷﾑｼ ｵｵｸﾁｷﾑｼ     ○ ○ 
279 ｺｳﾁｭｳ ｸﾁｷﾑｼ ｳｽｲﾛｸﾁｷﾑｼ ○       
280 ｺｳﾁｭｳ ﾅｶﾞｸﾁｷﾑｼ ｸﾛﾎﾞｿﾅｶﾞｸﾁｷﾑｼ △       
281 ｺｳﾁｭｳ ﾅｶﾞｸﾁｷﾑｼ ﾌﾀﾓﾝﾋﾒﾅｶﾞｸﾁｷﾑｼ ○       
282 ｺｳﾁｭｳ ｶﾐｷﾘﾓﾄﾞｷ ﾓﾓﾌﾞﾄｶﾐｷﾘﾓﾄﾞｷ ○       
283 ｺｳﾁｭｳ ｱﾘﾓﾄﾞｷ ﾎｿｸﾋﾞｱﾘﾓﾄﾞｷ ○ ○     
284 ｺｳﾁｭｳ ｱﾘﾓﾄﾞｷ ｱｶﾎｿｱﾘﾓﾄﾞｷ ○       
285 ｺｳﾁｭｳ ﾆｾｸﾋﾞﾎﾞｿﾑｼ ﾏﾀﾞﾗﾆｾｸﾋﾞﾎﾞｿﾑｼ   ○、◇     
286 ｺｳﾁｭｳ ﾆｾｸﾋﾞﾎﾞｿﾑｼ ﾔﾏﾄﾆｾｸﾋﾞﾎﾞｿﾑｼ   ○     
287 ｺｳﾁｭｳ ｶﾐｷﾘﾑｼ ｱｶﾊﾅｶﾐｷﾘ ○       
288 ｺｳﾁｭｳ ｶﾐｷﾘﾑｼ ﾐﾄﾞﾘｶﾐｷﾘ ○       
289 ｺｳﾁｭｳ ｶﾐｷﾘﾑｼ ｴｸﾞﾘﾄﾗｶﾐｷﾘ ○       
290 ｺｳﾁｭｳ ｶﾐｷﾘﾑｼ ﾍﾞﾆｶﾐｷﾘ ○       
291 ｺｳﾁｭｳ ｶﾐｷﾘﾑｼ ﾅｶﾞｺﾞﾏﾌｶﾐｷﾘ   ○     
292 ｺｳﾁｭｳ ｶﾐｷﾘﾑｼ ｷｸｽｲﾓﾄﾞｷｶﾐｷﾘ ○       
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293 ｺｳﾁｭｳ ｶﾐｷﾘﾑｼ ﾋﾒﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾐｷﾘ ○       
294 ｺｳﾁｭｳ ｶﾐｷﾘﾑｼ ﾋﾄｵﾋﾞｱﾗｹﾞｶﾐｷﾘ ○       
295 ｺｳﾁｭｳ ｶﾐｷﾘﾑｼ ｸﾓｶﾞﾀｹｼｶﾐｷﾘ   ○     
296 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾑｼ ﾊﾞﾗﾙﾘﾂﾂﾊﾑｼ ○       
297 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾑｼ ｸﾛﾎﾞｼﾂﾂﾊﾑｼ ○       
298 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾑｼ ﾑｼｸｿﾊﾑｼ ○ ○ ○   
299 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾑｼ ﾄﾞｳｶﾞﾈﾂﾔﾊﾑｼ ○       
300 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾑｼ ｳｽｲﾛｻﾙﾊﾑｼ   ○     
301 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾑｼ ｱｵﾊﾞﾈｻﾙﾊﾑｼ   ○     
302 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾑｼ ﾋﾒｷﾊﾞﾈｻﾙﾊﾑｼ   ○     
303 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾑｼ ﾄﾞｳｶﾞﾈｻﾙﾊﾑｼ   ○     
304 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾑｼ ﾏﾀﾞﾗｱﾗｹﾞｻﾙﾊﾑｼ ○ ○ ○   
305 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾑｼ ｶｻﾊﾗﾊﾑｼ   ○     
306 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾑｼ ﾁﾋﾞｶｻﾊﾗﾊﾑｼ     ○   
307 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾑｼ ﾖﾓｷﾞﾊﾑｼ ○       
308 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾑｼ ｼﾞｭﾝｻｲﾊﾑｼ   ○     
309 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾑｼ ｻﾝｺﾞｼﾞｭﾊﾑｼ   ○     
310 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾑｼ ﾌﾞﾀｸｻﾊﾑｼ   ○ ○   
311 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾑｼ ｳﾘﾊﾑｼ ○       
312 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾑｼ ｸﾛｳﾘﾊﾑｼ ○       
313 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾑｼ ｸﾜﾊﾑｼ ○       
314 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾑｼ ｳﾘﾊﾑｼﾓﾄﾞｷ   ○     
315 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾑｼ ｶﾐﾅﾘﾊﾑｼ属の一種 ○       
316 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾑｼ ﾂﾌﾞﾉﾐﾊﾑｼ ○ ○ ○   
317 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾑｼ ｻﾒﾊﾀﾞﾂﾌﾞﾉﾐﾊﾑｼ ○       
318 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾑｼ ｷｱｼﾉﾐﾊﾑｼ ○       
319 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾑｼ ｷｽｼﾞﾉﾐﾊﾑｼ   ○     
320 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾑｼ ﾖﾓｷﾞﾄﾋﾞﾊﾑｼ ○       
321 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾑｼ ｷｲﾛﾀﾏﾉﾐﾊﾑｼ   ○     
322 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾑｼ ﾋﾒﾄﾞｳｶﾞﾈﾄﾋﾞﾊﾑｼ   ○     
323 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾑｼ ﾙﾘﾏﾙﾉﾐﾊﾑｼ   ○ ○   
324 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾑｼ ｶﾀﾋﾞﾛﾄｹﾞﾊﾑｼ   ○     
325 ｺｳﾁｭｳ ﾏﾒｿﾞｳﾑｼ ｱｽﾞｷﾏﾒｿﾞｳﾑｼ   ○     
326 ｺｳﾁｭｳ ﾋｹﾞﾅｶﾞｿﾞｳﾑｼ ｽﾈｱｶﾋｹﾞﾅｶﾞｿﾞｳﾑｼ     ○   
327 ｺｳﾁｭｳ ｵﾄｼﾌﾞﾐ ｶｼﾙﾘｵﾄｼﾌﾞﾐ ○       
328 ｺｳﾁｭｳ ｵﾄｼﾌﾞﾐ ﾔﾅｷﾞﾙﾘﾁｮｯｷﾘ   ○     
329 ｺｳﾁｭｳ ｵﾄｼﾌﾞﾐ ﾊｲｲﾛﾁｮｯｷﾘ     ○   
330 ｺｳﾁｭｳ ｵﾄｼﾌﾞﾐ ﾋﾒｸﾛｵﾄｼﾌﾞﾐ ○       
331 ｺｳﾁｭｳ ﾎｿｸﾁｿﾞｳﾑｼ ｼﾛﾓﾝﾁﾋﾞｿﾞｳﾑｼ   ○     
332 ｺｳﾁｭｳ ﾎｿｸﾁｿﾞｳﾑｼ ｹｼﾁﾋﾞｿﾞｳﾑｼ   ○     
333 ｺｳﾁｭｳ ｿﾞｳﾑｼ ﾋﾗｽﾞﾈﾋｹﾞﾎﾞｿｿﾞｳﾑｼ ○       
334 ｺｳﾁｭｳ ｿﾞｳﾑｼ ｶｼﾜｸﾁﾌﾞﾄｿﾞｳﾑｼ ○ ○     
335 ｺｳﾁｭｳ ｿﾞｳﾑｼ ｸﾛﾎｼｸﾁﾌﾞﾄｿﾞｳﾑｼ   ○     
336 ｺｳﾁｭｳ ｿﾞｳﾑｼ ｹﾌﾞｶｸﾁﾌﾞﾄｿﾞｳﾑｼ ○       
337 ｺｳﾁｭｳ ｿﾞｳﾑｼ ﾄｹﾞｱｼｿﾞｳﾑｼ     ○   
338 ｺｳﾁｭｳ ｿﾞｳﾑｼ ｵｵｸﾁﾌﾞﾄｿﾞｳﾑｼ   ○ ○   
339 ｺｳﾁｭｳ ｿﾞｳﾑｼ ｼﾛｺﾌﾞｿﾞｳﾑｼ ○       
340 ｺｳﾁｭｳ ｿﾞｳﾑｼ ｺﾌｷｿﾞｳﾑｼ ○       
341 ｺｳﾁｭｳ ｿﾞｳﾑｼ ｱﾙﾌｧﾙﾌｧﾀｺｿﾞｳﾑｼ ○   ○   
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342 ｺｳﾁｭｳ ｿﾞｳﾑｼ ﾊｽｼﾞｶﾂｵｿﾞｳﾑｼ   ○     
343 ｺｳﾁｭｳ ｿﾞｳﾑｼ ｲﾈﾐｽﾞｿｳﾑｼ ○       
344 ｺｳﾁｭｳ ｿﾞｳﾑｼ ﾑﾈｽｼﾞﾉﾐｿﾞｳﾑｼ ○ ○     
345 ｺｳﾁｭｳ ｿﾞｳﾑｼ ﾋﾗｾﾉﾐｿﾞｳﾑｼ   ○     
346 ｺｳﾁｭｳ ｿﾞｳﾑｼ ｶﾞﾛｱﾉﾐｿﾞｳﾑｼ ○ ○     
347 ｺｳﾁｭｳ ｿﾞｳﾑｼ ｳｽﾓﾝﾉﾐｿﾞｳﾑｼ ○       
348 ｺｳﾁｭｳ ｿﾞｳﾑｼ ｳｽﾓﾝﾁﾋﾞｼｷﾞｿﾞｳﾑｼ ○       
349 ｺｳﾁｭｳ ｿﾞｳﾑｼ ｺﾌﾞﾅｼｸﾁﾌﾞﾄｻﾙｿﾞｳﾑｼ   ○     
350 ｺｳﾁｭｳ ｿﾞｳﾑｼ ﾀﾃﾞﾉｸﾁﾌﾞﾄｻﾙｿﾞｳﾑｼ ○       
351 ｺｳﾁｭｳ ｿﾞｳﾑｼ ﾏﾙﾒｻﾙｿﾞｳﾑｼ     ○   
352 ｺｳﾁｭｳ ｿﾞｳﾑｼ ｸﾛｵﾋﾞﾄｹﾞﾑﾈｻﾙｿﾞｳﾑｼ ○       
353 ｺｳﾁｭｳ ｿﾞｳﾑｼ ﾀﾃﾞｻﾙｿﾞｳﾑｼ   ○     
354 ｺｳﾁｭｳ ｿﾞｳﾑｼ ﾀﾞｲｺﾝｻﾙｿﾞｳﾑｼ ○       
355 ｺｳﾁｭｳ ｿﾞｳﾑｼ ﾏﾂｱﾅｱｷｿﾞｳﾑｼ   ○     
356 ﾊﾁ ﾐﾌｼﾊﾊﾞﾁ ﾙﾘﾁｭｳﾚﾝｼﾞ   ○     
357 ﾊﾁ ﾋﾒﾊﾞﾁ ﾋﾒﾊﾞﾁ科の一種       ○ 
358 ﾊﾁ ｱﾘﾊﾞﾁ ﾂﾔｱﾘﾊﾞﾁ     ○   
359 ﾊﾁ ｱﾘ ﾄﾋﾞｲﾛｼﾜｱﾘ   ○     
360 ﾊﾁ ｱﾘ ﾑﾈﾎﾞｿｱﾘ ○       
361 ﾊﾁ ｱﾘ ｱｼﾅｶﾞｱﾘ   ○ ○   
362 ﾊﾁ ｱﾘ ｳﾒﾏﾂｱﾘ   ○     
363 ﾊﾁ ｱﾘ ｱﾐﾒｱﾘ ○       
364 ﾊﾁ ｱﾘ ｷｲﾛｼﾘｱｹﾞｱﾘ   ○     
365 ﾊﾁ ｱﾘ ﾊﾘﾌﾞﾄｼﾘｱｹﾞｱﾘ   ○     
366 ﾊﾁ ｱﾘ ﾄﾌｼｱﾘ   ○     
367 ﾊﾁ ｱﾘ ｱﾒｲﾛｱﾘ ○     ○ 
368 ﾊﾁ ｱﾘ ｼﾍﾞﾘｱｶﾀｱﾘ ○       
369 ﾊﾁ ｱﾘ ﾄﾋﾞｲﾛｹｱﾘ ○       
370 ﾊﾁ ｱﾘ ｸｻｱﾘﾓﾄﾞｷ   ○     
371 ﾊﾁ ｱﾘ ﾙﾘｱﾘ   ○ ○   
372 ﾊﾁ ｱﾘ ｸﾛﾔﾏｱﾘ ○       
373 ﾊﾁ ｱﾘ ｳﾒﾏﾂｵｵｱﾘ ○     ○ 
374 ﾊﾁ ｱﾘ ｸﾛｵｵｱﾘ ○       
375 ﾊﾁ ﾂﾁﾊﾞﾁ ｵｵﾓﾝﾂﾁﾊﾞﾁ   ○     
376 ﾊﾁ ﾂﾁﾊﾞﾁ ﾋﾒﾊﾗﾅｶﾞﾂﾁﾊﾞﾁ   ○     
377 ﾊﾁ ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ ﾄｯｸﾘﾊﾞﾁ   ○     
378 ﾊﾁ ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ ｻﾑﾗｲﾄｯｸﾘﾊﾞﾁ   ○     
379 ﾊﾁ ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ ｽｽﾞﾊﾞﾁ   ○     
380 ﾊﾁ ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ ｷﾎﾞｼｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ   ○     
381 ﾊﾁ ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ ｾｸﾞﾛｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ ○       
382 ﾊﾁ ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ ﾔﾏﾄｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ   ○     
383 ﾊﾁ ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ ｺｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ   ○     
384 ﾊﾁ ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ ｵｵｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ ○ ○     
385 ﾊﾁ ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ ﾓﾝｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ   ○     
386 ﾊﾁ ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ ﾋﾒｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ   ○     
387 ﾊﾁ ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ ｵｵｶﾊﾞﾌｽｼﾞﾄﾞﾛﾊﾞﾁ   ○     
388 ﾊﾁ ﾍﾞｯｺｳﾊﾞﾁ ﾍﾞｯｺｳﾊﾞﾁ   ○     
389 ﾊﾁ ﾍﾞｯｺｳﾊﾞﾁ ﾐｶﾄﾞｼﾞｶﾞﾊﾞﾁ   ○     
390 ﾊﾁ ﾐﾂﾊﾞﾁ ｸﾏﾊﾞﾁ ○       
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調査時季 
№ 目 名 科 名 種 名 

春季 夏季 秋季 冬季 
391 ﾊﾁ ﾐﾂﾊﾞﾁ ｾｲﾖｳﾐﾂﾊﾞﾁ ○       
392 ｼﾘｱｹﾞﾑｼ ｼﾘｱｹﾞﾑｼ ﾔﾏﾄｼﾘｱｹﾞ ○       
393 ﾊｴ ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ ｷﾘｳｼﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ ○       
394 ﾊｴ ﾂﾘｱﾌﾞ ｽｷﾊﾞﾂﾘｱﾌﾞ   ○     
395 ﾊｴ ｱﾌﾞ ｳｼｱﾌﾞ     ○   
396 ﾊｴ ｱﾌﾞ ﾔﾏﾄｱﾌﾞ     ○   
397 ﾊｴ ﾑｼﾋｷｱﾌﾞ ｵｵｲｼｱﾌﾞ ○       
398 ﾊｴ ﾑｼﾋｷｱﾌﾞ ｼｵﾔｱﾌﾞ   ○     
399 ﾊｴ ﾑｼﾋｷｱﾌﾞ ｱｵﾒｱﾌﾞ   ○     
400 ﾊｴ ﾑｼﾋｷｱﾌﾞ ﾏｶﾞﾘｹﾑｼﾋｷ ○       
401 ﾊｴ ﾊﾅｱﾌﾞ ｵｵﾊﾅｱﾌﾞ ○       
402 ﾊｴ ﾊﾅｱﾌﾞ ｱﾘｽｱﾌﾞ属の一種 ○       
403 ﾊｴ ﾊﾅｱﾌﾞ ﾎｿﾋﾒﾋﾗﾀｱﾌﾞ ○       
404 ﾊｴ ﾊﾅｱﾌﾞ ﾂﾔﾋﾗﾀｱﾌﾞ ○       
405 ﾊｴ ｸﾛﾊﾞｴ ｵｵｸﾛﾊﾞｴ       ○ 
406 ﾊｴ ﾔﾄﾞﾘﾊﾞｴ ｼﾛｵﾋﾞﾊﾘﾊﾞｴ ○       
407 ﾊｴ ﾐﾊﾞｴ ﾐﾊﾞｴの一種 ○       
408 ﾊｴ － ﾊｴ目の一種（A）       △ 
409 ﾊｴ － ﾊｴ目の一種（B）       △ 
410 ﾊｴ － ﾊｴ目の一種（C）       ◇ 
411 ﾊｴ － ﾊｴ目の一種（D）       ◇ 
412 ﾁｮｳ ｾｾﾘﾁｮｳ ﾀﾞｲﾐｮｳｾｾﾘ   ○     
413 ﾁｮｳ ｾｾﾘﾁｮｳ ｲﾁﾓﾝｼﾞｾｾﾘ ○ ○     
414 ﾁｮｳ ｾｾﾘﾁｮｳ ｺﾁｬﾊﾞﾈｾｾﾘ ○ ○     
415 ﾁｮｳ ｱｹﾞﾊﾁｮｳ ｱｵｽｼﾞｱｹﾞﾊ ○ ○     
416 ﾁｮｳ ｱｹﾞﾊﾁｮｳ ｶﾗｽｱｹﾞﾊ ○       
417 ﾁｮｳ ｱｹﾞﾊﾁｮｳ ﾅﾐｱｹﾞﾊ   ○     
418 ﾁｮｳ ｱｹﾞﾊﾁｮｳ ｷｱｹﾞﾊ   ○     
419 ﾁｮｳ ｱｹﾞﾊﾁｮｳ ｸﾛｱｹﾞﾊ ○       
420 ﾁｮｳ ｱｹﾞﾊﾁｮｳ ﾅｶﾞｻｷｱｹﾞﾊ ○       
421 ﾁｮｳ ｼﾛﾁｮｳ ﾓﾝｼﾛﾁｮｳ ○       
422 ﾁｮｳ ｼﾛﾁｮｳ ｷﾁｮｳ ○ ○     
423 ﾁｮｳ ｼｼﾞﾐﾁｮｳ ｱｶｼｼﾞﾐ ○       
424 ﾁｮｳ ｼｼﾞﾐﾁｮｳ ﾑﾗｻｷｼｼﾞﾐ   ○     
425 ﾁｮｳ ｼｼﾞﾐﾁｮｳ ﾍﾞﾆｼｼﾞﾐ   ○     
426 ﾁｮｳ ｼｼﾞﾐﾁｮｳ ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ   ○     
427 ﾁｮｳ ｼｼﾞﾐﾁｮｳ ﾂﾊﾞﾒｼｼﾞﾐ   ○     
428 ﾁｮｳ ｳﾗｷﾞﾝｼｼﾞﾐ ｳﾗｷﾞﾝｼｼﾞﾐ   ○ ○   
429 ﾁｮｳ ﾀﾃﾊﾁｮｳ ﾙﾘﾀﾃﾊ ○ ○     
430 ﾁｮｳ ﾀﾃﾊﾁｮｳ ｷﾀﾃﾊ   ○     
431 ﾁｮｳ ﾀﾃﾊﾁｮｳ ｺﾞﾏﾀﾞﾗﾁｮｳ ○       
432 ﾁｮｳ ﾀﾃﾊﾁｮｳ ｺﾑﾗｻｷ   ○     
433 ﾁｮｳ ﾀﾃﾊﾁｮｳ ｱｻﾏｲﾁﾓﾝｼﾞ ○ ○     
434 ﾁｮｳ ﾀﾃﾊﾁｮｳ ｺﾐｽｼﾞ ○ ○ ○   
435 ﾁｮｳ ﾀﾃﾊﾁｮｳ ﾒｽｸﾞﾛﾋｮｳﾓﾝ   ○     
436 ﾁｮｳ ﾀﾃﾊﾁｮｳ ﾂﾏｸﾞﾛﾋｮｳﾓﾝ ○ ○     
437 ﾁｮｳ ﾃﾝｸﾞﾁｮｳ ﾃﾝｸﾞﾁｮｳ     ○   
438 ﾁｮｳ ｼﾞｬﾉﾒﾁｮｳ ｻﾄｷﾏﾀﾞﾗﾋｶｹﾞ ○ ○     
439 ﾁｮｳ ｼﾞｬﾉﾒﾁｮｳ ｼﾞｬﾉﾒﾁｮｳ   ○     
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調査時季 
№ 目 名 科 名 種 名 

春季 夏季 秋季 冬季 
440 ﾁｮｳ ｼﾞｬﾉﾒﾁｮｳ ﾋｶｹﾞﾁｮｳ   ○     
441 ﾁｮｳ ｼﾞｬﾉﾒﾁｮｳ ｸﾛﾋｶｹﾞ ○       
442 ﾁｮｳ ｼﾞｬﾉﾒﾁｮｳ ｺｼﾞｬﾉﾒ ○       
443 ﾁｮｳ ｼﾞｬﾉﾒﾁｮｳ ﾋﾒｼﾞｬﾉﾒ   ○     
444 ﾁｮｳ ｼﾞｬﾉﾒﾁｮｳ ﾋﾒｳﾗﾅﾐｼﾞｬﾉﾒ ○ ○     
445 ﾁｮｳ ｼﾞｬﾉﾒﾁｮｳ ｸﾛｺﾉﾏ ○       
446 ﾁｮｳ ﾏｶﾞﾘｶﾞ ﾎｿｵﾋﾞﾋｹﾞﾅｶﾞ ○       
447 ﾁｮｳ ﾏﾀﾞﾗｶﾞ ｷｽｼﾞﾎｿﾏﾀﾞﾗ ○       
448 ﾁｮｳ ﾒｲｶﾞ ｼﾛﾓﾝﾉﾒｲｶﾞ ○       
449 ﾁｮｳ ﾒｲｶﾞ ﾄｶﾞﾘｷﾉﾒｲｶﾞ ○       
450 ﾁｮｳ ﾐﾉｶﾞ ﾁｬﾐﾉｶﾞ ○       
451 ﾁｮｳ ｼｬｸｶﾞ ﾋﾒｼﾛﾌｱｵｼｬｸ   ○     
452 ﾁｮｳ ｼｬｸｶﾞ ｸﾛﾊｸﾞﾙﾏｴﾀﾞｼｬｸ   ○     
453 ﾁｮｳ ｼｬｸｶﾞ ｱｶｴﾀﾞｼｬｸ   ○     
454 ﾁｮｳ ｼｬｸｶﾞ ﾐｽｼﾞﾂﾏｷﾘｴﾀﾞｼｬｸ ○       
455 ﾁｮｳ ﾌﾀｵｶﾞ ｷﾝﾓﾝｶﾞ ○       
456 ﾁｮｳ ﾄﾞｸｶﾞ ﾄﾞｸｶﾞ ○       
457 ﾁｮｳ ﾋﾄﾘｶﾞ ｱｶﾊﾗｺﾞﾏﾀﾞﾗﾋﾄﾘ     ○   
458 ﾁｮｳ ｼｬﾁﾎｺｶﾞ ｵｵｴｸﾞﾘｼｬｼﾎｺ   ○     
459 ﾁｮｳ ｽｽﾞﾒｶﾞ ﾓﾓｽｽﾞﾒ   ○     
460 ﾁｮｳ ﾔﾏﾏﾕｶﾞ ｸｽｻﾝ ○       
461 ﾁｮｳ ﾔﾏﾏﾕｶﾞ ｳｽﾀﾋﾞｶﾞ ○       
462 ﾁｮｳ ﾔｶﾞ ｶﾗｽﾖﾄｳ   ○     
463 ﾁｮｳ ﾔｶﾞ ﾊｸﾞﾙﾏﾄﾓｴ   ○     
464 ﾁｮｳ ﾔｶﾞ ｵｽｸﾞﾛﾄﾓｴ ○       
465 ﾁｮｳ ﾔｶﾞ ｵｵﾄﾓｴ ○ ○     
466 ﾁｮｳ ﾔｶﾞ ｼﾛｽｼﾞﾄﾓｴ   ○     
467 ﾁｮｳ ﾔｶﾞ ｵｵｳﾝﾓﾝｸﾁﾊﾞ ○ ○     
468 ﾁｮｳ ﾔｶﾞ ｸﾛｷｼﾀｱﾂﾊﾞ ○       
469 ﾁｮｳ － ﾁｮｳ目（ｶﾞ類）の一種       ◇ 
計 15 149 469 210 249 71 25 

注：◯：任意調査での確認 
  △：ライトトラップ調査での確認 
  ◇：ベイトトラップ調査での確認 
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（２）特筆すべき昆虫類調査 

特筆すべき昆虫類調査の結果は、表５－15 に示したとおりである。 

調査対象のうち、ハルゼミ、アミメカゲロウ、アオマツムシの生息を確認した。 

ハルゼミ、アミメカゲロウの確認位置は図５－８に、アオマツムシの確認位置は図５－９に

示したとおりである。 

 

表５－15 特筆すべき昆虫類生息状況 

調査対象種 確認状況 

ハルゼミ 調査範囲内において本種の鳴き声を多数確認した。 

アミメカゲロウ 
赤池北側の谷部において１個体を、事業実施区域東側において１個
体を確認した。 

ウシカメムシ 確認できず。 

アオマツムシ 昨年度調査結果と同様の範囲で多数の鳴き声を確認した。 

オオムラサキ 確認できず。 
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４－５ まとめ 

昆虫類相調査の結果、春季で 210 種、夏季で 249 種、秋季で 71種、冬季で 25種の計 469 種

の昆虫類を確認した。 

目別の確認種数は、表５－16に示したとおりであり、目別構成では、コウチュウ目の割合が

最も高く、全体の約４割を占めた。次いでカメムシ目、チョウ目の順であった。 

また、特筆すべき昆虫類として調査を実施した５種（ハルゼミ、ウシカメムシ、アミメカゲ

ロウ、アオマツムシ、オオムラサキ）のうち、３種（ハルゼミ、アミメカゲロウ、アオマツム

シ）の生息を確認したが、他の２種（ウシカメムシ、オオムラサキ）は確認できなかった。 

 

表５－16 昆虫類確認種目別種数 

目 名 科 数 種 数 
比 率 
（％） 

ﾄﾋﾞﾑｼ 2 3 0.6 

ﾄﾝﾎﾞ 7 20 4.3 

ｺﾞｷﾌﾞﾘ 2 2 0.4 

ｶﾏｷﾘ 1 2 0.4 

ｼﾛｱﾘ 1 1 0.2 

ﾊﾞｯﾀ 11 34 7.2 

ﾅﾅﾌｼ 1 2 0.4 

ﾁｬﾀﾃﾑｼ 1 1 0.2 

ｶﾒﾑｼ 34 86 18.3 

ｱﾐﾒｶｹﾞﾛｳ 5 7 1.5 

ｺｳﾁｭｳ 41 197 42.0 

ﾊﾁ 8 36 7.7 

ｼﾘｱｹﾞﾑｼ 1 1 0.2 

ﾊｴ 8 19 4.1 

ﾁｮｳ 20 58 12.4 

15 目 144 科 469 種 100.0 
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写真５－18 昆虫類相調査風景 

 
写真５－19 ハルゼミ調査風景 

 
写真５－20 アミメカゲロウ調査風景 
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写真５－21 アオマツムシ調査風景 

 
写真５－22 ウシカメムシ調査風景 

 
写真５－23 オオムラサキ調査風景 
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５．クモ類 

５－１ 調査概要 

事業実施区域周辺のクモ類相を把握するため、各季に調査を実施した。 

 

５－２ 調査年月日及び調査方法 

調査年月日及び調査方法を表５－17 に示した。 

 

表５－17 調査年月日及び調査方法 

調査項目 調査年月日 調査方法 

春季 平成 14 年５月 31 日 

夏季 平成 14 年８月８日、９日 

秋季 平成 14 年９月 26 日、27 日 
クモ類相 

冬季 平成 14 年 12 月５日、６日 

任意調査 

 

５－３ 調査場所 

調査範囲は事業実施区域及びその周辺とした。 

主な踏査ルートは哺乳類調査と同様とし、前掲の図５－１に示したとおりである。 

 

５－４ 調査結果 

４季の調査により、合計 17 科 92 種のクモ類を確認した。 

確認種目録を表５－18 に示したとおりである。 

科別ではコガネグモ科が最も多く（15 種）、以下ヒメグモ科（14 種）、ハエトリグモ科（11

種）、アシナガグモ科（９種）、コモリグモ科（８種）などを多く確認した。 

出現種の多くは地理的に広く普通に分布する種で、ほぼ全国的に生息しているものが大半を

占めていた。 

しかし、コンピラヒメグモ、コガタコガネグモ、アカイロトリノフンダマシ、コアシダカグ

モなど暖地性の種で西南日本に多い種も確認された。 

調査範囲は丘陵地形で大部分はスギ・ヒノキ植林や、アカマツ・コナラ林などの森林植生に

覆われ、クモ類の生息種数は比較的多く、また造網性、地表徘徊性など各種の生活型のグルー

プを含んでいる。 
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表５－18 クモ類確認種一覧 

調 査 時 季 目名 科名 和名 学名 
春季 夏季 秋季 冬季 

クモ ウズグモ ﾏﾈｷｸﾞﾓ Miagrammopes orientalis   ○     
    ｳｽﾞｸﾞﾓ属の一種 Uloborus sp.   ○     
  ユウレイグモ ﾕｳﾚｲｸﾞﾓ Pholcus crypticolens ○     ○ 
  ヒメグモ ﾋﾒｸﾞﾓ Achaearanea japonica ○ ○ ○   
    ｺﾝﾋﾟﾗﾋﾒｸﾞﾓ Achaearanea kompirensis   ○ ○   
    ｵｵﾋﾒｸﾞﾓ Achaearanea tepidariorum   ○ ○ ○ 
    ｱｼﾌﾞﾄﾋﾒｸﾞﾓ Anelosimus crassipes ○       
    ｼﾛｶﾈｲｿｳﾛｳｸﾞﾓ Argyrodes bonadea   ○ ○   
    ﾄﾋﾞｼﾞﾛｲｿｳﾛｳｸﾞﾓ Argyrodes cylindratus     ○   
    ｵﾅｶﾞｸﾞﾓ Argyrodes cylindrogaster   ○ ○   
    ﾁﾘｲｿｳﾛｳｸﾞﾓ Argyrodes fissifrons   ○     
    ﾔﾘｸﾞﾓ Argyrodes saganus   ○     
    ｶﾚﾊﾋﾒｸﾞﾓ Enoplognatha transversifoveata       ○ 
    ﾋｼｶﾞﾀｸﾞﾓ Episinus affinis     ○   
    ﾊﾝｹﾞﾂｵｽﾅｷｸﾞﾓ Steatoda cavernicola     ○   
    ｽﾈｸﾞﾛｵﾁﾊﾞﾋﾒｸﾞﾓ Stemmops nipponicus   ○     
    ﾋﾒｸﾞﾓ科の一種 Theridiidae gen. sp. ○ ○     
  サラグモ ｸﾛﾅﾝｷﾝｸﾞﾓ Hylyphantes graminicola       ○ 
    ｱｼﾅｶﾞｻﾗｸﾞﾓ Linyphia longipedella     ○   
    ｺﾃﾝｸﾞﾇｶｸﾞﾓ Walckenaeria vulgaris   ○     
    ｻﾗｸﾞﾓ科の一種 Linyphiidae gen. sp. ○   ○ ○ 
  コガネグモ ｵﾆｸﾞﾓ属の一種 Araneus sp. ○       
    ｺｶﾞﾈｸﾞﾓ Argiope amoena ○       
    ﾅｶﾞｺｶﾞﾈｸﾞﾓ Argiope bruennichii ○ ○ ○   
    ｺｶﾞﾀｺｶﾞﾈｸﾞﾓ Argiope minuta   ○ ○   
    ｷﾞﾝﾒｯｷｺﾞﾐｸﾞﾓ Cyclosa argenteoalba ○       
    ｸﾏﾀﾞｷﾞﾝﾅｶﾞｺﾞﾐｸﾞﾓ Cyclosa kumadai   ○     
    ｺﾞﾐｸﾞﾓ Cyclosa octotuberculata     ○ ○ 
    ｺﾞﾐｸﾞﾓ属の一種 Cyclosa sp.       ○ 
    ｱｶｲﾛﾄﾘﾉﾌﾝﾀﾞﾏｼ Cyrtarachne yunoharuensis     ○   
    ｽｽﾞﾐｸﾞﾓ Cyrtophro moluccensis   ○     
    ｺｶﾞﾈｸﾞﾓﾀﾞﾏｼ Larinia argiopiformis   ○     
    ﾔﾏｼﾛｵﾆｸﾞﾓ Neoscona scylla ○       
    ｻﾂﾏﾉﾐﾀﾞﾏｼ Neoscona scylloides ○ ○ ○   
    ｼﾞｮﾛｳｸﾞﾓ Nephila clavata   ○ ○ ○ 
    ｺｶﾞﾈｸﾞﾓ科の一種 Araneidae gen. sp.     ○ ○ 
  アシナガグモ ｵｵｼﾛｶﾈｸﾞﾓ Leucauge magnifica   ○     
    ｺｼﾛｶﾈｸﾞﾓ Leucauge subblanda ○       
    ｷﾗﾗｼﾛｶﾈｸﾞﾓ Leucauge subgemmea   ○     
    ｼﾛｶﾈｸﾞﾓ属の一種 Leucauge sp.       ○ 
    ﾄｶﾞﾘｱｼﾅｶﾞｸﾞﾓ Tetragnatha caudicula ○   ○   
    ｱｼﾅｶﾞｸﾞﾓ Tetragnatha praedonia ○ ○ ○ ○ 
    ｳﾛｺｱｼﾅｶﾞｸﾞﾓ Tetragnatha squamata   ○ ○   
    ｱｼﾅｶﾞｸﾞﾓ属の一種 Tetragnatha sp.   ○ ○   
    ｱｼﾅｶﾞｸﾞﾓ科の一種 Tetragnathidae gen. sp. ○       
  タナグモ ｺｸｻｸﾞﾓ Agelena opulenta     ○   
    ｸｻｸﾞﾓ属の一種 Agelena sp. ○       
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調 査 時 季 
目名 科名 和名 学名 

春季 夏季 秋季 冬季 
クモ タナグモ ｳｽｲﾛﾔﾁｸﾞﾓ Coelotes decolor       ○ 
    ｼﾓﾌﾘﾔﾁｸﾞﾓ Coelotes insidiosus       ○ 
    ﾔﾁｸﾞﾓ属の一種 Coelotes sp. ○   ○ ○ 
    ﾅﾐﾊｸﾞﾓ属の一種 Cybaeus sp.   ○ ○   
  キシダグモ ｽｼﾞｱｶﾊｼﾘｸﾞﾓ Dolomedes saganus ○       
    ｲｵｳｲﾛﾊｼﾘｸﾞﾓ Dolomedes sulfureus ○   ○   
    ﾊｼﾘｸﾞﾓ属の一種 Dolomedes sp.   ○   ○ 
    ｱｽﾞﾏｷｼﾀﾞｸﾞﾓ Pisaura lama     ○   
  コモリグモ ﾋﾉﾏﾙｺﾓﾘｸﾞﾓ Arctosa japonica ○       
    ｸﾛｺｺﾓﾘｸﾞﾓ Arctosa subamylacea   ○     
    ﾊﾗｸﾛｺﾓﾘｸﾞﾓ Lycosa coelestis     ○   
    ｳﾂﾞｷｺﾓﾘｸﾞﾓ Pardosa astrigera   ○ ○ ○ 
    ﾊﾘｹﾞｺﾓﾘｸﾞﾓ Pardosa laura   ○ ○   
    ｷｸﾂﾞｷｺﾓﾘｸﾞﾓ Pardosa pseudoannulata   ○ ○   
    ﾐﾅﾐｺﾓﾘｸﾞﾓ Pirata meridionalis   ○     
    ｺﾓﾘｸﾞﾓ科の一種 Lycosidae gen. sp.   ○     
  ササグモ ｻｻｸﾞﾓ Oxyopes sertatus ○ ○ ○   
  フクログモ ﾋﾒﾌｸﾛｸﾞﾓ Clubiona kurilensis       ○ 
    ﾌｸﾛｸﾞﾓ属の一種 Clubiona sp.   ○   ○ 
    ﾈｺｸﾞﾓ Trachelas japonicus       ○ 
  シボグモ ｼﾎﾞｸﾞﾓ Anahita fauna ○ ○   ○ 
  アシダカグモ ｺｱｼﾀﾞｶｸﾞﾓ Heteropoda forcipata       ○ 
  ワシグモ ﾜｼｸﾞﾓ科の一種 Gnaphosidae gen. sp.       ○ 
 カニグモ ｷﾊﾀﾞｶﾆｸﾞﾓ Bassaniana decorata   ○     
    ﾊﾅｸﾞﾓ Misumenops tricuspidatus ○ ○ ○   
    ﾜｶﾊﾞｸﾞﾓ Oxytate striatipes ○ ○ ○   
    ｱｽﾞﾁｸﾞﾓ Thomisus labefactus   ○ ○   
    ﾄﾗﾌｶﾆｸﾞﾓ Tmarus piger     ○   
    ﾔﾐｲﾛｶﾆｸﾞﾓ Xysticus croceus ○       
    ｶﾆｸﾞﾓ属の一種 Xysticus sp.       ○ 
  エビグモ ｷﾊﾀﾞｴﾋﾞｸﾞﾓ Philodromus spinitarsis ○       
    ｱｻﾋｴﾋﾞｸﾞﾓ Philodromus subaureolus ○       
    ｼｬｺｸﾞﾓ Tibellus tenellus   ○   ○ 
    ｴﾋﾞｸﾞﾓ属の一種 Philodromus sp.   ○     
  ハエトリグモ ﾈｺﾊｴﾄﾘ Carrhotus xanthogramma     ○   
    ﾏﾐｼﾞﾛﾊｴﾄﾘ Evarcha albaria ○ ○ ○   
    ｱｼﾌﾞﾄﾊｴﾄﾘ Evarcha crassipes       ○ 
    ﾔﾊｽﾞﾊｴﾄﾘ Marpissa elongata ○ ○ ○   
    ｱﾘｸﾞﾓ Myrmarachne japonica ○       
    ｸﾜｶﾞﾀｱﾘｸﾞﾓ Myrmarachne kuwagata   ○     
    ﾔﾏﾄﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ属の一種 Phintella sp.     ○   
    ﾁｬｽｼﾞﾊｴﾄﾘ Plexippus paykulli        ○ 
    ｲﾅｽﾞﾏﾊｴﾄﾘ Pseudicius vulpes       ○ 
    ｱｵｵﾋﾞﾊｴﾄﾘ Silerella vittata ○       
    ﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ科の一種 Salticidae gen. sp.   ○ ○   
1 目 17 科   31 種 45 種 40 種 27 種 
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５－５ まとめ 

今回の調査で計 17 科 92 種のクモ類を確認した。 

出現種の多くはほぼ全国に分布する種と西南日本に分布する種によって占められていた。 

調査範囲は二次林であるが、現況当時から森林環境が維持されており、クモ類相は比較的豊

富であると考えられる。 

 

 

 

写真５－24 クモ類相調査風景 
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６．陸産貝類 

６－１ 調査概要 

事業実施区域周辺の陸産貝類相を把握するため、各季に調査を実施した。 

 

６－２ 調査年月日及び調査方法 

調査年月日及び調査方法を表５－19 に示した。 

 

表５－19 調査年月日及び調査方法 

調査項目 調査年月日 調査方法 

春季 平成 14 年 ５月 31 日 

夏季 平成 14 年 ８月 ８日、 ９日 

秋季 平成 14 年 ９月 26 日、27 日 
陸産貝類相 

冬季 平成 14 年 12 月 ５日、 ６日 

任意調査 

 

６－３ 調査場所 

調査範囲は事業実施区域及びその周辺とした。 

主な踏査ルートは哺乳類調査と同様とし、前掲の図５－１に示したとおりである。 

 

６－４ 調査結果 

４季の調査により、合計８科 21 種の陸産貝類を確認した。 

科別ではベッコウマイマイ科（６種）、オナジマイマイ科（４種）などが多く確認された。 

出現種は近畿、東海地方などの山林に広く普通に分布する種であり、特異的な種は確認され

なかった。 

しかし、キセルガイ類、ベッコウマイマイ類、オナジマイマイ類など様々な分類群に属する

種が出現しており、当該地域の陸産貝類相は比較的多様であると考えられる。これは調査範囲

の森林環境が比較的良好な状態に維持されていることを示しているものと考えられる。 
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表５－20 陸産貝類確認種一覧 

調 査 時 季 目名 科名 和名 学名 
春季 夏季 秋季 冬季 

柄眼 ｷｾﾙｶﾞｲ ﾅﾐｺｷﾞｾﾙ Euphaedusa tau ○   ○ ○ 
    ｳｽﾍﾞﾆｷﾞｾﾙ Tyrannophaedusa aurantiaca ○       
  ｵｶﾁｮｳｼﾞｶﾞｲ ｵｶﾁｮｳｼﾞｶﾞｲ Allopeas clavulinum kyotoense ○   ○ ○ 
    ﾎｿｵｶﾁｮｳｼﾞｶﾞｲ Allopeas pyrgula     ○   
  ﾅﾀﾈｶﾞｲ ﾅﾀﾈｶﾞｲ属の一種 Punctum sp.       ○ 
  ﾅﾒｸｼﾞ ﾅﾒｸｼﾞ Meghimatium bilineatum ○       
    ﾔﾏﾅﾒｸｼﾞ Meghimatium fruhstorferi ○ ○ ○ ○ 
  ｺｳﾗﾅﾒｸｼﾞ ﾁｬｺｳﾗﾅﾒｸｼﾞ Limax marginatus ○       
  ﾍﾞｯｺｳﾏｲﾏｲ ｷﾋﾞｶﾞｲ Gastrodontella multivolvis ○       
    ｶｻｷﾋﾞ Trochochlamys crenulata ○       
    ｵｵｸﾗﾋﾒﾍﾞｯｺｳ Yamatochlamys lampra ○     ○ 
    ﾋﾗﾍﾞｯｺｳｶﾞｲ Bekkochlamys micrograpta     ○   
    ｷﾇﾂﾔﾍﾞｯｺｳ Nipponochlamys semisericata ○       
    ｳﾗｼﾞﾛﾍﾞｯｺｳ Urazirochlamys doenitzii ○   ○ ○ 
  ﾅﾝﾊﾞﾝﾏｲﾏｲ ﾋﾒﾋﾞﾛｳﾄﾞﾏｲﾏｲ Nipponochloritis perpunctatus ○   ○   
    ﾋﾞﾛｳﾄﾞﾏｲﾏｲ属の一種 Nipponochloritis sp.       ○ 
    ﾆｯﾎﾟﾝﾏｲﾏｲ Satsuma japonica ○ ○ ○   
  ｵﾅｼﾞﾏｲﾏｲ ｳｽｶﾜﾏｲﾏｲ Acusta despecta sieboldiana   ○ ○ ○ 
    ｸﾁﾍﾞﾆﾏｲﾏｲ Euhadra amaliae       ○ 
    ｲｾﾉﾅﾐﾏｲﾏｲ Euhadra eoa communisiformis     ○   
    ﾆｵﾔｶﾏｲﾏｲ Trishoplita commoda nioyaka ○   ○ ○ 
1 目 8 科   14 種 3 種 11 種 10 種 

 

６－５ まとめ 

今回の調査の結果、８科 21 種の陸産貝類の生息を確認した。 

確認した種は、いずれも平地から丘陵地の山林に広く普通に分布する種であった。 

調査の結果から、当該地域は比較的多様な陸産貝類相を示していると考えられ、森林環境が

良好に維持されていることを示していると考えられる。 
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写真５－25 陸産貝類相調査風景 
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７．土壌動物 

７－１ 調査概要 

事業実施区域周辺の土壌動物相を把握するため、各季に調査を実施した。 

 

７－２ 調査年月日及び調査方法 

調査年月日及び調査方法を表５－21 に示した。 

 

表５－21 調査年月日及び調査方法 

調査項目 調査年月日 調査方法 

春季 平成 14 年５月 31 日 

夏季 平成 14 年 ８月 ５日 

秋季 平成 14 年 10 月 27 日 
土壌動物相 

冬季 平成 15 年 ２月 10 日 

コドラート調査 

 調査は定点を１点設定し、50cm×50cm のコドラート調査によって行った。 

 

７－３ 調査場所 

事業実施区域内に調査定点を１地点設置した。定点は図５－10 に示したとおりである。 

また、調査地点の環境は以下に示したとおりである。 

 

 
地点環境：緩斜面のモウソウチク林。半開放的環境。 
     僅かに常緑の低木が混交する。 

土壌はやや乾燥しており落葉層はやや薄い。 
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７－４ 調査結果 

今回の調査によって確認された土壌動物は、春季 5 綱 34 種、夏季 7 綱 35 種、秋季 8 綱 45

種、冬季 5綱 58 種であった。 

各季の綱別確認種数は表５－22 及び図５－11 に示したとおりである。 

また各季の確認種一覧は表５－23に、全季の確認種リストは資料編に示したとおりである。 

 

表５－22 綱別確認種数 

綱 名 春 季 夏 季 秋 季 冬 季 

線虫  1 1  

甲殻 2 1 3 3 

マキガイ   1 1 

クモ 12 13 15 19 

ミミズ   2  

ムカデ 2 2 2 2 

コムカデ 1 1   

ヤスデ  1 1  

昆虫 17 16 20 33 

総計 34 35 45 58 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５－11 綱別確認種数 
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第６節 水生生物（カワバタモロコ） 

１．調査概要 

事業実施区域北側に隣接する池において、カワバタモロコの生息状況を把握するため、夏季

に調査を実施した。 

 

２．調査項目及び調査方法 

サナギ粉とねり餌を混合した餌を入れた「かごわな」を設置し、カワバタモロコを捕獲した。 

捕獲した個体は、鰭切りを実施した後放流し、翌日、ほぼ同地点、同時刻、同方法で捕獲し

た。 

再度捕獲した個体のうち、鰭切りを実施した個体の再捕獲率に基づき生息個体数の推定を行

った。 

 

３．調査年月日及び調査内容 

現地調査の調査年月日及び調査内容は表６－１に示したとおりである。 

 

表６－１ 調査年月日及び調査内容 

調査年月日 調査内容 

平成 14 年８月 27 日 捕獲調査 

平成 14 年８月 28 日 再捕獲調査 

 

４．調査地点 

現地調査の調査地点は、図６－１に示したとおり事業実施区域北側に隣接する池とし、当該

池においてかごわな設置地点を 25 地点設定し、調査を実施した。 
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図６－１ 水生生物（カワバタモロコ）調査地点 
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５．調査結果 

５－１ 捕獲調査結果 

調査１日目は、表６－２に示したとおりカワバタモロコを 223 個体捕獲した。 

調査地点のうち、カワバタモロコを最も多く捕獲したのは№８の58個体で全体の約26％を、

次いで№３の 44 個体で同じく約 20％を占めていた。 

その他の捕獲種はタモロコ、モツゴ、フナ、ﾖｼﾉﾎﾞﾘ sp.の４種であった。 

 

表６－２ 捕獲魚類種及び個体数 

地点№ ｶﾜﾊﾞﾀﾓﾛｺ ﾀﾓﾛｺ ﾓﾂｺﾞ フナ ﾖｼﾉﾎﾞﾘ sp 
1 9 5       
2 11         
3 44 5 7     
4 7 1 1     
5 1 1 2 1   
6 3 1 1   1 
7 12 4 1     
8 58 12 6     
9 0         
10 1   1     
11 7 19 11     
12 23         
13 1 2       
14 8 3 1     
15 1 1       
16 23 4 3     
17 1 2 1     
18 13 1 1   1 
19   19 3     
20   23 3     
21 0         
22   16       
23 0         
24   17       
25   8       

初回捕獲数 223 144 42 1 2 
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調査２日目に実施した再捕獲調査の結果を表６－３に示した。 

同表に示したとおりカワバタモロコを 347 個体捕獲した。 

調査地点のうち、本種を最も多く捕獲したのは№１の 63 個体と全体の約 18％を、次いで№

２の 62 個体で同じく約 18％を占めていた。 

また、捕獲した個体について、鰭切りの有無を確認したところ、表６－４に示したとおり 347

個体のうち、鰭切りが行われていたのは 21 個体であった。 

その他の捕獲種はタモロコ、モツゴ、フナ、ヨシノボリ sp.の４種であった。 

 

表６－３ 再捕獲調査の捕獲魚類種及び個体数 

地点№ ｶﾜﾊﾞﾀﾓﾛｺ ﾀﾓﾛｺ ﾓﾂｺﾞ ﾌﾅ ﾖｼﾉﾎﾞﾘ sp 
1 63 12 8     
2 62 5 16 1   
3 28 1 8 1   
4 36 2 11     
5 20 11 11     
6 10 1 3   1 
7     2     
8 7 15 9 1   
9 4 13     1 
10 1 3 1   2 
11 21 9 9 1   
12 25 4 14 1   
13 3 9       
14 1   1     
15   1 5 1   
16 11 8 3     
17 25 17 19 1   
18 30 25 11     
19   12 3     
20   15 4     
21           
22   4 1     
23         1 
24   2       
25   16       

再度捕獲数 347 185 139 7 5 
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表６－４ カワバタモロコ鰭切り確認状況（第２日目） 

確認状況 個体数 

鰭切りなし 326 

鰭切りあり 21 

総 数 347 

 

５－２ 総個体数の推定 

捕獲調査の結果から、１日目に捕獲し、鰭切り後放流したカワバタモロコの個体数と、２日

目に再捕獲した総個体数及び、そのうち鰭切りの行われていた個体数を用いて、当該池に生息

する総個体数を以下のとおり推定した。 

 

（１）推定方法 

当該池に生息するカワバタモロコ総個体数の推定には移出入の効果が無視できるものとする、

Petersen の式を用いた。 

 個 体 数：Ｎ＝（Ｒ／ｒ）Ｃ 

 標準偏差：ＳＤ（Ｎ）＝〔Ｒ２Ｃ（Ｃ－ｒ）／ｒ３〕１／２ 

 

ただし、Ｒ：１回目の標識放流数 

      Ｃ：２回目の捕獲全個体数 

      ｒ：再捕獲個体数 

      95％信頼限界係数：1.96 

 

（２）推定結果 

当該池で、８月 27 日に 223 個体のカワバタモロコを捕獲し、全個体に鰭切りをし、標識個体

として放流した。 

翌 28 日、前日とほぼ同じ時間帯に同じ方法で捕獲作業を行った。 

全捕獲個体数は 347 個体で、そのうち、再捕獲個体数は 21 個体であった。 

これらの数値を上記の計算式に当てはめ、個体数推定を行うと、生息個体数は 3,685±779

（95％信頼限界）個体となった。 
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６．まとめ 

今回の調査の結果、当該池におけるカワバタモロコの生息推定個体数は 3,685±779 個体とな

った。 

今回の値を図６－２に示した過去の調査結果と比較すると、今回の推定個体数は平成 10 年

（約 3000 個体）をやや上回る値であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６－２ 過去の調査結果との比較 
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第８節 大気汚染指標種の観察 

１．調査概要 

事業実施区域周辺において生育を確認している、大気汚染指標種（ウメノキゴケ）の施設供

用後における生育状況を観察した。 

 

２．調査年月日及び調査方法 

調査年月日及び調査方法を表８－１に示した。 

観察の内容は、大きさ、葉状体裏面の色（表面の色は水分条件によって変化しやすい）、細胞

の崩壊の有無といった生育状況を記録した。 

 

表８－１ 調査年月日及び調査方法 

調査年月日 調査対象種 調査方法 

平成 14 年 10 月 31 日 ウメノキゴケ 現地観察及び写真撮影 

 

３．調査地点 

調査は図８－１に示した本種の生育を確認した２地点で行った。 

 

４．調査結果及びまとめ 

事業実施区域周辺の２地点でウメノキゴケの観察を行った結果、表８－２に示したとおり、

葉状体の色は良く、細胞の崩壊が見られなかったことから生育状況は良好であり、本事業の実

施による影響はないと考えられる。 

 

表８－２ ウメノキゴケの確認状況 

調査時期 
確認 
地点 

生育木 
大きさ 
（cm） 

色 細 胞 備 考 

ＵＫ１ キリ 7.5×8.5 
葉状体裏面はつ
やのある褐色 

崩壊なし 
左下の 1/4 が欠けてい
る 

5.0×5.0 
葉状体裏面はつ
やのある褐色 

崩壊なし 
周囲に小ぶりの株が複
数見られ、生育環境は
良好 

平成 14 年 
10 月 31 日 

ＵＫ２ 
ソメイヨ
シノ 

5.5×3.5 
葉状体裏面はつ
やのある褐色 

崩壊なし 
周囲に小ぶりの株が複
数見られ、生育環境は
良好 

ＵＫ１ キリ 6.8×8.0 
葉状体裏面はつ
やのある褐色 

崩壊なし 
左下の 1/4 が欠けてい
る 

4.0×4.0 
葉状体裏面はつ
やのある褐色 

崩壊なし 
周囲に小ぶりの株が複
数見られ、生育環境は
良好 

参考 
（昨年度事
後調査） 
平成 13 年 
10 月 15 日 

ＵＫ２ 
ソメイヨ
シノ 

5.0×3.0 
葉状体裏面はつ
やのある褐色 

崩壊なし 
周囲に小ぶりの株が複
数見られ、生育環境は
良好 
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写真８－１ ウメノキゴケ調査風景 

 

写真８－２ ウメノキゴケ 
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第９節 事後調査の実施業者 

氏   名：(財)三重県環境保全事業団 

住   所：三重県安芸郡河芸町大字上野 3258 番地 

代 表 者：理事長  若 山  明 夫 
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資料－１ 土壌動物確認種一覧 

綱 名 目 名 亜目/上科 名 科 名 種         名 数量 
線虫 - - - 線虫綱の一種 Nematoda spp. 3 

マキガイ マイマイ - ベッコウマイマイ 
ベッコウマイマイ科
の一種 

Helicarionnidae.sp 5 

 - - - マキガイ綱の一種 Gastropoda sp. 2 
ミミズ イトミミズ - ヒメミミズ ヒメミミズ科の一種 Enchytraeidae sp. 8 
 ナガミミズ - フトミミズ フトミミズ属の一種 Pheretima sp. 1 
 - - - ミミズ綱の一種 Oligochaeta sp. 1 

クモ ダニ 
ト ゲ ダ ニ / 
- 

ヤドリダニ ヤドリダニ科の一種 Parasitidae sp. 1 

   ツブトゲダニ 
ツブトゲダニ科の一
種 

Ologamasidae sp. 11 

   マヨイダニ 
アトツノダニ属の一
種 

Asca sp. 8 

   ホコダニ 
ヘラゲホコダニ属の
一種 

Holaspulus sp. 26 

    ホコダニ科の一種① Parpholaspidae sp.1 4 
    ホコダニ科の一種② Parpholaspidae sp.2 8 
   ヤリダニ ヤリダニ科の一種 Eviphididae sp. 2 
   イトダニ イトダニ科の一種 Uropodidae spp. 5 

   - 
トゲダニ亜目の一種
① 

Gamasida sp.1 1 

    
トゲダニ亜目の一種
② 

Gamasida sp.2 1 

    トゲダニ亜目 Gamasida spp. 22 

  
ケ ダ ニ / 
- 

テングダニ テングダニ科の一種 Bdellidae sp. 2 

   ナミケダニ ナミケダニ科の一種 Trombidiidae sp. 1 
   - ケダニ亜目の一種① Prostigmata sp.1 3 
    ケダニ亜目の一種② Prostigmata sp.2 6 
    ケダニ亜目の一種③ Prostigmata sp.3 3 
    ケダニ亜目 Prostigmata spp. 2 

  
サ サ ラ ダ ニ / 
- 

ヘソイレコダニ 
ヘソイレコダニ科の
一種 

Euphthiracaridae sp. 6 

   アミメオニダニ 
アミメオニダニ科の
一種 

Nothridae sp. 1 

   オニダニ オニダニ科の一種 Camisiidae sp. 5 

   モンツキダニ 
モンツキダニ科の一
種 

Trhypochthoniidae sp. 2 

   ニオウダニ 
ニオウダニ属の一種
① 

Hermannia sp.1 11 

    
ニオウダニ属の一種
② 

Hermannia sp.2 21 

    ニオウダニ属 Hermannia spp. 41 
    ニオウダニ科 Hermanniidae spp. 15 

   ウズタカダニ 
ウズタカダニ科の一
種 

Liodidae sp. 12 

   ジュズダニモドキ 
ジュズダニモドキ科
の一種 

Gymnodamaeidae sp. 1 

   ジュズダニ 
ジュズダニ科の一種
① 

Damaeidae sp.1 45 

    
ジュズダニ科の一種
② 

Damaeidae sp.2 1 

    
ジュズダニ科の一種
③ 

Damaeidae sp.3 2 
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綱 名 目 名 亜目/上科 名 科 名 種         名 数量 

クモ ダニ 
サ サ ラ ダ ニ / 
- 

ジュズダニ 
ジュズダニ科の一種
④ 

Damaeidae sp.4 2 

    ジュズダニ科 Damaeidae spp. 28 

   アミメマントダニ 
アミメマントダニ科
の一種 

Heterobeldidae sp. 5 

   マルトゲダニ 
マルトゲダニ科の一
種 

Tenuialidae sp. 52 

   イカダニ イカダニ科の一種 Otocepheidae sp. 20 
   ツブダニ ツブダニ科の一種 Oppiidae sp. 25 

   イカダニモドキ イカダニモドキ 
Tokunocepheus 

mizusawai 
4 

   フリソデダニ 
フリソデダニ科の一
種 

Galumnidae sp. 9 

   - 
ササラダニ亜目の一
種① 

Oribatida sp.1 12 

    
ササラダニ亜目の一
種② 

Oribatida sp.2 1 

    
ササラダニ亜目の一
種③ 

Oribatida sp.3 1 

    
ササラダニ亜目の一
種④ 

Oribatida sp.4 1 

    
ササラダニ亜目の一
種⑤ 

Oribatida sp.5 3 

    
ササラダニ亜目の一
種⑥ 

Oribatida sp.6 7 

    
ササラダニ亜目の一
種⑦ 

Oribatida sp.7 7 

    ササラダニ亜目 Oribatida spp. 17 
  - - ダニ目の一種 ACARI sp. 1 
 クモ フツウクモ/  - タマゴグモ オキツハネグモ Orchestina okitsui 1 
    タマゴグモ科の一種 Oonopidae sp. 6 
   マシラグモ マシラグモ科の一種 Leptonetidae sp. 2 
   フクログモ フクログモ属の一種 Clubiona sp. 3 

   アシダカグモ 
アシダカグモ科の一
種① 

Heteropodidae sp.1 1 

    
アシダカグモ科の一
種② 

Heteropodidae sp.2 1 

   カニグモ カニグモ科の一種① Thomisidae sp.1 2 
    カニグモ科の一種② Thomisidae sp.2 1 
    カニグモ科の一種③ Thomisidae sp.3 1 
    カニグモ科の一種④ Thomisidae sp.4 4 
    カニグモ科の一種④ Thomisidae sp.5 2 
    カニグモ科 Thomisidae sp. 4 
   エビグモ エビグモ科の一種 Philodromidae sp. 1 

甲殻 ワラジムシ - 
トウヨウワラジム
シ 

ハヤシワラジムシ属
の一種 

Nagurus sp. 10 

   ワラジムシ ワラジムシ Procellio scaber 9 

   
コシビロダンゴム
シ 

セグロコシビロダン
ゴムシ 

Sphaerillo dorsalis 7 

    
コシビロダンゴムシ
属 の一種 

Sphaerilo sp. 15 

   オカダンゴムシ オカダンゴムシ Armadillidium vulgare 2 
ヤスデ フサヤスデ - フサヤスデ フサヤスデ科の一種 Polyxenidae sp. 6 
ムカデ オオムカデ - オオムカデ アカムカデ属の一種 Scolopocryptops sp. 1 
 イシムカデ - イシムカデ イシムカデ属の一種 Lithobius sp. 2 
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綱 名 目 名 亜目/上科 名 科 名 種         名 数量 

ムカデ イシムカデ - イシムカデ 
ヒトフシムカデ属の
一種 

Monotarsobius sp. 6 

 ジムカデ - - ジムカデ目の一種 Geophilomorpha sp. 2 
コムカデ - - - コムカデ綱の一種 SYMPHYLA spp. 8 

昆虫 トビムシ 
ﾌｼﾄﾋﾞﾑｼ/ﾐｽﾞﾄﾋﾞ
ﾑｼ 

ヒメトビムシ 
ヒメトビムシ科の一
種 

Hypogastruridae sp. 56 

   イボトビムシ 
イボトビムシ亜科の
一種 

Neanurinae sp. 16 

    
ヤマトビムシ亜科の
一種① 

Pseudachoruti sp.1 9 

昆虫 トビムシ 
ﾌｼﾄﾋﾞﾑｼ/ﾐｽﾞﾄﾋﾞ
ﾑｼ 

イボトビムシ 
ヤマトビムシ亜科の
一種② 

Pseudachoruti sp.2 5 

    イボトビムシ科 Neanuridae sp. 3 

   シロトビムシ 
シロトビムシ科の一
種① 

Onychiuridae sp.1 69 

    
シロトビムシ科の一
種② 

Onychiuridae sp.2 7 

    
シロトビムシ科の一
種③ 

Onychiuridae sp.3 3 

    
シロトビムシ科の一
種④ 

Onychiuridae sp.4 2 

    シロトビムシ科 Onychiuridae spp. 180 

  
ﾌｼﾄﾋﾞﾑｼ/ｱﾔﾄﾋﾞﾑ
ｼ 

ツチトビムシ 
ツチトビムシ科の一
種① 

Isotomidae sp.1 10 

    
ツチトビムシ科の一
種② 

Isotomidae sp.2 3 

    
ツチトビムシ科の一
種③ 

Isotomidae sp.3 3 

    
ツチトビムシ科の一
種④ 

Isotomidae sp.4 13 

    
ツチトビムシ科の一
種⑤ 

Isotomidae sp.5 1 

    
ツチトビムシ科の一
種⑥ 

Isotomidae sp.6 430 

    
ツチトビムシ科の一
種⑦ 

Isotomidae sp.7 9 

    
ツチトビムシ科の一
種⑧ 

Isotomidae sp.8 3 

    
ツチトビムシ科の一
種⑨ 

Isotomidae sp.9 2 

    
ツチトビムシ科の一
種⑩ 

Isotomidae sp.10 14 

    ツチトビムシ科 Isotomidae spp. 289 

   トゲトビムシ 
トゲトビムシ科の一
種① 

Tomoceridae sp.1 1 

    
トゲトビムシ科の一
種② 

Tomoceridae sp.2 18 

    
トゲトビムシ科の一
種③ 

Tomoceridae sp.3 1 

    
トゲトビムシ科の一
種④ 

Tomoceridae sp.4 1 

    
トゲトビムシ科の一
種 

Tomoceridae spp. 3 

   アヤトビムシ 
アヤトビムシ科の一
種① 

Entomobryidae sp.1 46 

    
アヤトビムシ科の一
種② 

Entomobryidae sp.2 7 
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綱 名 目 名 亜目/上科 名 科 名 種         名 数量 

昆虫 トビムシ 
ﾌｼﾄﾋﾞﾑｼ/ｱﾔﾄﾋﾞﾑ
ｼ 

アヤトビムシ 
アヤトビムシ科の一
種③ 

Entomobryidae sp.3 15 

    アヤトビムシ科 Entomobryidae spp. 16 

   ヒゲナガトビムシ 
ヒゲナガトビムシ科
の一種 

Paronellidae sp. 2 

  
マルトビムシ/ 
- 

マルトビムシ 
クモトビムシ亜科の
一種 

Dicyrtominae sp. 2 

    
マルトビムシ亜科の
一種 

Sminhurinae sp. 1 

 コムシ - ナガコムシ ナガコムシ属の一種 Campodea sp. 2 

 チャタテムシ - - 
チャタテムシ目の一
種 

PSOCOPTERA sp. 1 

 アザミウマ 
ア ザ ミ ウ マ / 
- 

アザミウマ アザミウマ科の一種 Thripidae sp. 2 

  
ｸ ﾀ ﾞ ｱ ｻ ﾞ ﾐ ｳ ﾏ / 
- 

クダアザミウマ 
ズキンクダアザミウ
マ属の一種 

Stephanothrips sp. 2 

    
クダアザミウマ科の
一種 

Phlaeothripidae sp. 1 

 カメムシ - - カメムシ目の一種 Hemiptera sp. 2 

 コウチュウ 
オサムシ/オサ
ムシ 

オサムシ 
ヒメクロツヤヒラタ
ゴミムシ 

Synuchus congruus 1 

    
キボシアトキリゴミ
ムシ 

Anomotarus stigmula 1 

  ｶﾌﾞﾄﾑｼ/ﾊﾈｶｸｼ ハネカクシ 
オオマルズハネカク
シ 

Domene crassicornis 2 

    ハネカクシ科の一種 Staphylinidae sp. 1 

   アリヅカムシ 
アリヅカムシ科の一
種① 

Pselaphidae sp.1 5 

    
アリヅカムシ科の一
種② 

Pselaphidae sp.2 3 

    
アリヅカムシ科の一
種③ 

Pselaphidae sp.3 1 

    
アリヅカムシ科の一
種④ 

Pselaphidae sp.4 2 

    アリヅカムシ科 Pselaphidae spp. 9 

  ｶﾌﾞﾄﾑｼ/ｺﾒﾂｷﾑｼ ヒゲブトコメツキ 
ヒゲブトコメツキ科
の一種 

Throscdae sp. 2 

  ｶﾌﾞﾄﾑｼ/ﾋﾗﾀﾑｼ ヒメマキムシ ヒメマキムシ Stephastethus chinensis 2 

  ｶﾌﾞﾄﾑｼ/ｿﾞｳﾑｼ ゾウムシ 
イコマケシツチゾウ
ムシ 

Trachyphloeosoma 

advena 
1 

  - - コウチュウ目幼虫 Coleoptera sp. 2 

 ハチ ハチ/クロバチ タマゴクロバチ 
タマゴクロバチ科の
一種 

Scelionidae sp. 2 

  
ハチ/ﾋｹﾞﾅｶﾞｸﾛ
ﾊﾞﾁ 

ヒゲナガクロバチ 
ヒゲナガクロバチ科
の一種 Ceraphronidae sp. 

1 

  ハチ/コバチ トビコバチ トビコバチ科の一種 Encyrtidae sp. 1 
   ツヤコバチ ツヤコバチ科の一種 Aphelinidae sp. 1 
   ノミコバチ ノミコバチ科の一種 Elasmidae sp. 1 

  ハチ/アリ アリ 
オオハリアリ属の一
種 

Brachyponera sp. 1 

    テラニシハリアリ Ponera scabra 1 
    ハリアリ属の一種 Ponera sp. 1 
    イトウハリアリ Proceratium itoi 1 
    キイロシリアゲアリ Crematogaster osakensis 54 
    セダカウロコアリ Epitritus hexamerus 1 
    ヒラタウロコアリ pentastruma canina 6 
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綱 名 目 名 亜目/上科 名 科 名 種         名 数量 
昆虫 ハチ ハチ/アリ アリ オオズアリ属の一種 Pheidole sp. 1 
    トフシアリ Solenopsis japonica 8 
    キタウロコアリ Strumigenys sp.4 1 
    ウロコアリ属の一種 Strumigenys sp. 3 

    
フタフシアリ亜科の
一種 

Myrmicinae sp. 1 

    クロヤマアリ Fomica japonica 1 
    アメイロアリ Paratrechina flavipes 11 
 ハエ - - ハエ目幼虫 Diptera sp. 3 
 - - - 昆虫綱幼虫                    - 30 

9 綱 18 目 - 61 科 126 種 
1993 個
体 

注）種の配列は昆虫綱以外は『日本産土壌動物－分類のための図解検索－』（1999，東海大学出版会）に従った。  
昆虫綱については、『日本産野生生物目録－本邦産野生動植物の種の現状－』（1995，環境庁）に従った。  
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資料－２ 植物生育確認種一覧 

門 科 名 和 名 春季 夏季 秋季 冬季 
シダ植物 ﾋｶｹﾞﾉｶｽﾞﾗ ﾐｽﾞｽｷﾞ   ○ ○ ○ 
    ﾋｶｹﾞﾉｶｽﾞﾗ ○ ○ ○ ○ 
    ﾄｳｹﾞｼﾊﾞ ○ ○ ○ ○ 
  ｲﾜﾋﾊﾞ ｲﾇｶﾀﾋﾊﾞ       ○ 
  ﾄｸｻ ｽｷﾞﾅ ○ ○ ○   
  ﾊﾅﾔｽﾘ ｵｵﾊﾅﾜﾗﾋﾞ     ○ ○ 
    ﾌﾕﾉﾊﾅﾜﾗﾋﾞ ○   ○ ○ 
  ｾﾞﾝﾏｲ ｾﾞﾝﾏｲ ○ ○ ○ ○ 
  ｷｼﾞﾉｵｼﾀﾞ ｵｵｷｼﾞﾉｵ     ○ ○ 
    ｷｼﾞﾉｵｼﾀﾞ ○ ○ ○ ○ 
  ｳﾗｼﾞﾛ ｺｼﾀﾞ ○ ○ ○ ○ 
    ｳﾗｼﾞﾛ ○ ○ ○ ○ 
  ﾌｻｼﾀﾞ ｶﾆｸｻ ○ ○ ○ ○ 
  ｺﾊﾞﾉｲｼｶｸﾞﾏ ｺﾊﾞﾉｲｼｶｸﾞﾏ ○ ○ ○ ○ 
    ｲﾜﾋﾒﾜﾗﾋﾞ   ○ ○ ○ 
    ﾌﾓﾄｼﾀﾞ ○ ○ ○ ○ 
    ｹﾌﾞｶﾌﾓﾄｼﾀﾞ       ○ 
    ﾜﾗﾋﾞ ○ ○ ○ ○ 
  ﾎﾝｸﾞｳｼﾀﾞ ﾎﾗｼﾉﾌﾞ ○ ○ ○ ○ 
  ﾎｳﾗｲｼﾀﾞ ｲﾜｶﾞﾈｾﾞﾝﾏｲ ○   ○ ○ 
    ｲﾜｶﾞﾈｿｳ ○ ○   ○ 
    ﾀﾁｼﾉﾌﾞ ○       
  ｲﾉﾓﾄｿｳ ｵｵﾊﾞﾉｲﾉﾓﾄｿｳ ○     ○ 
    ｲﾉﾓﾄｿｳ ○   ○ ○ 
  ﾁｬｾﾝｼﾀﾞ ﾄﾗﾉｵｼﾀﾞ ○   ○ ○ 
  ｼｼｶﾞｼﾗ ｼｼｶﾞｼﾗ ○ ○ ○ ○ 
    ｺﾓﾁｼﾀﾞ       ○ 
  ｵｼﾀﾞ ｵｵｶﾅﾜﾗﾋﾞ     ○ ○ 
    ﾅﾝｺﾞｸﾅﾗｲｼﾀﾞ   ○ ○ ○ 
    ｵﾆｶﾅﾜﾗﾋﾞ ○     ○ 
    ﾘｮｳﾒﾝｼﾀﾞ ○ ○ ○ ○ 
    ｵﾆﾔﾌﾞｿﾃﾂ       ○ 
    ﾔﾌﾞｿﾃﾂ ○     ○ 
    ﾔﾏｲﾀﾁｼﾀﾞ   ○ ○ ○ 
    ｻｲｺﾞｸﾍﾞﾆｼﾀﾞ ○     ○ 
    ﾍﾞﾆｼﾀﾞ ○ ○ ○ ○ 
    ﾏﾙﾊﾞﾍﾞﾆｼﾀﾞ ○     ○ 
    ｵｵﾍﾞﾆｼﾀﾞ   ○ ○ ○ 
    ｷﾞﾌﾍﾞﾆｼﾀﾞ     ○ ○ 
    ｸﾏﾜﾗﾋﾞ ○     ○ 
    ﾄｳｺﾞｸｼﾀﾞ   ○ ○ ○ 
    ｵｵｲﾀﾁｼﾀﾞ     ○ ○ 
    ﾀﾆﾍｺﾞ ○ ○ ○ ○ 
    ｵｸﾏﾜﾗﾋﾞ   ○ ○ ○ 
    ｲﾉﾃﾞ ○ ○ ○ ○ 
    ｻｲｺﾞｸｲﾉﾃﾞ ○     ○ 
  ﾋﾒｼﾀﾞ ﾐｿﾞｼﾀﾞ ○   ○   
    ﾎｼﾀﾞ ○ ○ ○ ○ 
    ｺﾊｼｺﾞｼﾀﾞ   ○ ○ ○ 
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門 科 名 和 名 春季 夏季 秋季 冬季 
シダ植物 ﾋﾒｼﾀﾞ ｹﾞｼﾞｹﾞｼﾞｼﾀﾞ ○       
    ﾊｼｺﾞｼﾀﾞ ○ ○ ○ ○ 
    ﾊﾘｶﾞﾈﾜﾗﾋﾞ   ○ ○   
    ｱｵﾊﾘｶﾞﾈﾜﾗﾋﾞ   ○ ○   
    ﾔﾜﾗｼﾀﾞ ○ ○ ○   
    ﾋﾒﾜﾗﾋﾞ ○   ○   
    ﾐﾄﾞﾘﾋﾒﾜﾗﾋﾞ   ○ ○   
  ﾒｼﾀﾞ ｶﾗｸｻｲﾇﾜﾗﾋﾞ   ○     
    ｻﾄﾒｼﾀﾞ   ○ ○   
    ﾎｿﾊﾞｲﾇﾜﾗﾋﾞ ○ ○ ○   
    ｲﾇﾜﾗﾋﾞ   ○ ○   
    ﾀﾆｲﾇﾜﾗﾋﾞ     ○ ○ 
    ﾔﾏｲﾇﾜﾗﾋﾞ   ○ ○   
    ﾋﾛﾊｲﾇﾜﾗﾋﾞ ○ ○ ○   
    ｼｹﾁｼﾀﾞ ○       
    ｼｹｼﾀﾞ ○ ○ ○   
    ﾐﾔﾏﾉｺｷﾞﾘｼﾀﾞ       ○ 
    ﾍﾗｼﾀﾞ       ○ 
    ﾉｺｷﾞﾘｼﾀﾞ ○       
  ｳﾗﾎﾞｼ ﾐﾂﾃﾞｳﾗﾎﾞｼ   ○   ○ 
    ﾏﾒﾂﾞﾀ     ○   
    ﾉｷｼﾉﾌﾞ ○   ○ ○ 
    ｻｼﾞﾗﾝ ○       
種子植物 ﾏﾂ ｱｶﾏﾂ ○ ○ ○ ○ 
    ｱｲｸﾞﾛﾏﾂ     ○ ○ 
    ｸﾛﾏﾂ ○ ○ ○ ○ 
  ｽｷﾞ ｽｷﾞ ○ ○ ○ ○ 
  ﾋﾉｷ ﾋﾉｷ ○ ○ ○ ○ 
  ｲﾇﾏｷ ｲﾇﾏｷ ○       
  ﾔﾏﾓﾓ ﾔﾏﾓﾓ ○ ○ ○ ○ 
  ﾔﾅｷﾞ ﾔﾏﾅﾗｼ ○ ○ ○   
    ﾊﾞｯｺﾔﾅｷﾞ ○       
    ﾏﾙﾊﾞﾔﾅｷﾞ ○ ○ ○   
    ﾀﾁﾔﾅｷﾞ ○   ○   
  ｶﾊﾞﾉｷ ﾊﾝﾉｷ ○ ○ ○ ○ 
  ﾌﾞﾅ ｸﾘ ○ ○ ○ ○ 
    ﾂﾌﾞﾗｼﾞｲ ○ ○ ○ ○ 
    ｽﾀﾞｼﾞｲ     ○ ○ 
    ｸﾇｷﾞ ○ ○ ○   
    ﾅﾗｶﾞｼﾜ     ○   
    ｱﾗｶｼ ○ ○ ○ ○ 
    ｺﾅﾗ ○ ○ ○ ○ 
    ﾂｸﾊﾞﾈｶﾞｼ ○       
    ｱﾍﾞﾏｷ ○ ○   ○ 
  ﾆﾚ ﾑｸﾉｷ ○ ○     
    ｴﾉｷ ○ ○ ○ ○ 
    ｹﾔｷ ○ ○ ○   
  ｸﾜ ｺｳｿﾞ ○       
    ｸﾜｸｻ ○ ○ ○   
    ｲﾇﾋﾞﾜ ○ ○ ○   
    ｶﾅﾑｸﾞﾗ   ○ ○   
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門 科 名 和 名 春季 夏季 秋季 冬季 
種子植物 ｸﾜ ﾔﾏｸﾞﾜ   ○ ○   
  ｲﾗｸｻ ﾔﾌﾞﾏｵ ○       
    ｶﾗﾑｼ ○ ○ ○   
    ﾅﾝﾊﾞﾝｶﾗﾑｼ     ○   
  ﾋﾞｬｸﾀﾞﾝ ｶﾅﾋﾞｷｿｳ ○       
  ﾀﾃﾞ ﾐｽﾞﾋｷ   ○ ○   
    ﾅｶﾞﾊﾞﾉﾔﾉﾈｸﾞｻ     ○   
    ﾎｿﾊﾞﾉｳﾅｷﾞﾂｶﾐ   ○     
    ﾅｶﾞﾊﾞﾉｳﾅｷﾞﾂｶﾐ     ○   
    ｼﾛﾊﾞﾅｻｸﾗﾀﾃﾞ   ○ ○   
    ｲﾇﾀﾃﾞ   ○ ○   
    ﾔﾉﾈｸﾞｻ   ○ ○   
    ﾎﾞﾝﾄｸﾀﾃﾞ ○   ○   
    ﾐｿﾞｿﾊﾞ ○   ○   
    ﾊﾅﾀﾃﾞ     ○   
    ｲﾀﾄﾞﾘ ○ ○ ○ ○ 
    ｽｲﾊﾞ ○ ○ ○ ○ 
    ﾋﾒｽｲﾊﾞ ○       
    ﾅｶﾞﾊﾞｷﾞｼｷﾞｼ     ○ ○ 
    ｷﾞｼｷﾞｼ ○ ○     
    ｴｿﾞﾉｷﾞｼｷﾞｼ     ○ ○ 
  ﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ ﾖｳｼｭﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ ○ ○ ○   
  ｻﾞｸﾛｿｳ ｻﾞｸﾛｿｳ ○       
  ｽﾍﾞﾘﾋﾕ ｽﾍﾞﾘﾋﾕ   ○     
  ﾅﾃﾞｼｺ ﾐﾐﾅｸﾞｻ ○       
    ｵﾗﾝﾀﾞﾐﾐﾅｸﾞｻ ○   ○ ○ 
    ｳｼﾊｺﾍﾞ ○   ○ ○ 
    ﾂﾒｸｻ ○     ○ 
    ﾉﾐﾉﾌｽﾏ     ○ ○ 
    ｺﾊｺﾍﾞ ○ ○ ○ ○ 
    ﾐﾄﾞﾘﾊｺﾍﾞ ○       
  ｱｶｻﾞ ｹｱﾘﾀｿｳ   ○ ○   
    ｼﾛｻﾞ   ○     
    ｱｶｻﾞ ○       
  ﾋﾕ ﾋｶｹﾞｲﾉｺｽﾞﾁ ○ ○     
    ﾋﾅﾀｲﾉｺｽﾞﾁ ○ ○ ○   
    ｲﾇﾋﾞﾕ   ○ ○   
    ｹｲﾄｳ     ○   
  ﾏﾂﾌﾞｻ ｻﾈｶｽﾞﾗ ○   ○ ○ 
  ｼｷﾐ ｼｷﾐ ○ ○     
  ｸｽﾉｷ ｸｽﾉｷ ○ ○ ○ ○ 
    ﾔﾌﾞﾆｯｹｲ ○ ○ ○ ○ 
    ﾀﾌﾞﾉｷ ○ ○ ○ ○ 
    ｼﾛﾀﾞﾓ ○ ○ ○ ○ 
  ｷﾝﾎﾟｳｹﾞ ｾﾝﾆﾝｿｳ ○ ○ ○   
    ｹｷﾂﾈﾉﾎﾞﾀﾝ ○       
    ｷﾂﾈﾉﾎﾞﾀﾝ ○ ○ ○ ○ 
  ﾒｷﾞ ﾎｿﾊﾞﾋｲﾗｷﾞﾅﾝﾃﾝ       ○ 
    ﾋｲﾗｷﾞﾅﾝﾃﾝ ○   ○ ○ 
    ﾅﾝﾃﾝ       ○ 
  ｱｹﾋﾞ ｱｹﾋﾞ ○     ○ 
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門 科 名 和 名 春季 夏季 秋季 冬季 
種子植物 ｱｹﾋﾞ ﾐﾂﾊﾞｱｹﾋﾞ ○ ○ ○ ○ 
    ｺﾞﾖｳｱｹﾋﾞ     ○   
  ﾂﾂﾞﾗﾌｼﾞ ｱｵﾂﾂﾞﾗﾌｼﾞ ○ ○ ○   
  ﾄﾞｸﾀﾞﾐ ﾄﾞｸﾀﾞﾐ ○ ○ ○   
  ｾﾝﾘｮｳ ｷﾐﾉｾﾝﾘｮｳ       ○ 
    ｾﾝﾘｮｳ ○   ○   
  ﾂﾊﾞｷ ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ ○ ○     
    ｻｻﾞﾝｶ ○ ○     
    ﾁｬﾉｷ ○ ○ ○ ○ 
    ｻｶｷ ○ ○ ○   
    ﾋｻｶｷ ○ ○ ○ ○ 
  ｵﾄｷﾞﾘｿｳ ｵﾄｷﾞﾘｿｳ ○       
    ﾋﾒｵﾄｷﾞﾘ   ○     
    ｺｹｵﾄｷﾞﾘ ○ ○   ○ 
    ﾅｶﾞｻｷｵﾄｷﾞﾘ   ○ ○   
  ﾓｳｾﾝｺﾞｹ ﾄｳｶｲｺﾓｳｾﾝｺﾞｹ ○ ○     
  ｹｼ ﾑﾗｻｷｹﾏﾝ       ○ 
  ｱﾌﾞﾗﾅ ｱﾌﾞﾗﾅ ○       
    ﾅｽﾞﾅ       ○ 
    ﾀﾁﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ     ○   
    ﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ ○     ○ 
    ｵｵﾊﾞﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ     ○   
    ｲﾇｶﾞﾗｼ ○ ○ ○   
    ｽｶｼﾀｺﾞﾎﾞｳ ○       
  ﾍﾞﾝｹｲｿｳ ｺﾓﾁﾏﾝﾈﾝｸﾞｻ ○   ○ ○ 
  ﾕｷﾉｼﾀ ﾁﾀﾞｹｻｼ     ○   
    ﾔﾏﾈｺﾉﾒｿｳ       ○ 
    ｳﾂｷﾞ ○ ○ ○ ○ 
    ｺｱｼﾞｻｲ ○ ○     
    ｶﾞｸｱｼﾞｻｲ ○   ○ ○ 
    ﾉﾘｳﾂｷﾞ ○ ○ ○   
    ﾕｷﾉｼﾀ ○     ○ 
  ﾊﾞﾗ ﾋﾒｷﾝﾐｽﾞﾋｷ   ○ ○   
    ｷﾝﾐｽﾞﾋｷ ○ ○ ○   
    ﾍﾋﾞｲﾁｺﾞ     ○ ○ 
    ﾔﾌﾞﾍﾋﾞｲﾁｺﾞ ○       
    ﾅﾂﾕｷｿｳ       ○ 
    ｶﾅﾒﾓﾁ ○ ○ ○ ○ 
    ｷｼﾞﾑｼﾛ ○       
    ﾐﾂﾊﾞﾂﾁｸﾞﾘ     ○   
    ｵﾍﾋﾞｲﾁｺﾞ ○ ○ ○ ○ 
    ｶﾏﾂｶ ○ ○ ○   
    ｲﾇｻﾞｸﾗ ○       
    ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ ○       
    ﾔﾏｻﾞｸﾗ ○ ○ ○ ○ 
    ｳﾒ ○ ○   ○ 
    ﾉｲﾊﾞﾗ ○   ○ ○ 
    ﾐﾔｺｲﾊﾞﾗ ○ ○ ○ ○ 
    ﾃﾘﾊﾉｲﾊﾞﾗ ○ ○ ○   
    ﾌﾕｲﾁｺﾞ ○   ○ ○ 
    ｸﾏｲﾁｺﾞ ○       
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門 科 名 和 名 春季 夏季 秋季 冬季 
種子植物 ﾊﾞﾗ ﾐﾔﾏﾌﾕｲﾁｺﾞ   ○ ○ ○ 
    ｸｻｲﾁｺﾞ ○ ○ ○   
    ﾊﾞﾗｲﾁｺﾞ   ○   ○ 
    ﾆｶﾞｲﾁｺﾞ ○ ○ ○   
    ﾅｶﾞﾊﾞﾓﾐｼﾞｲﾁｺﾞ ○   ○ ○ 
    ﾜﾚﾓｺｳ ○ ○ ○   
    ｱｽﾞｷﾅｼ ○   ○   
  ﾏﾒ ﾈﾑﾉｷ ○ ○ ○   
    ｲﾀﾁﾊｷﾞ ○   ○   
    ﾔﾌﾞﾏﾒ ○ ○ ○   
    ﾎﾄﾞｲﾓ   ○     
    ﾇｽﾋﾞﾄﾊｷﾞ ○ ○ ○   
    ｱﾚﾁﾇｽﾋﾞﾄﾊｷﾞ ○   ○   
    ﾉｻｻｹﾞ ○   ○   
    ﾉｱｽﾞｷ   ○     
    ｺﾏﾂﾅｷﾞ ○ ○ ○   
    ﾀｲﾘｸｺﾏﾂﾅｷﾞ     ○   
    ﾔﾊｽﾞｿｳ ○ ○ ○   
    ｷﾊｷﾞ ○       
    ﾒﾄﾞﾊｷﾞ ○ ○ ○   
    ﾏﾙﾊﾞﾊｷﾞ ○ ○ ○   
    ﾂｸｼﾊｷﾞ   ○ ○ ○ 
    ﾈｺﾊｷﾞ ○ ○ ○   
    ﾐﾔｺｸﾞｻ ○   ○ ○ 
    ｺﾒﾂﾌﾞｳﾏｺﾞﾔｼ ○       
    ﾅﾂﾌｼﾞ ○ ○ ○   
    ｸｽﾞ ○ ○ ○   
    ﾀﾝｷﾘﾏﾒ   ○     
    ｸﾗﾗ   ○     
    ｺﾒﾂﾌﾞﾂﾒｸｻ ○   ○ ○ 
    ｼﾛﾂﾒｸｻ ○   ○ ○ 
    ﾔﾊｽﾞｴﾝﾄﾞｳ ○   ○ ○ 
    ｽｽﾞﾒﾉｴﾝﾄﾞｳ ○       
    ｶｽﾏｸﾞｻ ○       
    ﾌｼﾞ ○ ○ ○ ○ 
  ｶﾀﾊﾞﾐ ｶﾀﾊﾞﾐ ○ ○ ○ ○ 
    ｱｶｶﾀﾊﾞﾐ ○     ○ 
    ﾑﾗｻｷｶﾀﾊﾞﾐ ○ ○ ○ ○ 
    ｵｯﾀﾁｶﾀﾊﾞﾐ ○ ○     
  ﾌｳﾛｿｳ ｱﾒﾘｶﾌｳﾛ ○   ○   
    ｹﾞﾝﾉｼｮｳｺ ○       
  ﾄｳﾀﾞｲｸﾞｻ ｴﾉｷｸﾞｻ   ○ ○   
    ｱﾌﾞﾗｷﾞﾘ ○       
    ｵｵﾆｼｷｿｳ   ○ ○   
    ｺﾆｼｷｿｳ   ○ ○   
    ｱｶﾒｶﾞｼﾜ ○ ○ ○ ○ 
  ﾕｽﾞﾘﾊ ﾕｽﾞﾘﾊ   ○     
  ﾐｶﾝ ｻﾝｼｮｳ     ○   
  ﾋﾒﾊｷﾞ ﾋﾒﾊｷﾞ ○ ○ ○   
  ｳﾙｼ ﾂﾀｳﾙｼ ○       
    ﾇﾙﾃﾞ ○ ○ ○   
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門 科 名 和 名 春季 夏季 秋季 冬季 
種子植物 ｳﾙｼ ﾊｾﾞﾉｷ ○ ○ ○   
    ﾔﾏﾊｾﾞ ○   ○   
    ﾔﾏｳﾙｼ ○ ○ ○ ○ 
  ｶｴﾃﾞ ｳﾘｶｴﾃﾞ     ○   
    ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ ○ ○ ○   
  ﾓﾁﾉｷ ｲﾇﾂｹﾞ ○ ○ ○ ○ 
    ﾓﾁﾉｷ     ○ ○ 
    ｱｵﾊﾀﾞ ○ ○ ○   
    ｿﾖｺﾞ ○ ○ ○ ○ 
    ｸﾛｶﾞﾈﾓﾁ ○ ○ ○ ○ 
    ｳﾒﾓﾄﾞｷ ○   ○   
  ﾆｼｷｷﾞ ﾂﾙｳﾒﾓﾄﾞｷ ○       
    ﾏﾕﾐ ○       
  ﾐﾂﾊﾞｳﾂｷﾞ ｺﾞﾝｽﾞｲ ○ ○ ○   
    ﾐﾂﾊﾞｳﾂｷﾞ ○       
  ｸﾛｳﾒﾓﾄﾞｷ ｲｿﾉｷ ○ ○ ○   
  ﾌﾞﾄﾞｳ ﾉﾌﾞﾄﾞｳ ○ ○ ○   
    ｷﾚﾊﾞﾉﾌﾞﾄﾞｳ   ○     
    ﾔﾌﾞｶﾞﾗｼ ○ ○ ○   
    ｱﾒﾘｶﾂﾞﾀ   ○   ○ 
    ﾂﾀ ○ ○ ○   
    ｴﾋﾞﾂﾞﾙ ○ ○     
    ｵﾄｺﾌﾞﾄﾞｳ     ○   
  ｱｵｲ ﾓﾐｼﾞｱｵｲ     ○   
  ｸﾞﾐ ﾂﾙｸﾞﾐ ○       
    ﾅﾜｼﾛｸﾞﾐ     ○ ○ 
  ｽﾐﾚ ﾅｶﾞﾊﾞﾉｽﾐﾚｻｲｼﾝ ○       
    ﾋﾒｽﾐﾚ ○       
    ﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ ○ ○ ○ ○ 
    ｺｽﾐﾚ ○ ○ ○   
    ｽﾐﾚ ○ ○ ○   
    ﾆｵｲﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ       ○ 
    ﾅｶﾞﾊﾞﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ ○ ○ ○ ○ 
    ﾌﾓﾄｽﾐﾚ     ○   
    ﾂﾎﾞｽﾐﾚ     ○   
    ｼﾊｲｽﾐﾚ ○ ○ ○   
  ｷﾌﾞｼ ｷﾌﾞｼ   ○     
  ｳﾘ ｱﾏﾁｬﾂﾞﾙ ○       
    ｽｽﾞﾒｳﾘ     ○   
    ｶﾗｽｳﾘ   ○ ○   
  ﾐｿﾊｷﾞ ﾐｿﾊｷﾞ ○ ○     
  ﾋｼ ﾋｼ ○ ○     
  ｱｶﾊﾞﾅ ｱｶﾊﾞﾅ     ○   
    ﾐｽﾞﾕｷﾉｼﾀ     ○   
    ﾒﾏﾂﾖｲｸﾞｻ   ○ ○   
    ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ ○     ○ 
  ｱﾘﾉﾄｳｸﾞｻ ｱﾘﾉﾄｳｸﾞｻ   ○ ○   
  ｳﾘﾉｷ ｳﾘﾉｷ ○       
  ﾐｽﾞｷ ｱｵｷ ○ ○   ○ 
    ｸﾏﾉﾐｽﾞｷ ○   ○   
  ｳｺｷﾞ ｳﾄﾞ ○ ○ ○   
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門 科 名 和 名 春季 夏季 秋季 冬季 
種子植物 ｳｺｷﾞ ﾀﾗﾉｷ ○   ○   
    ｶｸﾚﾐﾉ ○ ○ ○ ○ 
    ﾔﾂﾃﾞ ○ ○ ○ ○ 
    ｷﾂﾞﾀ ○       
    ﾊﾘｷﾞﾘ ○ ○ ○   
  ｾﾘ ﾉﾀﾞｹ   ○ ○   
    ﾂﾎﾞｸｻ ○ ○ ○ ○ 
    ｾﾝﾄｳｿｳ       ○ 
    ﾐﾂﾊﾞ ○ ○ ○ ○ 
    ﾉﾁﾄﾞﾒ ○   ○ ○ 
    ｵｵﾁﾄﾞﾒ ○ ○     
    ﾁﾄﾞﾒｸﾞｻ ○   ○   
    ｾﾘ ○ ○ ○ ○ 
    ﾔﾌﾞﾆﾝｼﾞﾝ       ○ 
    ｳﾏﾉﾐﾂﾊﾞ ○       
    ﾑｶｺﾞﾆﾝｼﾞﾝ ○       
    ﾔﾌﾞｼﾞﾗﾐ ○   ○   
    ｵﾔﾌﾞｼﾞﾗﾐ ○       
  ｲﾜｳﾒ ｵｵｲﾜｶｶﾞﾐ ○ ○ ○ ○ 
  ﾘｮｳﾌﾞ ﾘｮｳﾌﾞ ○ ○ ○ ○ 
  ｲﾁﾔｸｿｳ ｲﾁﾔｸｿｳ ○   ○ ○ 
  ﾂﾂｼﾞ ﾈｼﾞｷ ○ ○ ○ ○ 
    ｱｾﾋﾞ ○ ○ ○ ○ 
    ｻﾂｷ ○ ○     
    ﾔﾏﾂﾂｼﾞ ○ ○ ○ ○ 
    ﾓﾁﾂﾂｼﾞ ○ ○     
    ｼｬｼｬﾝﾎﾞ ○ ○ ○ ○ 
    ｳｽﾉｷ ○ ○   ○ 
    ｱｸｼﾊﾞ ○       
    ﾅﾂﾊｾﾞ ○ ○ ○   
    ｽﾉｷ ○   ○   
  ﾔﾌﾞｺｳｼﾞ ﾏﾝﾘｮｳ ○ ○ ○ ○ 
    ﾔﾌﾞｺｳｼﾞ ○ ○ ○ ○ 
  ｻｸﾗｿｳ ｵｶﾄﾗﾉｵ ○ ○     
    ﾇﾏﾄﾗﾉｵ ○ ○ ○ ○ 
    ｺﾅｽﾋﾞ ○   ○ ○ 
  ｶｷﾉｷ ｶｷﾉｷ ○ ○ ○ ○ 
  ｴｺﾞﾉｷ ｴｺﾞﾉｷ ○ ○ ○   
  ﾊｲﾉｷ ｻﾜﾌﾀｷﾞ ○ ○ ○   
    ﾐﾐｽﾞﾊﾞｲ ○ ○ ○ ○ 
    ｸﾛﾐﾉﾆｼｺﾞﾘ   ○     
  ﾓｸｾｲ ﾈｽﾞﾐﾓﾁ ○ ○ ○ ○ 
    ｲﾎﾞﾀﾉｷ ○ ○ ○ ○ 
    ｵﾆｲﾎﾞﾀ     ○ ○ 
    ｵｵﾊﾞｲﾎﾞﾀ ○       
  ﾘﾝﾄﾞｳ ﾘﾝﾄﾞｳ ○ ○ ○   
    ｾﾝﾌﾞﾘ     ○   
    ﾂﾙﾘﾝﾄﾞｳ ○ ○ ○ ○ 
  ｷｮｳﾁｸﾄｳ ﾃｲｶｶｽﾞﾗ ○ ○ ○ ○ 
    ﾂﾙﾆﾁﾆﾁｿｳ     ○ ○ 
  ｶﾞｶﾞｲﾓ ｽｽﾞｻｲｺ ○   ○   
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門 科 名 和 名 春季 夏季 秋季 冬季 
種子植物 ｱｶﾈ ﾔｴﾑｸﾞﾗ ○   ○ ○ 
    ﾖﾂﾊﾞﾑｸﾞﾗ ○     ○ 
    ｸﾁﾅｼ ○ ○ ○ ○ 
    ﾌﾀﾊﾞﾑｸﾞﾗ   ○     
    ﾊｼｶｸﾞｻ   ○ ○   
    ﾂﾙｱﾘﾄﾞｵｼ ○ ○ ○ ○ 
    ﾍｸｿｶｽﾞﾗ ○ ○ ○   
    ｱｶﾈ   ○ ○   
  ﾋﾙｶﾞｵ ｺﾋﾙｶﾞｵ   ○     
    ﾈﾅｼｶｽﾞﾗ ○       
    ｱﾒﾘｶﾈﾅｼｶｽﾞﾗ   ○ ○   
    ﾏﾒｱｻｶﾞｵ   ○     
    ｱｻｶﾞｵ     ○   
  ﾑﾗｻｷ ﾊﾅｲﾊﾞﾅ     ○ ○ 
    ｷｭｳﾘｸﾞｻ ○   ○   
  ｸﾏﾂﾂﾞﾗ ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ ○ ○ ○   
    ﾔﾌﾞﾑﾗｻｷ ○ ○ ○   
    ｸｻｷﾞ ○ ○ ○ ○ 
    ｱﾚﾁﾊﾅｶﾞｻ ○ ○ ○   
    ﾀﾞｷﾊﾞｱﾚﾁﾊﾅｶﾞｻ     ○ ○ 
  ｼｿ ｷﾗﾝｿｳ ○       
    ﾄｳﾊﾞﾅ ○ ○ ○ ○ 
    ｲﾇﾄｳﾊﾞﾅ       ○ 
    ﾔﾏﾊｯｶ ○ ○ ○   
    ﾎﾄｹﾉｻﾞ ○   ○ ○ 
    ﾋﾒｵﾄﾞﾘｺｿｳ       ○ 
    ｺｼﾛﾈ   ○     
    ﾋﾒｼﾞｿ ○       
    ｲﾇｺｳｼﾞｭ ○ ○ ○ ○ 
    ｳﾂﾎﾞｸﾞｻ ○ ○     
    ｱｷﾉﾀﾑﾗｿｳ ○ ○ ○ ○ 
    ﾀﾂﾅﾐｿｳ ○   ○   
    ｺﾊﾞﾉﾀﾂﾅﾐ   ○ ○   
    ﾎﾅｶﾞﾀﾂﾅﾐｿｳ   ○     
  ﾅｽ ｸｺ     ○ ○ 
    ﾔﾏﾎｵｽﾞｷ   ○ ○   
    ﾋﾖﾄﾞﾘｼﾞｮｳｺﾞ ○ ○ ○   
    ｲﾇﾎｵｽﾞｷ ○ ○ ○   
    ﾀﾏｻﾝｺﾞ     ○   
  ｺﾞﾏﾉﾊｸﾞｻ ｱｾﾞﾄｳｶﾞﾗｼ   ○     
    ｱﾒﾘｶｱｾﾞﾅ   ○     
    ﾄｷﾜﾊｾﾞ ○       
    ｻｷﾞｺﾞｹ ○   ○   
    ﾀﾁｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ ○     ○ 
    ｵｵｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ ○   ○ ○ 
  ﾉｳｾﾞﾝｶｽﾞﾗ ｷﾘ ○ ○ ○ ○ 
  ｷﾂﾈﾉﾏｺﾞ ﾊｸﾞﾛｿｳ     ○   
    ｷﾂﾈﾉﾏｺﾞ   ○ ○   
  ｵｵﾊﾞｺ ｵｵﾊﾞｺ ○ ○ ○ ○ 
    ﾂﾎﾞﾐｵｵﾊﾞｺ ○       
  ｽｲｶｽﾞﾗ ｽｲｶｽﾞﾗ ○ ○ ○ ○ 
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門 科 名 和 名 春季 夏季 秋季 冬季 
種子植物 ｽｲｶｽﾞﾗ ｶﾞﾏｽﾞﾐ ○ ○ ○   
    ｺﾊﾞﾉｶﾞﾏｽﾞﾐ ○ ○ ○   
    ﾊｸｻﾝﾎﾞｸ   ○     
    ｻﾝｺﾞｼﾞｭ ○ ○ ○ ○ 
    ﾀﾆｳﾂｷﾞ ○       
  ｵﾐﾅｴｼ ｵﾐﾅｴｼ ○ ○ ○   
    ｵﾄｺｴｼ ○ ○ ○   
  ｷｷｮｳ ﾂﾘｶﾞﾈﾆﾝｼﾞﾝ ○ ○ ○ ○ 
    ﾂﾙﾆﾝｼﾞﾝ   ○ ○   
    ｱｾﾞﾑｼﾛ   ○ ○   
    ﾀﾆｷﾞｷｮｳ       ○ 
    ｷｷｮｳ ○ ○     
    ｷｷｮｳｿｳ ○       
    ﾋﾅｷﾞｷｮｳ ○       
  ｷｸ ﾇﾏﾀﾞｲｺﾝ     ○   
    ｷｯｺｳﾊｸﾞﾏ ○   ○   
    ﾌﾞﾀｸｻ ○ ○ ○   
    ｸﾜﾓﾄﾞｷ ○ ○ ○   
    ﾏﾙﾊﾞｸﾜﾓﾄﾞｷ     ○   
    ｶﾜﾗﾖﾓｷﾞ ○       
    ﾖﾓｷﾞ ○ ○ ○ ○ 
    ﾔﾏｼﾛｷﾞｸ ○   ○   
    ﾉｺﾝｷﾞｸ ○   ○   
    ｼﾗﾔﾏｷﾞｸ ○ ○ ○   
    ﾋﾛﾊﾎｳｷｷﾞｸ     ○   
    ﾖﾒﾅ ○ ○ ○   
    ｵｹﾗ ○ ○ ○   
    ｱﾒﾘｶｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ ○ ○ ○ ○ 
    ｺｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ     ○ ○ 
    ｺﾔﾌﾞﾀﾊﾞｺ ○       
    ｻｼﾞｶﾞﾝｸﾋﾞｿｳ ○ ○ ○   
    ﾄｷﾝｿｳ ○ ○     
    ﾘｭｳﾉｳｷﾞｸ ○ ○ ○   
    ﾉｱｻﾞﾐ ○ ○ ○ ○ 
    ｽｽﾞｶｱｻﾞﾐ ○ ○ ○   
    ﾜﾀﾑｷｱｻﾞﾐ     ○ ○ 
    ﾋﾒﾑｶｼﾖﾓｷﾞ ○ ○ ○   
    ｵｵｱﾚﾁﾉｷﾞｸ ○ ○ ○ ○ 
    ﾍﾞﾆﾊﾞﾅﾎﾞﾛｷﾞｸ   ○ ○   
    ｱﾒﾘｶﾀｶｻﾌﾞﾛｳ   ○     
    ﾀｶｻﾌﾞﾛｳ     ○   
    ﾀﾞﾝﾄﾞﾎﾞﾛｷﾞｸ   ○     
    ﾋﾒｼﾞｮｵﾝ ○ ○ ○ ○ 
    ﾊﾙｼﾞｵﾝ ○       
    ｹﾅｼﾋﾒﾑｶｼﾖﾓｷﾞ   ○   ○ 
    ﾋﾖﾄﾞﾘﾊﾞﾅ ○ ○ ○ ○ 
    ｻｹﾊﾞﾋﾖﾄﾞﾘ   ○     
    ｻﾜﾋﾖﾄﾞﾘ   ○ ○ ○ 
    ﾊﾊｺｸﾞｻ ○ ○ ○ ○ 
    ﾀﾁﾁﾁｺｸﾞｻ ○       
    ﾁﾁｺｸﾞｻ ○   ○ ○ 
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門 科 名 和 名 春季 夏季 秋季 冬季 
種子植物 ｷｸ ﾁﾁｺｸﾞｻﾓﾄﾞｷ ○ ○ ○   
    ｳﾗｼﾞﾛﾁﾁｺｸﾞｻ ○ ○   ○ 
    ｽｲﾗﾝ     ○   
    ｵｵｼﾞｼﾊﾞﾘ ○ ○ ○ ○ 
    ﾆｶﾞﾅ ○   ○ ○ 
    ｼﾞｼﾊﾞﾘ ○ ○     
    ｱｷﾉﾉｹﾞｼ ○ ○ ○   
    ﾔﾏﾆｶﾞﾅ   ○     
    ﾑﾗｻｷﾆｶﾞﾅ ○ ○ ○   
    ｺｵﾆﾀﾋﾞﾗｺ ○       
    ﾔﾌﾞﾀﾋﾞﾗｺ ○   ○ ○ 
    ﾅｶﾞﾊﾞﾉｺｳﾔﾎﾞｳｷ ○       
    ｺｳﾔﾎﾞｳｷ ○ ○ ○ ○ 
    ﾌｷ ○ ○ ○   
    ｺｳｿﾞﾘﾅ ○ ○ ○ ○ 
    ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ ○ ○ ○ ○ 
    ｱｷﾉｷﾘﾝｿｳ ○ ○ ○   
    ｵﾆﾉｹﾞｼ ○   ○   
    ｱｲﾉｹﾞｼ   ○     
    ﾉｹﾞｼ       ○ 
    ﾊﾙﾉﾉｹﾞｼ ○       
    ｼﾛﾊﾞﾅﾀﾝﾎﾟﾎﾟ ○     ○ 
    ｶﾝｻｲﾀﾝﾎﾟﾎﾟ ○       
    ｾｲﾖｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ ○     ○ 
    ｵｵｵﾅﾓﾐ   ○ ○   
    ｲｶﾞｵﾅﾓﾐ   ○     
    ﾔｸｼｿｳ ○   ○   
    ｵﾆﾀﾋﾞﾗｺ ○   ○   
  ﾕﾘ ﾉﾋﾞﾙ ○   ○   
    ﾊﾗﾝ ○     ○ 
    ｳﾊﾞﾕﾘ ○     ○ 
    ﾊﾏﾕｳ       ○ 
    ﾁｺﾞﾕﾘ ○ ○ ○   
    ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｶﾏ ○ ○ ○ ○ 
    ﾉｶﾝｿﾞｳ     ○ ○ 
    ﾀｶｻｺﾞﾕﾘ ○ ○     
    ｻｻﾕﾘ ○ ○ ○   
    ﾋﾒﾔﾌﾞﾗﾝ   ○ ○ ○ 
    ﾔﾌﾞﾗﾝ ○       
    ﾉｷﾞﾗﾝ ○ ○ ○ ○ 
    ｼﾞｬﾉﾋｹﾞ ○ ○ ○ ○ 
    ﾅｶﾞﾊﾞｼﾞｬﾉﾋｹﾞ     ○ ○ 
    ｷﾁｼﾞｮｳｿｳ       ○ 
    ｵﾓﾄ       ○ 
    ｻﾙﾄﾘｲﾊﾞﾗ ○ ○ ○ ○ 
    ﾀﾁｼｵﾃﾞ ○       
    ｼｵﾃﾞ     ○   
    ﾔﾏｼﾞﾉﾎﾄﾄｷﾞｽ ○       
    ﾎﾄﾄｷﾞｽ     ○   
  ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅ ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅ     ○ ○ 
    ｽｲｾﾝ     ○ ○ 
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門 科 名 和 名 春季 夏季 秋季 冬季 
種子植物 ﾔﾏﾉｲﾓ ﾆｶﾞｶｼｭｳ   ○     
    ﾔﾏﾉｲﾓ ○ ○ ○   
    ｶｴﾃﾞﾄﾞｺﾛ   ○ ○   
    ｵﾆﾄﾞｺﾛ ○ ○ ○ ○ 
  ﾐｽﾞｱｵｲ ｺﾅｷﾞ   ○     
  ｱﾔﾒ ﾋﾒﾋｵｳｷﾞｽﾞｲｾﾝ ○       
    ｼｬｶﾞ       ○ 
    ｷｼｮｳﾌﾞ ○       
    ﾆﾜｾﾞｷｼｮｳ ○     ○ 
    ｵｵﾆﾜｾﾞｷｼｮｳ     ○ ○ 
  ﾋﾅﾉｼｬｸｼﾞｮｳ ﾋﾅﾉｼｬｸｼﾞｮｳ   ○     
  ｲｸﾞｻ ｲｸﾞｻ ○   ○ ○ 
    ｺｳｶﾞｲｾﾞｷｼｮｳ ○ ○ ○   
    ｱｵｺｳｶﾞｲｾﾞｷｼｮｳ ○       
    ﾎｿｲ ○ ○     
    ｸｻｲ ○ ○ ○ ○ 
    ｽｽﾞﾒﾉﾔﾘ ○ ○ ○ ○ 
    ﾇｶﾎﾞｼｿｳ ○       
  ﾂﾕｸｻ ﾂﾕｸｻ ○ ○ ○   
    ﾔﾌﾞﾐｮｳｶﾞ ○ ○ ○ ○ 
  ｲﾈ ｱｵｶﾓｼﾞｸﾞｻ ○ ○     
    ｶﾓｼﾞｸﾞｻ ○ ○     
    ｺﾇｶｸﾞｻ ○       
    ﾋﾒﾇｶﾎﾞ   ○     
    ﾔﾏﾇｶﾎﾞ ○       
    ﾇｶﾎﾞ ○       
    ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟｳ ○       
    ﾋﾒｱﾌﾞﾗｽｽｷ     ○   
    ﾒﾘｹﾝｶﾙｶﾔ ○ ○ ○ ○ 
    ｺﾌﾞﾅｸﾞｻ ○ ○ ○   
    ﾄﾀﾞｼﾊﾞ   ○ ○ ○ 
    ﾋﾒｺﾊﾞﾝｿｳ ○       
    ｲﾇﾑｷﾞ ○ ○     
    ｽｽﾞﾒﾉﾁｬﾋｷ ○       
    ｷﾂﾈｶﾞﾔ ○       
    ﾉｶﾞﾘﾔｽ     ○   
    ﾋﾒﾉｶﾞﾘﾔｽ   ○ ○   
    ｼﾞｭｽﾞﾀﾞﾏ     ○   
    ｷﾞｮｳｷﾞｼﾊﾞ ○   ○   
    ｶﾓｶﾞﾔ ○       
    ﾒﾋｼﾊﾞ ○ ○ ○   
    ｱｷﾒﾋｼﾊﾞ     ○   
    ｲﾇﾋﾞｴ     ○   
    ｹｲﾇﾋﾞｴ     ○   
    ｵﾋｼﾊﾞ   ○ ○   
    ｽｽﾞﾒｶﾞﾔ   ○     
    ｼﾅﾀﾞﾚｽｽﾞﾒｶﾞﾔ ○   ○ ○ 
    ｶｾﾞｸｻ ○ ○ ○ ○ 
    ﾆﾜﾎｺﾘ ○       
    ｵﾆｳｼﾉｹｸﾞｻ×ﾋﾛﾊｳｼﾉｹｸﾞｻ ○ ○     
    ｱｼﾎﾞｿ   ○ ○   
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門 科 名 和 名 春季 夏季 秋季 冬季 
種子植物 ｲﾈ ﾅｷﾞﾅﾀｶﾞﾔ ○       
    ｱｵｳｼﾉｹｸﾞｻ   ○ ○ ○ 
    ﾄﾎﾞｼｶﾞﾗ ○       
    ｳｼﾉｼｯﾍﾟｲ   ○     
    ﾇﾒﾘｸﾞｻ     ○   
    ﾁｶﾞﾔ ○ ○ ○ ○ 
    ﾁｺﾞｻﾞｻ ○ ○ ○ ○ 
    ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ     ○   
    ﾈｽﾞﾐﾎｿﾑｷﾞ ○       
    ｻｻｸｻ   ○ ○   
    ｽｽﾞﾒﾉﾋｴ     ○   
    ｻｻｶﾞﾔ   ○ ○   
    ｵｷﾞ ○ ○     
    ｽｽｷ ○ ○ ○ ○ 
    ｺﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ ○ ○ ○ ○ 
    ｹﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ ○       
    ﾇｶｷﾋﾞ     ○ ○ 
    ｵｵｸｻｷﾋﾞ   ○     
    ｼﾏｽｽﾞﾒﾉﾋｴ   ○ ○   
    ﾀﾁｽｽﾞﾒﾉﾋｴ     ○   
    ﾁｶﾗｼﾊﾞ     ○   
    ｸｻﾖｼ ○       
    ﾖｼ ○ ○ ○ ○ 
    ﾂﾙﾖｼ   ○     
    ﾏﾀﾞｹ ○ ○   ○ 
    ﾓｳｿｳﾁｸ ○ ○ ○ ○ 
    ﾊﾁｸ ○ ○ ○ ○ 
    ﾈｻﾞｻ ○   ○ ○ 
    ﾋﾛｳｻﾞｻ   ○     
    ｹﾈｻﾞｻ ○ ○     
    ﾒﾀﾞｹ ○ ○ ○ ○ 
    ﾐｿﾞｲﾁｺﾞﾂﾅｷﾞ ○       
    ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ ○     ○ 
    ﾋｴｶﾞｴﾘ ○       
    ﾔﾀﾞｹ     ○   
    ﾊｲﾇﾒﾘ     ○   
    ｱｷﾉｴﾉｺﾛｸﾞｻ   ○ ○   
    ｷﾝｴﾉｺﾛ   ○     
    ｺﾂﾌﾞｷﾝｴﾉｺﾛ     ○   
    ｴﾉｺﾛｸﾞｻ   ○ ○   
    ｵｵｴﾉｺﾛ   ○     
    ｾｲﾊﾞﾝﾓﾛｺｼ   ○     
    ﾈｽﾞﾐﾉｵ     ○ ○ 
    ｼﾊﾞ ○ ○     
  ﾔｼ ｼｭﾛ ○ ○     
  ｻﾄｲﾓ ｼｮｳﾌﾞ ○       
    ｾｷｼｮｳ ○       
    ｶﾗｽﾋﾞｼｬｸ ○       
  ｶﾞﾏ ｶﾞﾏ ○ ○ ○   
  ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ ｶｻｽｹﾞ ○ ○ ○ ○ 
    ｱｵｽｹﾞ       ○ 
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門 科 名 和 名 春季 夏季 秋季 冬季 
種子植物 ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ ｱｾﾞﾅﾙｺ ○       
    ﾏｽｸｻ ○ ○ ○   
    ｶﾜﾗｽｹﾞ ○       
    ｼﾞｭｽﾞｽｹﾞ ○ ○ ○ ○ 
    ﾋｶｹﾞｽｹﾞ     ○   
    ﾅｷﾘｽｹﾞ ○ ○ ○ ○ 
    ﾀﾁｽｹﾞ ○       
    ｺﾞｳｿ ○ ○     
    ｱｾﾞｽｹﾞ ○ ○ ○ ○ 
    ﾁｬｶﾞﾔﾂﾘ     ○   
    ﾀｲﾜﾝﾋﾒｸｸﾞ     ○   
    ﾋﾒｸｸﾞ     ○   
    ｸｸﾞｶﾞﾔﾂﾘ     ○   
    ｺｱｾﾞｶﾞﾔﾂﾘ   ○     
    ｺｺﾞﾒｶﾞﾔﾂﾘ   ○ ○   
    ｵﾆｶﾞﾔﾂﾘ     ○   
    ﾋﾗﾃﾝﾂｷ   ○     
    ｸﾛﾃﾝﾂｷ   ○     
    ﾔﾏｲ   ○     
    ｳｷﾔｶﾞﾗ ○ ○ ○ ○ 
    ｱﾌﾞﾗｶﾞﾔ   ○ ○   
  ｼｮｳｶﾞ ﾊﾅﾐｮｳｶﾞ ○       
  ｶﾝﾅ ｶﾝﾅ   ○     
  ﾗﾝ ｴﾋﾞﾈ       ○ 
    ｷﾝﾗﾝ ○       
    ｼｭﾝﾗﾝ ○ ○ ○ ○ 
    ﾑﾖｳﾗﾝ     ○   
    ｺｸﾗﾝ ○ ○ ○ ○ 
    ｵｵﾊﾞﾉﾄﾝﾎﾞｿｳ ○ ○ ○   
    ﾈｼﾞﾊﾞﾅ ○       
  124 科 640 種 426 種 357 種 412 種 253 種 
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第７節 陸生植物 

１．調査概要 

事業実施区域周辺の植物相を把握するため、各季に調査を実施した。 

また、特筆すべき植物の生育状況について追跡調査を行った。 

 

２．調査年月日及び調査方法 

調査年月日及び調査方法を表７－１に示した。 

 

表７－１ 調査年月日及び調査方法 

調査項目 調査年月日 調査方法 
春季 平成 14 年５月 14 日、15 日 
夏季 平成 14 年８月６日、８日 
秋季 平成 14 年 11 月 11 日、18 日 

植物相 

冬季 平成 15 年２月 10 日、17 日 
１回目 平成 14 年８月９日 

トウカイコモウセンゴケ 
２回目 平成 14 年 10 月 25 日、31 日 

オオイワカガミ 
イシモチソウ 
ヒメコヌカグサ 

－ 平成 14 年６月 21 日 

１回目 平成 14 年６月 21 日 タツナミソウ 
タニウツギ ２回目 平成 14 年７月 25 日 

１回目 平成 14 年４月 16 日、17 日、22 日 
ショウジョウバカマ 

２回目 平成 15 年３月４日、14 日 
シュンラン － 平成 14 年４月 16 日、17 日、22 日 
タニヘゴ 
ササユリ 
オオバノトンボソウ 
スズサイコ 
コクラン 

－ 平成 14 年７月 25 日 

１回目 平成 14 年８月９日 
オミナエシ 

２回目 平成 14 年 10 月 25 日、31 日 
１回目 平成 14 年８月９日 

ツルニンジン 
２回目 平成 14 年 10 月 25 日、31 日 

キキョウ 
ウキシバ 
ヤマホオズキ 
コシンジュガヤ 

－ 平成 14 年８月９日 

リンドウ 
センブリ 
テイショウソウ 
オケラ 
イヌセンブリ 

－ 平成 14 年 10 月 25 日、31 日 

ギンリョウソウモドキ 
スズカアザミ 
スイラン 
ヒナノシャクジョウ 

－ 平成 14 年９月 25 日 

任意観察調査 
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３．調査場所 

調査範囲は事業実施区域及びその周辺とした。 

踏査ルートは図７－１に示したとおりである。 

特筆すべき植物の生育状況調査は、評価書記載の生育確認位置を中心に調査を行った。 
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４．調査結果 

４－１ 植物相調査 

調査結果は表７－２に示したとおり、春季で 111 科 427 種、夏季で 99 科 357 種、秋季で 104

科 415 種、冬季で 82 科 253 種の合計 124 科 640 種であった。 

なお、確認種には、変種・亜種を含む。 

確認種一覧は資料編に示した。 

 

表７－２ 植物相調査結果 

調査時期 科 数 種 数 

春 季 111 科 426 種 

夏 季 99 科 357 種 

秋 季 104 科 412 種 

冬 季 82 科 253 種 

合 計 124 科 640 種 
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４－２ 特筆すべき植物調査 

特筆すべき植物調査で確認した特筆すべき植物とその生育状況は、表７－３に示したとおり

である。 

評価書記載の特筆すべき植物は、一部消失した箇所もあるが、概ね良好に生息していた。 

確認位置は図７－２に示したとおりである。 

 

表７－３ 特筆すべき植物の生育状況 

平成 14 年度 1 回目 平成 14 年度 2 回目   
地点 
番号 

確認数・範囲 生育状況 確認数・範囲 生育状況 
TK1 3m×10m 良好（開花） 3m×10m 良好（開花） 

TK2 4 ㎡ 良好（開花） 1 ㎡ 
土壌の乾燥・雑草に覆われ

減少 
1 ﾄｳｶｲｺﾓｳｾﾝｺﾞｹ 

TK3 1m×1m 雑草に覆われ減少 1 株 雑草に覆われ減少 
2 ﾀﾆﾍｺﾞ TH1 6 株 良好     

R1     
R2 

堰堤全域多数 草刈のため小ぶり 
    3 ﾘﾝﾄﾞｳ 

R3 40＋株 良好（つぼみあり）     
SB1 － －     
SB2  5m×2m 良好（開花）     4 ｾﾝﾌﾞﾘ 
SB3 － －     
TA1 － － － － 
TA2 － － － － 
TA3 20＋株 良好（結実） 20＋株 良好（結実） 
TA4 20＋株 草刈のため小ぶり 20＋株 草刈のため小ぶり(結実） 
TA5 10＋株 草刈のため小ぶり 10＋株 草刈のため小ぶり 
TA6 50＋株 雑草に覆われる（結実） 50＋株 雑草に覆われる（結実） 
TA7 20＋株 良好（結実） 20＋株 良好（結実） 
TA8 約 20 株 良好 約 20 株 良好（結実） 
TA9 5m×5m 良好 5m×5m 良好（結実） 
TA10 3 株 草刈のため小ぶり 3 株 草刈のため小ぶり 
TA11 2m×20m 良好（結実） 2m×20m 良好（結実） 
TA12 5 株 良好（結実） 10 株 良好（結実） 

5 ﾀﾂﾅﾐｿｳ 

TA13 3m×5m 良好（結実） 3m×5m 良好（結実） 
TU1 － 根元から切られる － － 
TU2 － － － － 
TU3 － － － － 

6 ﾀﾆｳﾂｷﾞ 

TU4 － － － － 
OM1 7m×7m ロゼット葉 7m×7m 良好（開花） 
OM2 － 雑草繁茂で不明 － － 
OM3 50 株（6m×30m） 良好 50 株（6m×30m） 良好（開花） 
OM4 15 株 良好 15 株 良好（開花） 
OM5 3 株 良好（開花) 3 株 良好（開花) 

7 ｵﾐﾅｴｼ 

OM6 4 株 ロゼット葉 4 株 ロゼット葉 
8 ﾃｲｼｮｳｿｳ TS1 － － － － 

S1 30+株 良好（結実 2株） 30+株 良好 
S2 30+株 良好 30+株 良好 
S3 25 株 良好 25 株 良好 
S4 5 株 良好（結実 1株） 20 株 良好（小株） 
S5 40+株 良好 40+株 良好 
S6 10+株 良好(開花 1 株･結実 4 株) 10+株 良好 

9 ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｶﾏ 

S7 － － － － 



105 

平成 14 年度 1 回目 平成 14 年度 2 回目   
地点 
番号 

確認数・範囲 生育状況 確認数・範囲 生育状況 
S8 15 株 良好（結実 2株） 15 株 良好 
S9 － － － － 
S10 － － － － 
S11 － － － － 
S12 － － － － 
S13 50 株 良好 50 株 良好 
S14 15 株 良好 15 株 良好 
S15 40 株 良好 40 株 良好（小株） 
S16 － － － － 
S17 20＋株 良好 20＋株 良好 
S18 20＋株 良好 20＋株 良好 
S19 20＋株 良好 20＋株 良好 
S20 30＋株 良好 30＋株 良好 
S21 30＋株 良好 30＋株 良好（小株） 
S22 20＋株 良好（結実 1株） 20＋株 良好 
S23 － － － － 
S24 － － － － 
S25 10 株 良好 1 株 イノシシ等に荒らされる 
S26 50＋株 良好 50＋株 良好 
S27 30＋株 良好 30＋株 良好 
S28 2 株 良好 5 株 良好 
S29 10＋株 良好 10＋株 食害あり 
S30 50 株 良好（結実 1株） 50 株 良好 
S31 20＋株 良好（開花 2株） 20＋株 良好（つぼみあり） 
S32 60 株 良好（結実 2株） 60 株 良好 
S33 6 株 良好 6 株 良好 
S34 7 株 良好 5 株 良好 
S35 30 株 良好（結実 2株） 30 株 良好 
S36 50 株 良好（結実 1株） 50 株 良好 
S37 100 株 良好(小ぶり多数） 100 株 良好(小株） 
S38 100 株 良好（結実 3割） 100 株 良好 
S39 50 株 ササに覆われる 50 株 ササに覆われる 
S40 30 株 良好 30 株 良好 
S41 － － － － 
S42 10 株 良好 10 株 良好 
S43 10+株 良好 20+株 良好 
S44 40 株 良好 40 株 良好 
S45 30 株 良好 20 株 良好 
S46 40 株 良好（結実 4株） 40 株 良好 
S47 30 株 良好（結実 2株） 30 株 良好（開花 1株） 
S48 50 株 良好（結実 6株） 50 株 良好 
S49 20 株 良好（結実 6株） 20 株 良好（開花 3株） 
S50 50 株 良好（結実 11 株） 50 株 良好 
S51 70 株 良好 70 株 良好 
S52 15 株 良好 15 株 良好 

9 
ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｶﾏ 

  

S53 300 株 良好（結実 4割） 300 株 良好（結実 4割） 
SY1 1 株 良好     
SY2 3 株 良好（結実 1株）     
SY3 2 株 良好     
SY4 1 株 良好（開花跡あり）     
SY5 － －     
SY6 2 株 良好（開花跡あり）     

10 ｻｻﾕﾘ 

SY7 5 株 良好（結実 2株）     
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平成 14 年度 1 回目 平成 14 年度 2 回目   
地点 
番号 

確認数・範囲 生育状況 確認数・範囲 生育状況 
SY8 － －     
SY9 － －     
SY10 1 株 良好（開花跡あり）     
SY11 － －     
SY12 － －     
SY13 － －     

10 ｻｻﾕﾘ 

SY14 － －     
SR1 4 株 葉に食害跡     
SR2 2 株 良好     
SR3 14 株 良好（開花 3株）     
SR4 2 株 良好     
SR5 1 株 良好     
SR6 4 株 良好（開花 1株）     
SR7 2 株 葉に食害跡     
SR8 5 株 良好（開花 3株）     
SR9 4 株 良好     
SR10 1 株 良好     
SR11 12 株 良好（開花 2株）     
SR12 15 株 良好     
SR13 7 株 良好（開花 1株）     
SR14 4 株 良好     
SR15 9 株 良好     
SR16 2 株 葉に食害跡     
SR17 4 株 葉に食害跡     
SR18 3 株 良好     
SR19 2 株 良好     
SR20 5 株 良好     
SR21 5 株 良好     
SR22 5 株 良好     
SR23 15 株 葉に食害跡     
SR24 8 株 葉に食害跡     
SR25 4 株 良好（開花 3株）     
SR26 10 株 良好（開花 3株）     
SR27 2 株 良好     
SR28 1 株 良好（つぼみあり）     
SR29 5 株 良好     
SR30 1 株 良好     
SR31 3 株 良好     
SR32 8 株 良好     
SR33 2 株 良好     

11 ｼｭﾝﾗﾝ 

SR34 1 株 良好     
OT1 1 株 小ぶり     
OT2 － －     
OT3 － 消失     

12 ｵｵﾊﾞﾉﾄﾝﾎﾞｿｳ 

OT4 － －     
13 ﾂﾙﾆﾝｼﾞﾝ TN1 （1m×1m）2 ヶ所 良好 － 草刈のため不明 

OK1 － －     
OK2 3 株 良好     
OK3 6 株 良好     

14 ｵｹﾗ 

OK4 2 株 良好（結実）     
SS1 11 株 良好（全て結実）     

15 ｽｽﾞｻｲｺ 
SS2 － －     
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平成 14 年度 1 回目 平成 14 年度 2 回目   
地点 
番号 

確認数・範囲 生育状況 確認数・範囲 生育状況 
KK１ 10 株 ササ等繁茂     
KK２ 4 株 良好(開花跡あり）     
KK３ 20+株 良好（結実多数）     
KK４ 9 株 良好（結実 1株）     

16 ｺｸﾗﾝ 

KK５ 15 株 良好（開花）     
17 ｵｵｲﾜｶｶﾞﾐ OI１ （3m×3m）3 ヶ所 良好（結実）     
18 ｷﾞﾝﾘｮｳｿｳﾓﾄﾞｷ GM１ 20 株 良好（開花）     

KY1 1 株 良好     
19 ｷｷｮｳ 

KY2 － －     
HS1 － －     
HS2 － －     
HS3 － －     
HS4 － －     
HS5 － 不明     
HS6 － 不明     
HS7 － －     

20 ﾋﾅﾉｼｬｸｼﾞｮｳ 

HS8 － 不明     
US1 4 ㎡ 良好     
US2 20 ㎡ 良好     21 ｳｷｼﾊﾞ 
US3 － －     

22 ﾔﾏﾎｵｽﾞｷ YH1 18 株 良好     
23 ｽｽﾞｶｱｻﾞﾐ SA1 3 株 草刈のため小ぶり     

SN1 5 株 良好(開花）     
SN2 2 株 良好(開花）     24 ｽｲﾗﾝ 
SN3 50+株 良好(開花）     

25 ｺｼﾝｼﾞｭｶﾞﾔ KJ1 － －     
IN1 － －     

26 ｲﾇｾﾝﾌﾞﾘ 
IN2 － 雑草に覆われる     

27 ｲｼﾓﾁｿｳ IS1 － 雑草に覆われる     
HM1 1m×2m 良好     
HM2 － 草刈のため消失     
HM3 1m×1m 良好     
HM4 － 雑草に覆われる     
HM5 0.5m×1m 良好     
HM6 1m×1m 良好     
HM7 － 田起こしで消失     
HM8 1m×2m 良好     
HM9 － ササに覆われ消失     

28 ﾋﾒｺﾇｶｸﾞｻ 

HM10 1m×1m 良好     
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５．まとめ 

今回の調査の結果、124 科 640 種の植物の生育を確認した。 

確認した植物は、三重県の平地から低山地にかけて普通に見られる種が多くを占めた。 

また、その結果は二次林、竹林、畑地、池等が混在する里山環境を表したものであると考え

られる。 

また、特筆すべき植物については、一部維持管理の草刈り等により消失したものも見られた

が、概ね良好に生育していた。 
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